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　首を絞められながら、瀬せ名な櫂かい人とはこうなることはわかっていたなと思った。




　今まで生きてこられたのが、むしろ奇跡だったのだ。右腕は寸刻みの裂れつ傷しようで覆われている。赤黒く染まった左腕は動かない。変な方向に折れ曲がった足首は、数か月前に固まったままだ。三日前から重く痛み続けている腹の中では、内臓が破裂しているかもしれない。




　十七歳と三か月。気き紛まぐれで扱われ、気楽に壊される人生だった。

　食肉にされることを知りながら、逃げることもできなかった家畜のような日々だった。実際には、櫂人の死体は食われることなく、どこかに埋められるか、燃やされて骨まで砕かれ、山か海に撒まかれることだろう。

　重く、長く、引き延ばされた苦痛の時間の中、そんなことを考えていると気道と血管をぐちゃりと太い指で更に押し潰つぶされた。飛び出た眼球からどっと粘つく涙が溢あふれる。

　死に物狂いで足をバタつかせ、爪つめで掌てのひらを抉えぐっても、ヤクを決めすぎた彼の父親には残念ながら理性と痛覚はない。肥大した舌を突き出して酸素酸素さんそと暴れながらも、櫂人の一部は体から離れ、冷静に状況を観察していた。だが、脳内では狂おしい思いが爆発的に飛び回っている。死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない殺さないで。

　しかし、喉のどの肉はへこむばかりだ。彼の視界は消え、真っ黒なはずの光景に光が走る。




　それは、話に聞いたことのある走馬灯のようで。

　それとは全く違う、邪悪なものだった。




　見渡す限り、人間が死んでいた。




　男が女が子供が老人が、異様な死に様で打ち捨てられている。彼らは壊れた玩具おもちやのように手足をねじ切られ、腹を裂かれ、四し肢しを引き抜かれ、耳も眼球も歯も舌も失っていた。




　櫂人の前には、人としての尊厳の欠片もない死体が山と積まれている。




　鴉からすが音を立てて、人の肉片を咥くわえたまま舞い飛んだ。視界が黒く覆われ、そこに無数の口が浮かびあがる。頭から黒布を被かぶった民衆が拳こぶしを固め、声の限りに咆ほう哮こうしていた。殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ。その圧倒的殺意と憎ぞう悪おはある少女に向けられている。

　彼らの目の前には、拘束服を着せられた黒髪の少女が吊つるされていた。彼女は絞こう首しゆ台だいに何百と下げられた鎖で全身を雁がん字じ搦がらめに縛られ、宙に固定されている。その様子は、まるで蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちようだ。長く艶あでやかな黒髪を靡なびかせ、少女は顔をあげる。

　恐ろしく美しい顔の中、鮮烈な紅あかい瞳が、櫂かい人とに向けられた。同時に、彼は息を吞む。




　少女の表情は、被害者のそれではなかった。




　彼女の目は櫂人を映さずに、怨えん嗟さと殺意の声を投げる民衆達を恐れもなく睥へい睨げいしている。

　その非の打ちどころのない美しい顔には、邪悪で残ざん酷こくな笑みが貼はりつけられていた。

　殺せ、殺せ、殺せ。民衆が再び叫びだす中、殺意を全身に受けて、彼女は笑った。実に禍まが々まがしく、美しく、彼女は全てを嘲あざ笑わらう。その時、ある威圧的な声が場に響き渡った。




　─────処刑される前に、善行を成せ。




　そこで、ちょうどぽっきりと。

　現実の瀬せ名な櫂かい人との首はへし折られた。




　殺されたはずの少年、瀬名櫂人はゆっくりと目を開いた。篝かがり火びの火が網もう膜まくを焼く。気がつけば、彼は薄暗い石造りの部屋の中にいた。自分は確かに殺されたはずだが、ここが死の国とも思えない。混乱する櫂人の前には、先程見た映像の中にいた少女が立っていた。

　今の彼女は拘束されてはいない。だが、ある意味その姿は縛られているようにも見えた。

　華きや奢しやな体を覆う黒のボンデージドレスの胸元部分は、ほぼ革ベルトのみで作られている。縛られたように交こう錯さくするベルトの下で、形のいい乳房は半ば以上が見えていた。黒布に覆い隠された腰の下、短いスカートからはストッキングに似た薄布に包まれた美脚が伸びている。内側が緋ひ色いろに染まった黒の飾り布が、その後ろにマントのように長く広がっていた。どこもかしこも性的な衣装だが、見る者に媚こびるような印象は不思議とない。

　彼女は女王の正装のごとく、際どいボンデージ風ドレスを堂々と着こなしていた。

　緩やかに波打つ艶あでやかな黒髪の似合う顔は、今まで見た誰よりも整っている。だが、その宝石のような紅い目の中には、悪魔じみた残酷な光が浮かんでいた。

　不意に、絶世の美少女は薄い唇を開いた。彼女は櫂人を真まっ直すぐに見つめて言う。




「残ざん虐ぎやくに凄せい惨さんに殺されし、罪なき魂よ。これより、貴様は従者として余に仕えよ」




　有無を言わせない口調だった。殺された人間に対して、自分に仕えろとはわけがわからない。混乱のあまり思わず薄く笑いながら、ようやく息ができる事実に気がついた櫂人の前で、彼女は堂々と宣言した。







「我が名は『拷ごう問もん姫ひめ』エリザベート・レ・ファニュ。誇り高き狼おおかみにして卑いやしき牝めす豚ぶたである」














　荒こう廃はいした丘の上に建ち、四方に豊かな森を見回す城は、隅から隅まで腹立たしいほど冷たい石で組まれている。その構造は城というよりも要よう塞さいだった。

　圧迫感のある室内で三日も過ごせば、大抵の人間は石に押し潰つぶされる悪夢に悩まされる羽は目めになるだろう。通路も無駄に入り組んでいて、一度迷えば衰弱死することすら可能だ。住む人間のことを考えているどころか、拒絶しているとしか思えない造りをしている。

　その厨ちゆう房ぼうも見事に使い辛づらく、地ち下か牢ろうめいた閉へい塞そく感かんもあって気のめいる場所となっていた。




　それに押しつけられた食材が食材でもある。




　瀬せ名な櫂かい人とは綿のシャツの袖そでをめくり、肉屋のようなエプロンをつけた姿で不機嫌に腕を組んでいた。その前には、絶望的な量の内臓の山がそびえている。柔らかく艶つや々つやとした複雑な形状の肉達は、籠こもった独特の匂いを放はなっていた。

　彼は溜ため息いきを吐き、まずは鋭するどいナイフで腸をぶつ切りにすると縦に切り開いた。心臓は白くビラビラした部分を取り除く。修しゆ行ぎよう僧そうのような寡か黙もくさで、彼が大量の内臓を捌さばいていると派手に厨房が揺れた。バラバラと石の欠片かけらが頭上から降ってくるが、櫂人は何も起こっていないかのようにそれを無視する。

　たとえ今すぐ城が崩ほう壊かいし、自分の人生が終わったところで、彼の知ったことではない。

　酒さか蔵ぐらから勝手に持ちだした高そうなワインの瓶を開け、彼は本来果物専用の銀器にどぶどぶと注いだ。その中に数種の内臓と名前も知らない香草を迷いなく漬け込む。

　彼が真顔で調理を続けていると、再度城全体が揺れた。だが、櫂人はやはり無視する。城の半分が吹き飛んだところで、櫂人自身は無事なのだから問題ない。世は平和だ。だが、それを叩たたき潰す邪悪な声が響いた。

「執事バトラー、執事バトラーーっ！」

　櫂人は櫂人であり、執事バトラーではない。故ゆえに、彼は自分は呼ばれていないものと判断した。その大義名分を掲げ、彼が頑かたくなに無視を続けていると、呼び方は変化した。

「カイトーっ！」

「わかった！　うるせぇっ、今行くっ！」

　これも無視しては流石さすがに命が危うい。彼は小麦粉を塗まぶしていた肝臓を調理台に叩たたきつけ、廊下に飛びだした。彩色ガラスの高窓が申し訳程度に嵌はめられた廊下の閉塞感は室内より幾分か軽い。だが、そのせいで床には見ていて胸がむかつくような、禍まが々まがしい光の模様が広がっていた。彼はその上を走り抜け、螺ら旋せん階段を昇ると巨大な両開きの扉を押し開けた。

　激しい風がその顔に吹きつける。玉座の間は、名の通り台座に豪華な玉座を設しつらえ、年代物のタペストリーを幾枚も並べた威厳に満ちた空間だった。だが、今やその四分の一は吹き飛び、壁に開いた大穴からは爽さわやかな青空が覗のぞいている。

　どうやら冗談抜きで、城が半分吹っ飛びかねない事態が起こっていたらしい。

　無残な破壊跡の前では、一人の少女が腕を組み、完かん璧ぺきな造形の足を瓦が礫れきの上に乗せ、尊大な態度で彼のことを待っていた。カッとヒールを鳴らし、彼女は櫂かい人とを振り向く。




　艶あでやかな黒髪が靡なびき、紅あかい目が彼を射抜いた。




　人を超えた美び貌ぼうには愉快でたまらないといった笑みが浮かべられている。実に嫌な顔だ。黒く塗られた爪つめがスッと外を指差した。彼女は小鳥のような声で、満腹の猫のように囁ささやく。

「見るがよい、カイト」

　素直に命令に従い、彼は穴の外を眺めた。明るい青空と鮮やかな緑の森というのどかな風景には、今や粘つく赤色と鉄てつ錆さび臭い悪臭、極限の胸むな糞くそ悪さが足されている。




　目の前には、最悪な地獄絵図が広がっていた。




　地面から、何十本もの鉄杭が生え、不気味な生き物を串くし刺ざしにしている。

　櫂人は最大限に顔をしかめながらも、血ち塗まみれの凄せい惨さんな死し骸がいを確認した。

「どうだ、カイト。何か感想はあるか？」
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「感想も何も………胸むな糞くそ悪いうえに、物もの凄すさまじいな」

「うむっ、見たままよな。語ご彙い力りよくも主あるじを楽しませる機き知ちにも欠けておる。つまらぬ奴やつよ」

　そう少女は肩を竦すくめた。その前では、人間の死し骸がいのパッチワークで造られた、おぞましい獣が絶命している。異形の獣の肌の上では何百もの顔が、頰ほおと頭皮を極限まで伸ばされた状態で繫つなぎ合わされ、断だん末まつ魔まの叫びをあげていた。その背中にはたてがみ代わりに人の腕が並び、肥満した腹からは大量の乳房がぶら下がっている。

　あまりにも冒ぼう瀆とく的てきでグロテスクな存在を、少女は鼻で笑った。

「ついに来たのだ、カイト。『騎士』からの宣戦布告よ。いや、嫌がらせと言うべきか」

　少女は随ずい分ぶんと楽しげだ。紅あかい唇をねっとりと舐なめる姿は豹ひようや狼おおかみよりも、獰どう猛もうで飢えた巨大な獅し子しに近い。櫂かい人とは吐き気を堪こらえ、獣の死骸から顔を背けると溜ため息いき混じりに告げた。




「どうでもいいけど、食事は一時間後だからな。戦いだか拷問だかはその後にしてくれ」




　瀬せ名な櫂かい人とがこんな無む茶ちや苦く茶ちやな状況に放ほうりこまれたのは、彼が殺されてからだった。





　　　　＊＊＊






「返事がない故ゆえ、改めて言う。余に仕えよ」

「断る」




　エリザベートと名乗った少女の高圧的な言葉に、櫂人は即答した。殺されたはずが突然見知らぬ少女の従者になれと言われ、混乱してはいたが、答えは迷わなかった。異様な死体の山と民衆の殺意、エリザベートの嗜し虐ぎやく的な笑顔。何よりも『拷ごう問もん姫ひめ』という名乗り。

　あまりにも不穏な情報が揃そろいすぎていた。あの惨さん劇げきを生んだのは目の前の少女だろう。それならば断る以外の答えなどない。

　エリザベートは気を悪くするかと思ったが、何な故ぜか感心したように頷うなずいた。

「ほうっ、随分と早い決断ではないか。もしや召喚された折、余の記憶でも見たか？　それでも即答とは意外よな」

「仕えろだのなんだのはどうでもいい。そんなことより召喚って………おいっ、ここはどこなんだ。何故俺はここにいるんだ………何より、俺は死んだはずじゃなかったのか？」

「うむっ、その通りっ！　貴様は確かに死んでいる。哀あわれで無様に残ざん酷こくに凄せい惨さんに、虫けらのごとく無意味に殺されたのだっ！　だが、余に魂を召喚され、人形の体で新たな生を得たのである。滅めつ多たに受けられる恩恵ではないぞ。存分に喜べ」

「………人形？」

　エリザベートの突飛な言葉に、櫂かい人とはぺたぺたと自分の体を触ってみた。人形と言われても、肌の感触は人間のものだ。鏡がないので顔は見えないが、目線の高さにも違和感がないので身長が変わっているとも思えない。普段は後ろで短く括くくっている髪も引き抜いてみたが、生まれつきの褪あせた茶色のままだった。

　彼が疑いの表情で体を確認していると、エリザベートは呆あきれた口調で言った。

「あのなぁ。貴様の魂は余の造った人造人間ゴーレムの体の中に入っているのだぞ。額ひたいの文字を書き換えられただけで死ぬ土くれとは違う、大魔術師にして技術者でもある余の至高の一品に、だ。余の言葉が、お前の国の言葉で聞こえるのもそのせいよ。丈夫さも折り紙つき。内臓、血液も揃そろっているが、体の大半を破壊されるまでは不死だ。まぁ、余のものを混ぜた血液が全部流れきったら、流石さすがに魂は消滅するがな」

「だが、体格や髪色は何も変わってないんだが」

「救いがたい間抜けか、貴様。さっきから言っておるであろう。そんじょそこらの雑な安物と余の逸品を同じにするなと。生前の姿とあまりにかけ離れた体に魂を放ほうりこむと、下へ手たをすれば違和感で狂うからな。素体は魂の影響で変化するよう設計してある。傷や内臓の疾しつ患かんは自動で除いたものの、顔や体格は生前の貴様と同じだ。貧民根性の滲にじみ出ている顔もやせっぽっちの体も、だ。余の恩情に存分に感謝しつつ、好きなだけ嘆なげけ」

　そこで、櫂人は体の重要な変化に気がついた。腕を見ると隙すき間まなく刻みこまれていた引き攣つれや裂れつ傷しようが消えている。友のように長く体に沁しみついていた痛みが一つもなかった。

（なるほど………驚いた。本当に、この体は俺のもんじゃないんだな）

　櫂人はそう納得した。何の痛みもない体が彼のものなわけがない。久しぶりの無痛の体は快適だったが、空気を詰められたビニール人形のようにどこか心もとなくも感じられた。

　櫂人が呆ぼう然ぜんと腕を撫なでる間にも、エリザベートは喋しやべり続けている。

「余は従者にするため、『罪なき魂』を召喚した。邪悪な存在を召喚しては、単に小間使いを得ようとしただけでも、教会にバレれば罰ばつ則そくを下されるからな。それに生前の罪に見合わぬひどい殺され方をした貴様が該当したのだが………ふむ、確かに妙な手て応ごたえではあったが、もしや、貴様異世界の人間か。平行時空から釣られるとは運が極端にいいのか悪いのかわからんな。まぁ、貴様が元はどこの誰でも構わぬ。これからは余に誠心誠意仕え」

「断る」

「ほうっ」

　櫂人の応こたえに、エリザベートは愉快そうに紅あかい目を瞬まばたかせた。彼女は刃やいばじみた細く長い指をツイッと彼の顎あごの下に添える。色っぽく自身の唇を舐なめ、エリザベートは甘く囁ささやいた。

「貴様は殺された。哀あわれで無残に残ざん酷こくに凄せい惨さんに、虫けらのごとく無意味に殺されたのだ。それは貴様のスカスカの脳のう味み噌そでも理解できたな？　だが、貴様は『罪なき魂』の条件である、『生前の罪に見合わぬひどい殺され方をした』存在ではあるが、地獄へは落ちそうな顔をしている。だと言うのに、第二の生を放ほうり出し、踏み潰つぶされた虫けらのごとく、そのまま死ぬことを望むのか？」

「あぁ、その通りだ。俺はもう十分すぎるほど人に弄もてあそばれる人生を生きた。生きて、生きて、生きまくった」

　櫂かい人とはそう応こたえた。それは思い返す必要すらなく、ひどい人生だった。

　学校に通えたのは数年。あとは各地を転々としながら、父親の非合法な仕事を手伝わされ、それが上う手まく回らなくなり、人材が必要でなくなった時点で憂うさ晴らしに壊されるという隅から隅まで反へ吐どの出る一生だった。櫂人は母親の顔を知らない。だが、彼女はとうの昔に自分と同じように、栄養失調と痛みで脳を回らなくされ、逃げる気力を奪われて殺されたのだと思っている。

　痛みのない体はありがたかったが、もうこれ以上誰かの好きに使われるのはごめんだった。クソのような人生を引き延ばされたところで、更に長いクソができあがるだけだろう。

「俺はもう疲れたんだ。リタイアだ。従者なら他を当たってくれ」

「そうか、貴様には嫌でも我が執事バトラーを務めてもらう」

　エリザベートは櫂人の返事を完全に無視した。ぐっと眉まゆを顰ひそめる櫂人の前で、彼女は軽く肩を竦すくめる。

「従者の召喚を続けては、教会に何事かとつまらん勘かん繰ぐりをされる恐れがあるからな。再び人形を造るのにも手間がかかる。余に代わって雑事をこなす従者のために、雑事を重ねられるか、馬鹿馬鹿しい。そんな時間はないのだ。何せ余は」

　瞬間、エリザベートの背後の扉が爆音と共に吹き飛んだ。

　重く分厚い扉が悪い冗談のように宙を舞い、彼女の隣に叩たたきつけられる。木片がその頰ほおを掠かすめたが、エリザベートは視線すら向けない。恐る恐る櫂人は入り口を見て目を剝むいた。

　そこには巨大な馬と騎手がいた。

　騎手は禍まが々まがしい刺とげつきの鎖を手綱にし、骨で造られた鞍くらに跨またがっている。だが、何よりも異様なのはその体だった。馬にも騎手にも皮膚がない。解剖模型のように筋肉が剝き出しになった体には、表面を覆うように血管が浮きあがっている。てらてらと脂で輝く生々しいピンク色の肉体は本能が理解を拒絶するほどに醜しゆう悪あくだった。

　やっと入り口を振り向き、エリザベートは悠然と言った。

「何せ余は、『騎士、総裁、大総裁、伯爵、大伯爵、公爵、大公爵、侯爵、大侯爵、君主、大君主、王、大王、皇帝』の十四階級の悪魔のうち、既に捕らえられし『皇帝』を除く、十三の悪魔と契約した者達を惨殺せねばならんのでな」

　馬が嘶いななき、騎手が吼ほえた。肉に穴を開けただけの虚うつろな口から、壊れた管楽器に暴風を吹きこんだような耳障りな音が響く。鼓こ膜まくを嫌悪に震わせながら、櫂人は心底理解した。

　このおぞましい存在は、確かに悪魔としか呼びようがない。

「なぁ、コイツはなんだ？　その中の『騎士』か？」

「かつて虫けらのように殺された愚物のわりには、意外と冷静だな」

「脳が委い縮しゆく状じよう態たいにさえなけりゃ、まともな判断だってできるからな」

「そして惜しいな。コイツは『騎士』の従者よ。コイツは悪魔と契約した男自身ではなく、望んでその部下となった者。つまりは雑ざ魚こだ。コイツも元人間ではあるがな」

　エリザベートの言葉に、櫂かい人とは思わず馬と騎手を二度見した。コレが元人間とは到底信じられないし、信じたくない話だ。自ら望んでこんな姿になるとは、頭がおかしいとしか思えない。櫂人の表情を見て考えを察したのか、エリザベートはにやりと笑った。

「わかる、わかるぞ。醜かろう？　悪魔に魂を売り渡し、人の手に及ばぬ力を得るためだけに、己の形を捨てた者はとんでもなく醜しゆう悪あくであろう？　笑っていいぞ。余が許す。コヤツも本望であろうよ───道化は人の笑いをとってこその道化故ゆえなぁ？」

　挑発にしても露ろ骨こつな言葉だった。騎手の口から更に鋭するどい咆ほう哮こうがあがる。高周波に近い怒りの声に鼓こ膜まくを裂かれかけ、櫂人は耳を押さえた。

　騎手は手綱を引き、馬の脇腹を蹴りつけた。石の床を割りながら、馬は一瞬で最高速度を出し、エリザベートを轢ひき殺そうと迫ってくる。

「小物が。我が剣には能あたわぬな────『鉄の処女アイアン・メイデン』」

　エリザベートは低く呟つぶやき、手を翳かざした。その指先から空中に紅あかい花弁と闇やみが放はなたれ、渦を巻く。そこを貫くように、ゴーンッと派手な音を立てて、等身大の人形が床から生えた。




　鉄の処女───エリザベートがそう呼んだ存在は、名前に似合わず優しげな人形だった。




　柔らかな金糸の髪が背中を覆い、宝石を嵌はめられた目は蒼あおく輝き、唇には慈愛の笑みが湛たたえられている。人形は歓迎するように両腕を広げたが、騎士はそこに無慈悲に突進した。

　乙女の労いたわりに満ちた抱ほう擁ようは馬の蹄ひづめで蹂じゆう躙りんされる。櫂人がそう予想した時だった。

　カチッと歯車の切り替わる音と共に、人形は目を見開いた。蒼い瞳がぐるりと反転し、真っ赤に燃える。人形は慈愛を拒絶された憎ぞう悪おを顔に浮かべ、パカッと腹を開いた。

　鋭い爪つめを持った鉄の腕が、中から我先にと飛び出してきた。それは馬と騎士に襲いかかると、腕や足を機械仕掛けの動きで容赦なくへし折っていく。壮絶な悲鳴も意に介することなく、鉄の腕は芋虫じみた肉塊になるまで、馬と騎手の邪魔な部位を圧あつ搾さくした。

　抵抗する間もなく、首の生えた肉団子にされた馬と騎手は、乙女の胎はらへ運ばれていく。彼女の胎内には、その処女性を象徴するかのような針が無数に並んでいた。




　ぎぃいいいいいいいいいいいいっぁあああああああああああああああああああああっ！

　苦痛の絶叫が響く中、パタリと胸部は閉じられた。
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　乙女は再び慈愛の笑みを浮かべ、自らの腹を愛いとしそうに抱き締めた。そこからは出してくれと狂ったように暴れる音と、聞いているだけで気の狂うような絶叫が聞こえてくる。

「『鉄の処女』の腕に抱かれた者は、即死できぬからなぁ」

　あまりにもおぞましい悲鳴の中、エリザベートはあっけらかんと言った。彼女は櫂かい人とに顔を向け、にやりと笑みを浮かべる。

「貴様がどうしても再び死にたいと言うのならば仕方がない。余は寛大故ゆえ、望みを叶かなえてやろう。だが、貴様を一度溺おぼれた死の淵ふちに返してやることはできんからな。再び殺す場合『余の方法』で処理をさせてもらうことになるが、どうする？　選べ、執事バトラーか、肉ミートか」

「執事バトラーでお願いします」

「早いな」




　こうして、櫂人は『拷ごう問もん姫ひめ』の従者となったのだ。

　そして、今に至っている。





　　　　＊＊＊






「ま、ず、いっ！」

　魂の籠こもった一声と共に、皿とフォーク、櫂かい人と作『香味野菜を添えた心臓のロースト、果実酢のソースと共に』が宙を舞った。年代物のテーブルクロスに、致命的な雨が降り注ぐ。

　更に、エリザベートは勢い余ったらしく、ダンッとテーブルに片足まで乗せた。

「なっ、なんだこれは。物もの凄すごくまずいぞ。見た目はそれなりだというのに、中は生焼けで、表面はまるでゴムのごとし。内臓特有の臭みを包み込むソースは、奇妙に甘くも酸っぱく、いつまでもしつこく舌に絡む最悪のハーモニーを産み出している。ある意味奇跡の一品」

「お前、食レポすげぇな」

　よくもまぁ、そこまで気合の入ったリアクションを取れるもんだと、櫂人は死んだ目で壁に刺さったフォークを引き抜いた。

　エリザベートの執事を強制的に務めさせられて数日。最初こそビクビクしていたものの、元々死と紙一重の生活を送っていたこともあり、いい加減このやり取りにも慣れている。

　似合っているとは言い難がたい執事服姿で、彼は深々と溜ため息いきを吐いた。

「だからって、いちいち食器を投げることないだろ、お前は昭和のオッサンか」

「ショウワもオッサンもわからんが、ここまでまずければ投げるわっ！　なんだこれは！　微み塵じんの容赦もなく豚の餌えさの方がマシだ！　何でお前の料理はここまでまずいのだっ！」

「同じことばっかり言われるから、今日は臭み消しにワインを使ったんだけどなぁ」

「………おい、よもや貴様、余のワインをこのゴミを作るために使ってはおらんよな？」

　櫂人は戦略的黙秘を選択した。エリザベートは察したと無言で手を翻ひるがえす。

　ゴーンッと櫂人の足元から椅い子すが生えた。彼はカトゥーンアニメのごとく椅子に尻しりを掬すくわれ、無理やりベルトで固定される。見れば、その座面と肘ひじ置おきには明らかに針や針や針が出るだろう穴が一面に開けられていた。余裕を振り捨て、櫂人は足をじたばたさせる。

「待て待て待てっ！　話し合おう。考えてもみろ。内臓料理は初心者には難しいだろ！」

「言い訳は無用よ。と言うか貴様。この『拷ごう問もん姫ひめ』に、いちいち不ふ遜そんではないか？　よい度胸をしておるなぁ？　背中を穴だらけにされれば、その態度も改まるのではないか？」

「こっちは一度殺されちまった時から、恐怖や危機感が麻ま痺ひ気味なんだよっ！　悪かったから拷問はよせって」

「ふむ、ならば慈悲をやろう………と、納得しかけたのだが、つまり、貴様、それは遠回しに恐怖以外に余を敬う理由などないと言っておらぬか？」

「いやぁ、そんなことはないん、じゃねぇか、なぁ」

「言い訳する気がないようだなぁ、カイトォ？」

　違う、やり直すと叫びながらも、櫂人は己の運命を悟った。つまり人間ハリネズミにされるのだ。だが、エリザベートは思い直したのかふんっと鼻を鳴らし、拷問椅子を消した。

「まぁ、よい。余は寛大故ゆえ、今一度挽ばん回かいの機会をやろう───貴様、プディングを作れ」

「プディング？」

　真顔で与えられた間抜けな指示に、櫂かい人とは首を横に傾かしげた。エリザベートはプディングだとどこまでも真剣に頷うなずく。彼女は尊大な態度で足を組み、椅い子すに深く凭もたれた。

「料理すらできん奴やつに菓子の要求は無理かと諦あきらめていたのだがな。甘かん味みはマシな可能性もある。試してみよ。それすらもできぬと言うのなら、ゴミ製造機として廃棄も検討する」

「人を廃棄だのなんだの言うのは止やめてくれ。トラウマが疼うずく。何だ、プディング？　名前だけなら聞いたことあるが………えっと、プリンみたいなもん、でいいのか？」

「プリン？　余はプリンなるものは知らぬが、名前的には同じようなものではないか？」

　適当極まる返事に、櫂人は頷いた。実は、それは彼にとっては思い出深い一品だった。

　ある日、父親と一時的に同居していた女性が、幼い櫂人にそれを作ってくれたのだ。喜ぶ櫂人を前に、彼女は引き攣つった微笑ほほえみを浮かべ、翌日には姿を消した。今思えば、あれは幼い彼を置いて、一人で逃げることへの罪滅ぼしだったのだろう。だが、その時の嬉うれしさを、櫂人は今でも鮮やかに覚えている。少し変わったその作り方も暗記していた。

　厨ちゆう房ぼうの材料で再現は可能だが、調理器具が足りない。彼はエリザベートに尋ねた。

「なぁ、エリザベート。お前、土からゴーレムを造れるのなら、土鍋も造れないか？」

「貴様、己の廃棄を検討している相手に、何を頼んでおるのだ、何を。末恐ろしい奴よな。まぁ、よい。ドナベとはなんだ、ドナベとは」

「土鍋ってのは、こう、耐熱粘土でできた鍋で、ちょっと丸くて」

　拙つたない言語能力を駆使して、櫂人は土鍋の説明を試みた。エリザベートは怪け訝げんそうな顔をしながらも指を鳴らす。しばらくして、廊下から小さな足音が響いてきた。

　ギィィッと食堂の扉が開いた。そこから四角い土つち塊くれを組み合わせたような、小さなゴーレムが現れる。それはバイバイと手を振り、いきなり崩ほう壊かいした。後には土の山が残される。

「えええっ、おい、ちょっ、エリザベート、お前何やったんだ、かわいそうだろ」

「気にするな。これはそう見せているだけで、意志があるわけではない。で、鍋だったな」

　土はうごうごと蠢うごめくと鍋の形をとった。もっと浅く丸く、蒸気穴があってと、櫂人は説明を重ねる。自動で変形する土と櫂人の試行錯誤の末、やっと見覚えのある鍋が完成した。

「その土には炎に対する耐性がある。何だかわからんが、好きに使え」

「ありがとう。助かった」

　それを大事に抱え、櫂人は厨房に向かった。まず土鍋に水を張り、小麦を入れ、熱する。こうすることで、土鍋に開いている細かな穴を塞ふさぐのだ。それから、別の小鍋で牛乳を火にかけ、砂糖を溶かした。冷めたら溶きほぐした卵に加え、泡立てないよう混ぜる。洗った土鍋にバターを塗り、清潔な布で卵液をこし入れた。だが、問題はここからだ。蓋ふたをして、弱火で十分から十五分。竈かまどの上に網を置き、土鍋を載せるが、火の調節に自信はない。

「さて、どうす………ん？　これ丁度じゃないか？」

　どうやら、エリザベート作の土鍋には火の耐性がありすぎるらしい。竈かまどの強い炎でも弱火程度の熱しか伝わらないようだ。後は運次第だがやるしかなかった。

　やがて、厨ちゆう房ぼうには甘い匂いが立ち込め始めた。粗熱が取れるのを待ち、櫂かい人とは土鍋を氷精式冷蔵庫へ入れた。十分に冷えるのを待って、食堂へ運ぶ。

　他にやることもないのか、エリザベートは意外にも律儀に櫂人のことを待っていた。

「ん？　逃亡したかと思ったが、戻って来たのか、意外よな」

「あぁ、お前のおかげで何とか完成したぞ、ほらよ」

　櫂人は土鍋を彼女の前に置いた。ふむっとエリザベートは首を伸ばす。どうやら、櫂人が開けるのを待っているらしい。櫂人は取っ手を摑つかむと蓋ふたを開けた。甘い匂いがふわりと香る。中の薄黄色の巨大な塊を見て、エリザベートは首を傾かしげた。

「なんだこれは。プディングではないな？」

「あっ、やっぱり別物だったのか。これはな、プリンだ。プリン」

「プリン、とな。ふむう」

　鸚おう鵡む返しに繰り返し、エリザベートはスプーンで一口分を掬すくい取った。ぷるぷると揺れる黄色に、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せながらも口に含む。沈黙後、彼女は再びスプーンを進めた。

「これは、奇怪な………いや、………うむ………なかなか………プルプル………とろとろ」

　休むことなくスプーンを口に運び、エリザベートはぱくぱくと勢いよく食べ続けた。あっという間に、土鍋は空になる。彼女はスプーンをバンッと机に叩たたきつけた。

「許すっ！」

「許された」

　やればできるではないかと、にんまりとエリザベートは嬉うれしげに笑った。櫂人は思わず、その豪ごう奢しやな黒髪の上に、ぴこぴこと満足げに動く猫耳を幻視した。

（………人を拷問にかけようとするわりには、意外と単純な奴やつだなぁ）

　そう櫂人が思った瞬間、彼女は指を鳴らした。もしや考えがバレたのかと、櫂人は拷問椅い子すの襲来を予期して身構える。

　その目の前に、紅あかい光で造られたチェス盤が輝いた。それはエリザベートが魔術で産み出したものらしい。驚きに目を見張る櫂人に、エリザベートは語り出した。




「少しは使えるようだ。お前の置かれた状況について、幾つか知識を与えてやろう」




　エリザベートは白い手を振った。チェス盤は回転しながら、櫂人の鼻先に迫ってくる。のけぞる櫂人の目の前でチェス盤を止め、彼女は歌うように続けた。

「喜ぶがいい、知識は重要だ。無知の徒とは、己が運命に翻ほん弄ろうされるだけの蟻ありにすぎんからな。知識を得て初めて、人は蟲むしを超え、獣となり、人に至り、時には神を超えもする」

　チェス盤の上に、巨大な二体の駒こまが浮かび上がった。片方は黒く、片方は白い。そして両方共に翼が生えている。チェス盤よりも高みに浮いた二体を、エリザベートは指差した。

「この世界には、悪魔と神がいる。彼らは人間には視認できない高次元に棲すんでいるが、一部の宗教家、神秘学者、魔術師によって、『確かにいる』と確約された存在だ。尤もつとも、神と悪魔とは人のつけた便宜上の名に過ぎんがな。世界を創る超存在を神、破壊する超存在を悪魔と、我々は呼んでいる。そのため、本来悪魔は、神が世界の放棄を望んだ時にしか、人界には関与できない。だが、例外もある。契約者が現れれば話は別だ」

「契約者？」

「己の身を媒介に、本来この次元には存在できない悪魔を召喚、契約を結んだ者だ。悪魔は契約者と融合し、彼らの肉体を異い貌ぼうに変えるが、代わりにその力を自由に使えるようにする。世界を亡ほろぼすほどの力を持つ悪魔は召喚が難しい上に、受け止められる器もないため、未いまだ顕けん現げんしてはいない。だが、それでも恐ろしい力を持つ悪魔の一部が、人間世界に召喚されてしまった」

　黒い駒の一部が割れ、チェス盤の上に降り注いだ。それは十四の駒に変わり、一列に並んだ。獣や肉塊状の駒の中心には、王冠を頭に載せた駒が鎖に縛られている。

「十四人が十四体の悪魔と契約を結んだのだ。『騎士、総裁、大総裁、伯爵、大伯爵、公爵、大公爵、侯爵、大侯爵、君主、大君主、王、大王、皇帝』の十四階級とな───この地上で悪魔という語を使用する時、通常はこの十四体、または十四体と融合した契約者のことを指す。また、こやつらに忠誠を誓い、その力の一部をもらい受けた人間───従者も別途に存在する」

　十四体の異貌の駒の前に、歩兵の駒が並んだ。十四体が彼らの額ひたいに手を掲げると、歩兵の駒も醜い化け物に変わった。エリザベートはそのうちの一つを摘つまんだ。

「以前、お前も目撃した皮膚のない騎士は、『騎士』の従者だ。悪魔の契約者の従者───となると呼びにくいからな、そやつらはまとめて、『従兵』と呼んでいる」

　エリザベートは駒を戻した。十四の駒と異形の歩兵は進軍を始める。

「悪魔は神の創造物の嘆なげき───特に人の苦痛により力を得るからな。故ゆえに、今この世界では、悪魔とその従兵による被害が各地でもたらされている」

　一斉に、チェス駒は口を開いた。醜い乱らん杭ぐい歯ばが、新しく出現した歩兵達を無残に食い荒らす。エリザベートは指を鳴らした。チェス盤の対面に、女の形をした駒が現れる。

「余は教会───かつて人に一時憑ひよう依いした神の似に姿すがたを掲げ、信奉し、その意志の下、民を正しく導き、今世の安息を長く保つために作られた宗教組織───に依頼され、既に捕縛された『皇帝』を除く、十三人の悪魔狩りを行っている。そして此こ度たびの相手は『騎士』だ」

　櫂かい人との前に、異貌のチェス駒達の中から、馬に乗った駒が進み出た。紅あかい駒の上に乗った歪いびつな鎧よろいが櫂人に突進してくる。それに向けて、女の形をした駒が紅く輝く剣を振るった。

「十四の中でも一番の雑ざ魚こよ。だが、ただの人間からすれば悪夢のような存在だな」

　同時に、床が大きく揺れた。『騎士』に剣が届く前に、全ての駒こまと盤は搔かき消える。

　ズシンッ、ズシンッと城は再度大きく揺れた。エリザベートは優ゆう雅がに立ち上がる。彼女は困惑する櫂かい人とを無視して、飾り布を揺らすと歩き出した。櫂人は慌ててその後を追う。

　エリザベートは食堂を出ると廊下を進んだ。彼女は玉座の間の扉に手をかけ、開け放はなつ。




　同時に、濃い血と肉の匂いが、塊となって押し寄せてきた。

　ぐちゃぐちゃと、何かが肉を貪むさぼる異様な音も聞こえてくる。




　壁に開いた穴の外に、櫂人は恐る恐る目を向けた。そこでは串くし刺ざしにされている獣の死し骸がいの上に、新たな獣が跨またがっていた。獣は巨大な口で死肉を貪っている。その横腹に埋め込まれた人間の顔もまた、涙を流しながら口が届く範囲の肉を食っていた。あまりにもおぞましい光景に、櫂人は息を吞んだ。

　エリザベートは振り向き、邪悪な笑みと共に言い放った。

「これが悪魔の所業よ。来ると思ってはいたが、やはり二匹目が来たな」

「来ると思ってたって、お前………」

「獣はここに辿たどり着くまでの間に腐らなかった。『材料』の出どころは城下の村だろう。悪魔は村を襲う際は大概ほぼ全滅させる。だが、村人の二割は取り逃すとしても、八割を使用したにしては一匹目が小振りだったからな。もう一体は来るだろうと踏んでいたのだ」

　何な故ぜ、平然とそんな予想を立てられるのか。常識を逸した答えに、櫂人は眩暈めまいを覚えた。

　その瞬間、獣は絶叫した。

　うるあああああああああああああああああ、あああああああああああああああああっ！

　獣は腹に並ぶ乳房を揺らしながら、跳ちよう躍やくした。城壁に爪つめが食い込む。城全体が激しく揺れ、頭上から石の粉が降ってきた。獣は殺意に濡ぬれた目をエリザベートに向ける。

　穴に頭を押しこもうとする獣を見上げ、エリザベートは軽い溜ため息いきを吐いた。

「全く、巻き込まれたとはいえ、貴様らも哀あわれなことだ」

　くるぅおおおおおおおおおおおおおおおおおっあああああああああああああああああっ

「慈悲をやろう。せめて、疾とく早く眠るがいい」

　エリザベートは指を鳴らした。地面が爆散する。無数の鉄てつ杭くいが、土を割りながら真上に伸びた。杭は次々と獣の腹を貫く。それでも、獣は体を千切りながら首を前に伸ばし、エリザベートを食らおうとした。だが、その腹を千を超える杭が無慈悲に追撃する。

　ドドドドドドッと連続した音と共に、紅あかい花弁混じりの土煙が嵐のように舞い上がった。その晴れた後には、二頭の獣の死骸が並んでいた。ドス黒い血が緩やかに地面に広がる。

　エリザベートは櫂人を振り向いた。一滴の血が頰ほおに飛んだ姿で、彼女は淡々と言い放つ。




「村に『騎士』の痕こん跡せきが残っているかもしれん。行くぞ。供をせよ」




　飾り布を翻ひるがえし、エリザベートは歩き出した。

　櫂かい人とは震える足を叱しつ咤たし、後を追った。





　　　　＊＊＊






　エリザベートは地下への階段を降りた。謎なぞの呻うめき声の響く地下通路は、怪物の潜む迷宮のようだ。実際、何かが飼われていてもおかしくはない。

　彼女はそこを迷いなく進むとある広間の扉を蹴り開けた。櫂人も隣から中を覗のぞき込む。

　家具も窓もない部屋の床には、巨大な魔法陣が描かれていた。

　よく見れば、複雑な文様は流動している。室内の空気からは人の胎内のような濃い鉄てつ錆さびの匂いがした。突然、櫂人は魔法陣を構成しているのは、血液であることに気がついた。

「余の血を使った移動陣よ。余の記憶にある場所なら好きに移動が可能だ」

「材料はどうかと思うけど、便利だな。あっちにもこんなのはなかったぞ」

「貴様は機械仕掛けが発達した世から来たのであったな。魔術を舐なめるなよ。余の従者たる貴様の血でも、何かを自分のいる場所に召喚するくらいならばできるぞ」

「これだけの血を俺に流せと」

「いつかやってみるか」

「謹んでお断りさせてくれ」

　エリザベートと並んで、櫂人は恐る恐る魔法陣の上に乗った。彼女はヒールを鳴らす。

　カッという音と共に、魔法陣の外周に沿って紅あかい花弁が舞いあがった。それはぐるぐると二人の周囲を回り始める。花弁は溶けあい、やがて円筒状の分厚い壁になった。再び濃厚な血臭が漂い始める。気がつけば、いつの間にか、紅い花弁は全て血に変わっていた。

　エリザベートが再度ヒールを鳴らすと、血液の壁は幕を落とすように、ドッと地面に落ちた。その向こう側に隠されていた景色が露あらわになる。




　櫂人達の前には、戦場跡が広がっていた。

　目の前の光景は、櫂人にはそうとしか表現できなかった。




　視界一面に炎があがり、燃え盛る建物の間には無数の死体が落ちている。その様は、櫂人の知識では遠い昔に写真で見た外国の戦場跡が最も近かった。最初の獣が造られてから櫂人達がここに来るまでに二時間強が経過しているはずだが、炎に衰える様子は全くない。

　櫂人はじわりと額ひたいに脂汗が滲にじむのを感じながら、人の焼ける悪臭、肌を炙あぶる放射熱に耐え、炎に照らされた死体に目を走らせた。

　上半身が炭化した男。頭ごと背骨を引き抜かれた老ろう婆ば。乳房を断たれた女。顔だけをすっぱりと奪われた青年。両腕を切られ、這はいずって逃げようとして半ばで息絶えた子供。

　その誰も彼もが人間としての尊厳の欠片かけらもない、凄せい惨さんな殺され方をしている。異形の獣と違い、人の死体はまだ理解の範はん疇ちゆうだ。だからこそ、その光景の惨むごさ、残ざん酷こくさが素直に脳に沁しみこんできた。櫂かい人とはようやく喉のど元まで込み上げてきた吐き気を飲み込んだ。

　ここは地獄だった。どう見ても地獄だ。

　人の考えうる最悪がこの場には溢あふれている。

「先程も言ったであろう、これが悪魔の所業よ」

　流石さすがに言葉をなくした櫂人の隣で、エリザベートは低く囁ささやいた。

　彼女はカツリと一歩前に進んだ。炎を背に、黒髪を靡なびかせ、彼女は櫂人を振り向く。

「悪魔は人の苦痛、それによる魂の軋きしみによって力を得る。それは、こういうことだ。だが、コレはまだ可愛かわいい方だぞ。これ以上の地獄が各所で、今も造り出され続けている」

　その言葉に、櫂人は愕がく然ぜんとした。彼は痛みにも怪け我がにも慣れている。恐怖にも、信じられないような悲劇が時に人を襲う事実にも親しんでいた。だが、これほど凄惨な光景が世に産み出され、人が無残に殺されることをよしとはしたくなかった。

「これで、かわいいほう、だと？　おい、ふざけるなよっ！　どう見たって地獄だぞ！」

「地獄にも階層というものがある。ここはまだ浅い。余から見れば、花畑に等しいな。悪魔はこれ以上の惨さん劇げきを産む………故ゆえに教会も豚の処理に、余という牝めす豚ぶたを雇ったのだ」

「エリザベエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエット！」

　彼女の言葉を怒声が遮った。それを合図に、崩ほう壊かいしかけの家畜小屋の陰から、村人達が飛び出してくる。煤すすけた服装の男達は緊張した顔で農具を構え、櫂人達を取り囲んだ。

　その間から、馬に乗った鎧よろいの騎士が進み出てくる。

『騎手』と『馬』を見て、櫂人は顔を強こわ張ばらせた。だが、羽根飾りつきの兜かぶとに百ゆ合りの刻まれた銀の鎧を纏まとい、馬にも同様の紋章を飾った男はどうやらこの世界の正規の兵のようだ。

　高らかに剣を引き抜いた騎士を見て、エリザベートは小さく鼻を鳴らした。

「なんだ、王国騎士ではないか。役に立たんデカブツを吊つるして、余になんの用だ」

「しらばくれるなっ！　私は王都からこの村に派遣され、山上の城に棲すむ貴様を長く監視してきた。だが、ついに本性を現したなっ！　私には最初からわかっていたぞ。この残酷な所業、全て貴様の仕業であろうっ！」

「馬鹿か、貴様は。『騎士』の成したことを見ておらんのか？　まぁ、直接遭遇しておらねば、何が起こったかすら人には把握はできんか。だからと言って、自分の無能を余に押しつけるでない。余は教会に命じられ、悪魔狩りを行っている。今は人は殺せぬ立場よ」

「噓うそを吐つくなっ！　そんな言葉を信じられるかっ！」

　騎士の声の思わぬ激しさに、櫂かい人とは軽く目を細めた。騎士は剣の切っ先をエリザベートへと向ける。憤怒でぶるぶると声を細かく震わせながら、彼は訴えた。

「忘れたとは言わせんぞ。貴様の所業を」

　エリザベートは相あい槌づちを打つことなく、否定することもなく、ただつまらなさそうな顔をした。その態度に、騎士の堪忍袋の緒は切れたらしい。彼は勢いよくまくしたて始めた。

「貴様は自身の領民を悉ことごとく拷問にかけ、体を裂き、生きたまま内臓を抜き、全身の穴という穴を縫い合わせ、骨に彫刻を入れ、肉を溶かし、眼球を抉えぐり、舌を抜き、知恵を尽くして、親を子を老人を男を女を人を殺したであろうっ！　最後にはその咎とがは貴族にまで及んだ。『拷ごう問もん姫ひめ』！　エリザベート・レ・ファニュ！　貴様の言葉を誰が信じるかッ！」

　その言葉に、櫂人は再び、この数日間、目を背けていた事実を突きつけられた。

　彼は自分が死ぬ間際に、垣かい間ま見た光景を思い出した。人の尊厳の欠片かけらもない死し骸がいが山と積まれている。民衆は殺せと叫び、拘束された少女は笑みを浮かべる。

　今もエリザベートは小鳥の囀さえずりを聞くかのごとく、微笑ほほえみながら騎士の話を聞いていた。

「特に『串くし刺ざし荒野』にて目にした、貴様が我が騎士団にした所業を忘れたとは言わせんっ！　生き残り、王国に帰って後、私がどれだけ眠れぬ夜をすごしたか………」

　騎士は剣を握る手を細かく震わせた。だが、そこで彼は言葉を止めると不意に櫂人を見た。ガシャリッと鎧よろい兜かぶとを鳴らし、彼は戸惑いと労いたわりに溢あふれた声を櫂人に投げた。

「君は何な故ぜ、そのような悪魔じみた女と一緒にいるんだ？　エリザベートは従者を探しているとは聞いたが、無理に仕えさせられているのならばこちらに来い。私が保護しよう」

　櫂人はエリザベートに顔を向けた。彼女は特に何も言うことなく、腕を組んでいる。

　確かに、櫂人は無理やり生き返らせられ、従者にされた立場だった。エリザベートの残ざん酷こくな所業も目の当たりにしている。異世界で平穏に暮らせるのならそれに越したことはない。逃げるのならば今のうちだろう。だが、一歩足を踏み出しかけ、櫂人は立ち止まった。

「どうした、早く」

「願ってもない話なんだが、一つ聞いていいか？」

「なんだ？」

「アンタ、なんで俺にそんなに『美味そうなものを見る』目を向けてるんだ？」

　櫂人が尋ねると、不自然な沈黙が返った。農具を構えていた男達は不安そうな顔を騎士に向ける。だが、騎士は何も言わない。彼を真まっ直すぐに見つめ、櫂人は言葉を重ねた。

「三度の飯よりガキを痛めつけるのが好きって連中には、生前何度か会ったことがある。ソレとアンタは全く同じ目をしてるんだが」

　問いに応こたえはない。だが、櫂人の隣でエリザベートは不意に細かく肩を震わせ始めた。彼女は笑い出す。エリザベートは実におかしそうに、腹を抱え、艶なまめかしく体をよじった。

「なるほど、そうか、そうか。まずは貴様かぁ。まさか騎士団内部にいるとはなぁ、これは滑こつ稽けいだ────なぁ、誇り高き公よ。聞くぞ？」

　エリザベートはにっこりと、無邪気とすら言える笑みを浮かべた。

　彼女は紅あかい目を楽しげに光らせて、優しい猫ねこ撫なで声を出す。

「『串くし刺ざし荒野』にて、余は騎士団五百人を鎧よろいごと貫き、全滅、虐殺、殲せん滅めつした。それこそ、一人たりとも生かして帰した覚えはないのだが」

　そこで、彼女は微笑ほほえむのを止やめた。見下しきった視線と共に、彼女は冷たく尋ねる。




「貴様、何な故ぜ生きているのだ？」




　その瞬間、農具を構えた男達の頭が吹き飛んだ。彼らの顔は唇を半分開き、驚きの表情を浮かべたまま地面の上に転がる。その傷口から無数の蠅はえが湧わき出すと男達の体を小さな脚で運び、癒着させ始めた。蠅達は小さな口で肉を齧かじり切り、吐いた粘液で皮膚を繫つなげると、城で見たのと同じ、獣の小型版を造りあげていく。

　目の前の異様な光景に、櫂かい人とは息を吞んで後ろに下がった。途端、騎士の全身を蒼あおい炎が包んだ。冷たい炎に炙られながら、馬の肌は青あお褪ざめ、騎士の体は膨張していく。内側の筋肉の異常発達を受け止め、鎧は水風船のように膨らんだ。滑稽な人形のように丸くなった鎧の隙すき間まから、長い白髪と鬚ひげが零こぼれ落ちる。騎士は異い貌ぼうの老騎士に変わった。

　威風堂々とした悪魔の『騎士』を恐れる様子もなく見つめ、エリザベートは舌打ちした。

「余を油断させようとしたのか、従者を目の前で食らおうとしたのかは知らんが。どちらにせよ阿あ呆ほうか。結局変へん貌ぼうするのならば無駄なごまかしなぞ使うな。悪魔と契約して生き長らえながら『串刺し荒野』から何も学んでおらんではないか」

　ハァッとエリザベートは大きく溜ため息いきを吐いた。だが、彼女は納得したと頷うなずく。

「あぁ、だからこそ、『騎士』などという格下としか、貴様は融合できんかったのだな」

『騎士』は怒りの咆ほう哮こうをあげた。蒼褪めた馬が駆け出す。その速さは、皮膚のなかった従兵の比ではない。彼の周りに炎と雷鳴が走った。『騎士』は蒼い稲妻を摑つかみ取り、空中でそれを巨大な突撃槍ランスに変貌させた。『騎士』は真まっ直すぐにエリザベートに突進する。

　彼女は避よけなかった。エリザベートはあっさりと槍やりに貫かれる。

　櫂人は悲鳴を吞み込んだ。醜しゆう悪あくなほどの巨大な槍が、みちみちと音を立てて、エリザベートの胎はらを進んでいく。その隙間から、ぽたりぽたりと紅い血が流れ落ちた。次の瞬間、『騎士』は槍をエリザベートの中から乱暴に引き抜き、細い体を地面の上に投げ捨てた。

　その瞬間、櫂人の脳裏にある光景が蘇よみがえった。

　殴られた自分が壁にぶつかり、ぼろ屑くずのように床に転げ落ちる。

「エリザベッ」

　駆け寄りかけ、櫂かい人とは足を止めた。エリザベートは笑っていた。彼女はおかしくてたまらないと言うように、血ち溜だまりの上で腹をよじっている。

「くくっ、ひひっ、はははははははっ、は───はっはっはっはっはっはっ、あー………」

　彼女はひーひーと苦しそうに息を吐きながら、立ち上がった。腹に開いた穴からは向こう側の景色が見える。中途半端に余った腸を、彼女はその腕にくるくると巻きつけ、引き抜いた。己の血を全身から滴したたらせながら、彼女は自分の腸を投げ捨てる。

「なるほど、痒かゆみ程度の心地よさよ。魂を焼く痛みからは遠い。痛みとはこういうものだ」

　エリザベートは手を天に掲げた。その周りに大量の紅あかい花弁と闇やみが渦巻く。それは彼女の体も覆い、新たな黒布で穴を塞ふさいだ。黒と紅の巨大な渦から、彼女は何かを摑つかみ取る。

「歓喜せよ、愚物よ。貴様のために抜いてやろう」

　エリザベートは一本の長剣を引き抜いた。血ち濡ぬれたような紅い刃が、怪しく輝く。




「フランケンタールの斬首用剣エクセキユーシヨナーズソード・オブ・フランケンタールッ！」




　エリザベートが銘を叫んだ直後、剣に刻まれた文字が光った。その光を目にした途端、櫂人の脳裏に、その意味が直接叩たたきこまれた。

『お前の行為のうちに、自由にさせよ。神がお前の救い主であるようにと祈るのだ。始めも真ん中も終わりも、全て神の手のうちにあり』

「さぁ、遊んでやるとしようかッ！」

　エリザベートは、剣で鎧よろいの両腕をなぞるように虚空を切った。その斬ざん撃げき通りに銀の鎖が走ると、鎧の両腕に巻きつき、彼を馬の上から引きずりあげた。有無を言わさない力で、『騎士』は宙に吊つりあげられる。だが、彼が指を鳴らすと、エリザベートの背後から獣が襲いかかった。彼女は振り向きすらせずに剣を振るう。

　鎖は獣を拘束し、強く縛りつけた。その体を形作る人肉が音を立てて切断される。鎖は崩れかけの肉塊に巻きつくと、輪郭を補強し、新たに馬の形を取らせた。鎖は蒼あお褪ざめた馬にも絡みつき、その体を手綱のように操り始める。

　エリザベートが天に剣を掲げると、無数の鎖の先端がジャラジャラと渦巻きながら『騎士』に向かった。奔流が晴れた後、『騎士』の手足を縛る鎖の先は、彼自身の馬も含む四頭の馬に括くくりつけられていた。『騎士』は必死に己の愛馬に何かを叫ぶが馬は聞かない。




「それでは───『八つ裂き』といこう」




　エリザベートが剣を振ると、馬達は一斉に走り出した。

『騎士』の手足がみちみちと軋きしみ、ゴクッと関節が外れた。更に筋肉が引っ張られ、限界まで伸び、音を立てて切れ始める。鎧よろいの隙すき間まから血が噴き出した。それでも馬達は止まらない。『騎士』は狂ったような叫び声をあげた。

「エリザベエエエエエエエエエエトッ！　エリザベエエエエエエエエエエエエエットッ！」

　彼の声には苦痛だけでなく、純粋な怒りも含まれていた。

『騎士』にエリザベートは近寄った。櫂かい人ともその背中をふらりと追い、ハッとした。鎧よろい兜かぶとの下の目は、人間のものに戻っている。先程、櫂人に向けられたものとは違う、驚くほどに澄んだ蒼あおい目が仇あだを見るかのようにエリザベートを睨にらんでいた。

『騎士』と契約した人間は、まだ歳とし若い。

　本来高潔そうな彼の目を見降ろし、エリザベートは穏やかな表情で優しく囁ささやいた。

「『串くし刺ざし荒野』の生き残りか。それはさぞや苦しく、憎かろうな」

「エリザべ………………エリザベェエエエエット………………」

「─────だが、すまんなぁ公よ。悪魔の声は豚のごとく耳障りでなぁ」

　エリザベートは邪悪な笑みを浮かべた。重い殺意と悔しさを込め、『騎士』は咆ほう哮こうする。

「エリザベエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエット！」

　次の瞬間、肉の引きちぎられる音を立てて、『騎士』は生きたまま四し肢しを裂かれた。その手足は馬に繫つながれたまま、地面を跳ねるように引きずられていく。腹部まで達した深い裂け目から内臓がドッと零こぼれ落ちた。兜の下の口から何度も何度も血を噴き出しながら、『騎士』は息を止める。その体は静かに蒼い炎に包まれ始めた。

「帰るぞ。あのプリンとやらは美う味まいが、そうはもたんのが問題だな。腹が減った」

　剣を紅あかい花弁に変え、エリザベートは歩き出した。その背中を櫂人は見つめる。彼は召喚された際、観みた光景を思い返した。そして、あの『騎士』の叫び。不用意に尋ねれば、苦痛が待っているだろうか。そう考えながらも、櫂人は低くエリザベートに問いかけた。

「なぁ、アイツの言っていたことは全部本当なのか？　アンタは自分の民を全員拷問にかけて殺害し、貴族にまで手をかけたのか？」

「あぁ、本当だ。何一つ偽りも誤解もなく真実だ。貴様、余を誰だと思っている。余は『拷ごう問もん姫ひめ』エリザベート・レ・ファニュ。誰よりも人を苦しめて殺し、教会に捕らえられ、十三人の殺害を依頼された女だ」

　エリザベートは躊躇ためらいなく応こたえた。それは悪魔と同様の、あるいはそれ以上に残ざん酷こくで恥ずべき事実だ。プリンを食べた瞬間の猫のような笑顔を思い出し、櫂人は何な故ぜか裏切られたような気持ちになった。人を痛めつけ、奪う側の女に、彼は隠す気もなく嫌な顔を見せる。だが、エリザベートは罪の告白に思いもよらない言葉を続けた。




「そして、全員の処刑を終えた後、自らも火ひ炙あぶりにされる女よ」




　彼女は堂々と断言した。櫂かい人とは目を見開く。紅あかく、宝石のように澄んだ瞳で、エリザベートは真まっ直すぐに櫂人を見つめ返した。その静かな表情に、噓うそを吐ついている様子はない。

　以前耳にした言葉が、櫂人の頭を過よぎった。




『処刑される前に善行を成せ』




　アレはそのままの意味だったのか。その事実をどう受け止めるべきかわからず、櫂人は表情を迷ったまま黙る。ふんっとエリザベートは鼻を鳴らし、移動陣の中心に立ち直した。

「帰り次第、飯を作り直せ。あれだけの甘かん味みができるのならば、食事も工夫のしようがあるであろう。マシなものができなければ、次こそは水責め椅子ダツキング・スツールにかける」

　彼女に続いて移動陣に入りながら、櫂人は一時足を止めた。彼は後ろを振り向く。

　そこには地獄としか言いようのない光景が広がっていた。遠くから悲鳴が聞こえ、家畜小屋が崩れる。更に火の勢いは強くなった。『騎士』の異様な姿を思い出し、彼は呟つぶやいた。




「………こんなのがあと十二人もいるのか」

　櫂人はエリザベートと並んだ。彼女は踵かかとを鳴らす。

　二人の消えた後、『騎士』の槍やりは蒼あおい炎をあげ、灰になると風に散った。














　異様な状況とこの世界にも否いや応おうなく慣れた頃、櫂かい人とはいくつかの事実を理解した。




　エリザベート作の人造人間ゴーレムの体には魂の混乱を防ぐべく、それの持つ知識に準じて言語を自動翻訳する機能がついている。故ゆえに、彼は異界語を読み、話せるだけでなく、大体の意味も理解ができているのだ。だが、その変化の法則は流動的だった。

　エリザベートは一部の固有名詞に異界の共通語ではなく、古語を使用していると言うが、それは櫂人の耳には外国語に変換されて聞こえた。それに、名称は同じでもあちらの世界とは違うものも数多い。

　例えば、こちらの世界の調味料は塩、胡こ椒しよう、砂糖程度ならともかく、あちらのものと風味、刺激が異なるものが多いため同じ方法で使おうとすると、もれなく痛い目をみるのだ。




「と、言うのが俺の料理がまずい理由になります」

「いやぁ、そのせいだけとは言えんだろう。この芸術的なまずさは」




　両手首を鎖で縛られ、食堂の天井から囚人のように吊つるされながら、櫂人はそう訴えた。エリザベートは残念だがお前が悪いと、猫脚の椅い子すに座って首を横に振る。

　櫂人作『豚の腎じん臓ぞうのグリル、新鮮なサラダ添え』の残ざん骸がいが散る床の上には、一本の鋭するどい針が生えていた。あと少し鎖を下げられれば、櫂人は右足で、その上に立つ羽は目めになる。

　とてもシンプルだが地味にきつい拷問だった。櫂人は体を揺らし、不満をぶちまける。

「ってか、残念だがって顔してんじゃねぇよ！　生かすも殺すも結局はてめぇ次第じゃねぇか！　止やめてくださいお願いします何でもしますから」

「貴様は反抗的なのかそうでないのか、全くわからんな………お前は役立たずすぎるのだ。プリンすら作れなければ、ちまちま拷問することなく、既に廃棄しておるところだぞ」

「まさか、俺はプリンによって生きながらえていたとは」

「うむ、プリンに感謝せよ」

　櫂人は何ということだと愕がく然ぜんとした。その前で、うむうむとエリザベートは頷うなずく。

　そこで、ハッと櫂人は気がついた。エリザベートの衣服はただでさえ危うい。革ベルトで巻かれただけの胸は日頃からほぼ丸見えだ。それに加えて、今の高みからのアングル。

　櫂人の位置からは、その乳房の谷間の奥まで綺き麗れいに覗のぞくことができた。

「エリザベート、えーっとですね、エリザベートさん？　ちょっ、それ危うい」

「うん？　なんだ？　………うむ、殺すぞ！」

「ほぼ自分で見せておいてそれぇ！　指摘したのに横暴だろ、横暴！　ってか、料理だって、この前『騎士』の村から帰った後、作ったのは美う味まいって言ってたじゃねぇか。肝臓切って、串に刺して、塩しお胡こ椒しようして、炙あぶったやつ！」
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「貴様の脳内ではあれを料理と呼ぶのか？」

「駄目か？」

「駄目だろぉ」

　エリザベートは指を鳴らそうとした。櫂かい人とは必死に子犬のような懇こん願がんの視線を彼女に送る。だが、エリザベートはそれを鼻で笑った。櫂人が鋭するどい痛みを覚悟した時だった。

「ん？　『肉屋』ではないか」

「どわあっ！」

　突然、エリザベートは櫂人の手を縛いましめる鎖を消した。彼は痛みどころではなく死を覚悟したが、着地地点から針は消えていた。櫂人が腰をさする間に、エリザベートは優ゆう雅がに立ち上がると誰かを出迎えた。食堂の入り口に顔を向け、櫂人はぎょっとした。

　そこには重く血ち濡ぬれた袋を担ぎ、黒布を被かぶった異様な風貌の男が立っていた。揺れた布の隙すき間まから、一瞬鉤かぎ爪づめと鱗うろこのある脚が見えた。

　エリザベートは片腕を伸ばし、彼にようやく立ち上がった櫂人を示した。

「客人の前で、従者の折せつ檻かんをするわけにはいかんからな。カイトよ、『肉屋』に感謝するがいい。『肉屋』よ、コイツがお前の新鮮な内臓を毎回生ごみにしておる、愚鈍な従者だ」

「初めまして、愚鈍な従者殿。美食家のお客様と寄食家のお客様の友、あなたの『肉屋』でございます。エリザベート様には毎度ご贔ひい屓きにして頂いております。『肉』のご要望でしたら、それが『肉』である限り、何でも調達して参りますので、どうぞお申しつけを」

「は………はぁ、ご丁寧に、どうも」

　若干顔を引き攣つらせながら、櫂かい人とはそう応こたえた。『肉屋』はその外見もさることながら、名乗り口上も物騒だ。櫂人の表情を見て何を思ったのか、『肉屋』はポリポリと黒い布越しに頰ほおを搔かいた。

「いやぁ、確かに、私は亜人にしてもいささか混ざりすぎでして、己の主な血統もわからんくらいの頓狂な見た目ではありますよ？　ですが、旦那も知っている亜人の皆様とそう違いはありませんので、何もそこまで驚かれなくとも」

「亜人………えっと、ゲームとかで聞いたことがあるような………種族、ですか？」

「あぁ、お前の世界には亜人はおらんかったな。まぁ『肉屋』よ。気にするな。そいつは実は異世界の人間でな。究極の魂の迷い子だ。迷い子は迷い子のまま放置しておけ」

「わかりました、それではいつも通りに商品の確認を」

『肉屋』は頷うなずき、エリザベートに向き直ると、袋の中から新鮮な内臓を次々と取り出した。彼はそれを一つずつ彼女に示し、また袋に戻していく。

「鶏と鳩はとのレバー、豚の腸、牛の舌、心臓です。問題がなければ、氷精式冷蔵庫にお運びしますが」

「うむ、ご苦労。よろしく頼む」

「最初に聞いた通り、人の内臓は食わないんだな」

「当然よ。人の肉は単純にまずい。食用に作られていないものに、何な故ぜわざわざ高い金を払わねばならぬのだ」

「あっ、食べ物扱いは前提なのな」

　櫂人は思わずげんなりした。売り買いがされている事実も含め、何もかもが物騒すぎる。だが、そこで何を思ったのか、『肉屋』はアピールするように高く飛び跳ねた。

「人肉は酸味が強く、個体差もありますし、癖がある品ですが、特別好まれる方も多いですよ？　今なら比較的安価ですし、執事殿が試されたいならオススメですぞ。いかがですかな？　新たな食の扉を開けるかもしれませんぞ」

「いやぁ、それは開いちゃいけないやつだと思うから」

「そうおっしゃらずに」

「いやいや」

「いやいや」

「ん？　安価だと？　近隣の村にて戦があったとは聞いておらぬが、貴様どこから死体を調達しておるのだ？」

「いえね、ある領地にて、村の墓地や城下の川から死体がかなり出るんです。それぞれ、一番美う味まそうな部位が消えていて、『肉屋』としては歯がゆいんですが調達には苦労しませんよ。いかがです？　肋ろつ骨こつ部分のローストなんて、ご賞味いただく価値がありますよ」

『肉屋』の言葉に、櫂かい人ととエリザベートは思わず顔を見合わせた。大量の死体に、人体の一部欠損とくれば、二人にはその犯人像に覚えがある。

「おい、『肉屋』よ。それは悪魔の仕業な気がするのだが」

「いやー、私は『肉屋』ですので、肉の善よし悪あし以外は正直どうでもよくって」

「あっ、いるわこういう奴やつ。生前もいたわ」




　何な故ぜか、照れくさそうに頭を搔かく『肉屋』に、櫂人は半目になりながら言った。

　ともあれ、『肉屋』から領地の場所を聞き、彼とエリザベートは出かけることになった。





　　　　＊＊＊






「こんな辺へん鄙ぴな街まで覚えているとは、余の記憶力に驚きよう嘆たんを禁じ得ぬではないか！」

「俺はそれよりも、お前にあの格好だと浮く自覚があったことに驚いてるんだが」




　該当の城下街の裏路地に転移し、エリザベートは腰に手を当てると元気よく叫んだ。その格好は、驚いたことにまともなドレスになっている。

　細い腰はコルセットで整えられ、ドレープを思いっきり効かせたスカートには、華やかなリボンが幾つもつけられていた。髪も結い上げられ、花飾りで愛らしく整えられている。

　純白の布地と品だけはいい顔の組み合わせは、ほぼ詐欺とすら言えた。

　可愛かわいらしい令嬢になりきったエリザベートは、得意げに大きく胸を張った。

「うむ、余は賢明故ゆえな。悪魔がまだ現れておらず、民草が日常を営んでいる地に交ざるには、それなりの格好が必要であると理解しておるぞ。だが、余がどれだけ可か憐れんな良家の子女を装ったところで、お前は所しよ詮せん執事の格好をしたごろつきよなぁ。ぷぷっ」

「うるせぇよっ！　それならもう少し似合う服をくれ…………って、おいエリザベート」

　エリザベートは櫂人の訴えを無視して、ずんずんと先に進んだ。彼女は暗い裏路地から大通りへ近づいていく。櫂人も慌てて後を追った。雑踏のざわめきと商人達の呼び声が、音の壁となって迫ってくる。

　一歩外に出ると、そこは異国の街だった。

　正確にはここは異界だ。だが、色鮮やかな光景、大量の人々の喋しやべり声、複雑な匂いは、櫂人が遠い昔テレビに映る光景から感じた、『異国情緒』にあまりにも当てはまっていた。

　呆あつ気けにとられた櫂人を振り向き、エリザベートは花飾りを揺らし、にやりと笑った。




「ここは一応、言っておくか？　『ようこそ、異世界へ』」




　金に青、黒に灰、紅あかと翠みどりと、髪と目の色合いが様々な人々が歩いている。

　シャツに吊つりズボン姿の男の横を、緩いショールを被かぶった女性が通り過ぎた。その傍そばでは、ディアンドル風の衣装の娘が花を売り、フロックコートの男がパイプを燻くゆらせている。

　ずらりと並ぶ屋台や商店では、知っている品だけでなく、見たことのないものも大量に売られていた。半透明で、芸術的な形をした水薬の瓶。煙草たばこに詰めるらしい、甘ったるい匂いのする桃色の葉。林檎りんごと並べて売られている、鳥の卵のような見た目の果実。

　巨大な銅ど鑼らが叩たたかれたかと思えば、黒髪の青年がトカゲの腕にお玉を持ち、ほんのりと赤い肉の塊が入った焼き飯を、並んでいる客達に配り始めた。見た目は美う味まそうだが、独特の刺激臭のする飯を立ったまま頰ほお張ばる客の多くには、犬の耳や尻尾しつぽが生えている。

「って、トカゲの腕に犬の耳？」

「亜人に獣人の混血種よ。そう珍しくもないわ。下層の街ほど異種族の流入は進んでおるからな。貧民街では三割、北方では四割を超えるぞ。完全に外見の異なる純血種は亜人、獣人の貴族階級なため人里では見かけないがな。いちいち驚かれては面倒だ。慣れろ」

「マジでか………本当に異世界なんだな」

「それと、果物の試食は大体金をとられるからな、迂う闊かつに手を出すなよ」

　櫂かい人とは慌てて、老ろう婆ばから差し出された蜜みつ漬けの葡ぶ萄どうから手を引っ込めた。だが、エリザベートは瑞みず々みずしいベリーを摘つまみ、口に入れた。銅貨を指で弾き、彼女は売り手に渡す。

　エリザベートは人ひと混ごみの中を堂々と歩き出した。呼売商人が声をあげ、客達が値切り交渉に勤いそしみ、足元を瘦やせた犬や鼠ねずみが駆け回る光景から、豪ごう奢しやな純白の姿は盛大に浮いている。だが、彼女にそれを気にする様子はない。人混みも、自然とエリザベートを避よけた。

「なぁ、エリザベート、どこへ行くんだ？」

「気にするな。今はただ黙ってついて来い」

　指示に従い、櫂人は彼女の後に続いた。もしや、適当に歩いているだけではと心配になってきた頃、辺りに建ち並ぶ店の様子が変わり始めた。

　商店は姿を消し、立食用の椅い子すや屋根つきの大型の屋台も消え、薄汚れた掘っ立て小屋ばかりが目立つようになる。商品の質も目に見えて落ち始めた。どうやら、この一帯では大通りから流れてきた、傷んだ生鮮食品や非合法な薬、武器の類を取引しているらしい。

　石造りの倉庫の間で、具材もわからないドロリとしたスープを啜すする人々を見つけ、エリザベートは足を止めた。同時に、その言葉が櫂人の耳を叩いた。




「血ち塗まみれ侯爵が、また奉公人を集めてるって話だよ」




　ぎょっとして、櫂人は灰色の髪をした老婆に視線を向けた。彼女は先程まで売り歩いていたらしい薬草の小箱を隣に置き、仲間らしい女達と語り合っている。

「人食いの噂うわさのある城に、子供を売る奴やつなんてもういないだろ？」

「それがさ、角のアンナ。あいつ、四男を銀貨一枚で売ったって話さね」

「銀貨とはそりゃふんだくったもんだ。にしたって、よく自分の腹を痛めた子を売り飛ばすもんだよ。あの売女ばいたは流石さすがさね。次は五女が金貨一枚で売られるね。賭かけてもいい」

「娼しよう館かんに放ほうり込むよりはマシってことだろうさ。最近じゃ、侯爵の奴、金のない下流貴族の娘や息子まで、側仕えに集めてるって話じゃないか。食われるのはごめんだが、下の世話係にされる程度なら、案外気に入られれば美う味まい汁を吸えるかもしれないよ」

「今日も人集めの婆ばばあの馬車が来てるっていうし、私が若けりゃねぇ」

「アンタなんて見た目は化けモン、食っても美味くないだろうし、売れるわけないさね」

　比較的若い女が兎うさぎ耳みみを揺らし、キッヒッヒッと黄色い前歯を見せて笑った。

　ふむ、と頷うなずき、エリザベートは歩き出した。高いヒールの音を聞き、女達はぎょっと顔を跳ねあげた。異物を見る目が、エリザベートに突き刺さる。彼女達から粘つく敵意を感じとり、櫂かい人とは慌てて白い背中を追いかけた。

「ちょっと待てよ、エリザベート。どこへ行くんだって」

「死体は多く出ているが、まだ騒ぎにはなっておらぬ。つまり、犠牲者の多くは貧民だということだ。奴らは放っておいても、凍死、水死、餓死に病死と直すぐに死ぬからな。十数人程度が行方不明になったところで騒ぎにもならん」

「お前、ひどいことを言うなあ」

「ハッ、余が言い澱よどもうが、断言しようが、事実は事実よ。故ゆえに、余は情報が得られるならばこの地区だろうと思ったのだが、予想通りいい話を聞けたな。しかし、果たして都合よく見つかるものか………あぁ」

　エリザベートは曲がり角で足を止めた。見れば、煉れん瓦が造りの集合住宅に幾つも並んだ扉の前に、黒い馬車が停とまっている。その持ち主らしい身なりのいい老女が、少女を連れた母親を捕まえ、何かを熱く訴えていた。だが、女性はその腕を振り払い、短い階段を駆け昇ると、扉の中に逃げ込んだ。老ろう婆ばは鋭するどく舌打ちし、馬車へ戻りかける。

　何を思ったのか、櫂人が止める間もなく、エリザベートはその前に飛び出した。

「侯爵様の馬車ですね？　あぁっ、よかったっ！　私、フローラと申します。側仕えの娘を集めていると伺い、表通りから参りました。大地主の父と仲なか違たがいし、お忍びで遊びに来ていたのですが、まさかこのようないい機会に恵まれるなんて！　私は本物の淑女の暮らしをしたいのです。侯爵様の下へ、ぜひ従者ともども、私をお連れくださいませっ！」

　んなアホなと、櫂人は目を剝むいた。だが、エリザベートは、お前はどこの誰だと問い詰めたくなるような純粋な表情で首を傾かしげている。それでも、老婆は頑かたくなに疑いの眼まな差ざしを向けてきた。それにエリザベートは花のような微笑ほほえみを返し、しれっと続けた。

「あっ、忘れておりました。表通りで親切に勧めてくださったアンナさんに、彼女からの紹介だと言うようにと」

　その言葉に、老ろう婆ばは満面の笑みで頷うなずいた。彼女は大地主の姓名と、抜け出したことはバレていないのかをエリザベートに重ねて尋ね、いそいそと馬車の扉を開けた。

　櫂かい人と達を中に押し込むと、老婆は逃がしてなるものかとばかりに、御者に合図して猛然と馬車を走らせ始めた。櫂人は横目でエリザベートを窺うかがう。

　にやりと笑う老婆の横で、彼女は更ににたりと邪悪な笑みを浮かべていた。




　馬車は街を出ると、小麦畑を右手に走り、川沿いの道に出た。しばらく進むと、狭い岸辺に沿って、大きな城が建っているのが見えてきた。

　黄色の砂岩や灰色の岩を組み合わせて造られた斑まだらの城は、黒い城壁に囲まれている。分厚く硬い壁は、円筒形の塔に支えられ、長く東西に伸びていた。その影が水面に映る様は、まるで翼を広げた大おお鴉がらすが、川を覗のぞき込んでいるかのようだ。




　深い堀に渡された跳ねあげ橋を駆け抜け、馬車は城内に入る。

　こうして、櫂人達は血ち塗まみれ侯爵の城へ辿たどり着いた。
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　今代の城主の趣味か、不吉で簡素な外観とは違い、城の内装は実にきらびやかに設しつらえられていた。大階段を備えたホールにはシャンデリアが輝き、金糸銀糸をふんだんに織り込んだ絨じゆう毯たんが敷かれている。階段の手て摺すりの彫刻や壁の葡ぶ萄どう畑を模した石せつ膏こう飾り一つをとっても、どれも職人の技巧が尽くされているのがわかった。

　目に入るもの全てに、惜しげもなく財と人手がかけられている。

　金持ちの棲すみ家かは違うなと、櫂人は思わず半目になった。エリザベートに続いて、彼はホールを横切り、右の通路に出ようとする。そこで突然屈強な男に、乱暴に肩を摑つかまれた。

「お前は貴族ではないな。従者はこっちだ」

「えっ、ちょっ、エリ、フローラ様っ！」

　引きずられながら、櫂人は叫んだ。エリザベートはちらりと振り向き、親指を立ててきた。翻訳すると、自力で何とかしろ。不死なのだから頑張れ負けるな、貴様はやれる子だ、といったところだろう。随ずい分ぶんと、櫂人も彼女のノリに慣れたものだった。

　こうなれば、最も早はや仕方がない。顔を引き攣つらせながらも、櫂人は諦あきらめて男に従って歩き出した。男は左の通路の突き当たりに掛けられた、紋章入りの旗を持ち上げた。その裏に隠された扉を開き、彼は櫂人を地下へ降りる階段へ追いたてていく。この時点で、櫂人の嫌な予感は高まった。篝かがり火びの燃える石造りの通路を進むうちに、予感は更に膨らんでいく。

　やがて、男は『いかにも』な牢ろう屋やの前で足を止めた。

「入れ」

「前振りも何もなしで、いきなりこの扱いかよ！」

　せめてもうしばらくは騙だますための努力を続けて欲しかった。だが、訴えも虚むなしく、櫂かい人とは牢屋に蹴り込まれた。中から小さな悲鳴があがる。顔をあげると、意外に広い牢屋の中には人間に獣人、亜人の少年少女が押し込められていた。

　年齢も性別も種族も違う子供達が、皆怯おびえた顔をしている。懐かしくて、どう反応するべきか困る表情だ。櫂人はえーっとと悩み、何とか彼らを落ち着かせようと片手を挙げた。

「よ、よぉ」

「キャアッ」

　突然、牢屋にまた一人、新しい囚人が蹴り込まれてきた。ひなげしのような柔らかな赤色のドレスを着た少女が、櫂人にぶつかり、転びかける。彼は慌てて彼女を抱き留とめた。少女は明るい茶色の巻き毛に似合う栗くり色いろの目で、恐る恐る櫂人を見上げた。素朴な顔立ちの愛らしい娘だ。彼女は抱き締められていることに気がつくと頰ほおを赤らめ、姿勢を正した。

「たっ、大変失礼しました。私、メラニー・エスクロと申します。エスクロ伯爵の娘です。一体ここは………私は伯母に、良家の作法を習うため、こちらにご奉公するようにと」

「俺は瀬せ名な櫂かい人と………なぁ、それって失礼だけどさ。君の父上が亡くなって、伯母に引き取られた直後、とかだったりしないか？」

「えっ？　なんでおわかりになるのですか？　カイト様は伯母のお知り合いですか？」

「あー、それは………うん。言いたくないけど言っておくよ。君も俺も、極めて危険な状態にあるんだ。何かあったら、直すぐに逃げ出せるように、覚悟だけはしておいた方がいいと、思う。どんな恐ろしいことがあるのか、わかったもんじゃないんだ」

「そんな………一体、何が起こっているのですか？　私は、カイト様は、この子達は一体どうなってしまうのですか？」

「わからない。わからないけれど、人間、ショック状態になると咄とつ嗟さに動けなくなるから、せめて心構えだけでも」

「出てこい。お呼びだ」

　櫂人の言葉を遮って、扉が開かれた。不安がって泣く子供達と共に、櫂人は複数の男達の手で牢屋から連れ出される。櫂人と、彼と歳としの近い赤毛の少年、一番幼い子供の首筋には、抵抗しないように刃が押し当てられた。櫂人は不死だが、ここで下へ手たに抵抗すれば、他の二人も巻き添えにしてしまう。舌打ちを一つして、彼は大人しく足を進めた。

　やがて、地下通路の突き当たりに扉が見えてきた。両側を篝火で照らされた木製の扉には、鴉からすと蜘く蛛もの彫刻がされている。複数の鴉が頭上を舞い飛び、蜘蛛がそれを食べようと下で網を張っている悪趣味な図だ。男達は両開きの扉を開き、櫂かい人と達を中に蹴り入れた。彼らも中に入って来るのかと思いきや、扉はそのまま閉じられる。

「せいぜい頑張れよ」

　何を頑張ることがあるというのか。不吉な励ましと共に、扉には鍵が掛けられた。

　櫂人は後ろを振り向き、愕がく然ぜんとした。




　室内には、異様な光景が広がっている。




　天井は極めて高く、聖堂のようなドーム状になっていた。その中央には精せい緻ちな花模様のステンドグラスが飾られている。だが、万華鏡のような複雑な色の輝きは、天井に張り巡らされた複数の茨のような棘とげ付きの鉄線に台無しにされていた。更に、鉄線には大量の鴉からすが停とまっている。鴉は静かに櫂人達を見降ろしていた。

（一体、あの群れは何なんだ………くっそ、嫌な予感しかしないな）

　嫌悪と不安を吞み込み、櫂人は下に視線を移した。大理石の床は何箇所かが乱暴に剝はがされている。穴には更に土が盛られ、立派な木が植えられていた。

　部屋のあちこちに小さな林が作られている。コレも一体何なのか。

　胸に湧わく嫌な予感を抑えつけ、櫂人はできれば無視したい部屋の中央に視線を向けた。

　円形の舞台の上で燕えん尾び服ふく姿の太った男が鼾いびきをかいている。不意に、男はゆっくりと立ち上がると大きな尻しりをぼりぼりと搔かき、こちらを向いた。その顔を見て櫂人はぎょっとした。

　彼の顔には、骨のような材質で造られた、白い鴉の仮面が嵌はめられている。




「んんんんんっ、よぉおおおおおおおおおおおおおおおっこそ、君達の残酷劇場グラン・ギニヨールへっ！」




　元気よく、快活で耳障りな罅ひび割われた声があがった。櫂人はどっと体から冷や汗が噴き出すのを覚えた。この明るさ、不気味さ、胸糞悪さ。櫂人の本能が恐怖に呻うめき、訴えてきた。

　この男は恐らく悪魔だ。

　櫂人一人で対処できる相手では絶対にない。だが、最悪にもこの場に彼女はいなかった。

「ちょっと待てよ………こっちが本命だなんて聞いてねぇぞ、エリザベート」

「観客は君達、脚本も君達、演者も君達だ。どうか存分に楽しんでいって欲しい。この別館は好きに逃げ回ってくれていいヨ。最後の一人だけは助けてあげるからねぇええエエェ。それまで、人数は『自分達で減らしても』構わないよぉおおおろろろろろろろォオオオ」

　その声は更に罅割れ、壊れた調子になった。好きに言い終わると、男はばったりと後ろに倒れた。男の語った言葉の意味を嚙かみ砕く間もなく、一匹の鴉が鉄線から飛び立った。

　櫂人は思わず目を見開いた。舞い降りてくる鴉の翼を広げた全長は成人男性の身長ほどもある。鴉からすは櫂かい人と達の間近で羽ばたいた。翼の起こす激しい風圧に、彼はたまらず目を閉じる。その時、すぐ傍そばで悲鳴が起こった。

「いやっ、やっ、やだああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　櫂人の前の少年が攫さらわれた。鴉は彼を鉤かぎ爪づめで摑つかみ、天井まで運び去っていく。弓なりのアーチを描く天井の側面に、鴉は近寄った。よく見れば、そこからは槍やりが突き出している。




　何のために？

　櫂人がそう思った瞬間、鴉は応こたえるように、少年を槍に突き刺した。




　百舌鳥もずの早はや贄にえのように、少年は腹を貫かれ、天井に留とめられる。潰つぶれた悲鳴をあげ、彼はびくんびくんと海え老びのように激しく体を反そらせた。やがて大量の血泡を吐き、彼は細かく痙けい攣れんするばかりになった。だが、その胸は上下し続けている。

　衝撃に、櫂人は言葉を失った。

　今まで鴉の群れに気を取られ、見えていなかったが、天井には最も早はや叫ぶ気力もない子供達が標本のように飾られている。彼らは生きたまま、終わりのない苦痛に身み悶もだえていた。

　櫂人は額ひたいに汗が伝うのを感じた。この状況には不死など関係ない。飾られれば最後だ。

　大量の鴉が飛び立つ。子供達は皆恐怖のあまり、固まっている。櫂人は叫んだ。




「みんな逃げろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」




　呪じゆ縛ばくが解けたかのように、子供達は一斉に動き出した。

　新たな地獄の幕があがったのを、櫂人は否いや応おうなく感じた。
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　数人の子供達が地下道へ戻る扉に組みついた。だが、それには鍵が掛けられている。

「無理だっ、止やめろっ、今すぐ走れっ！」

　泣きながら扉を叩たたく少年に声をかけ、櫂人は他の子供達と共に走り出した。誰かに突き飛ばされ、メラニーが転びかける。混乱の中、彼は咄とつ嗟さにその白い手を摑んだ。

「こっちだっ、メラニー」

「カイト様」

「やっやだ、ママァアアアアアアアアアア、ママァアアアアアアアアアアア！」

　櫂人の前で、亜人の少女が鴉に肩を摑まれた。咄嗟に、櫂人は宙に浮いた足首を摑んだ。ぐんっと引っ張られ、少女は無む茶ちや苦く茶ちやに腕を振り回す。涙と鼻水が床の上に垂れ落ちた。

「嫌だいやだいやっ痛いよ助けてやだっ放はなさないで、お母さん、おかあさああああんっ！」

「少し我慢してくれっ！」

　櫂かい人とは彼女の足を力の限り横に振り回した。肩を深く抉えぐられ、少女は鋭するどい悲鳴をあげる。だが、彼女を摑つかんでいた鴉からすは隣の鴉とぶつかり、櫂人の狙ねらい通りに爪つめを離した。

「ぐっ、」

　櫂人は落下してきた亜人の少女を危うく抱き留とめ、メラニーと共に走り出した。櫂人の肩が少女の涙で重く濡ぬれていく。その周りで何人もの子供達が攫さらわれていった。

　黒い羽根が目の前で舞い散り、悲鳴が鼓こ膜まくを裂く。天井から滴したたった血が床を濡らした。

　子供達が泣いても叫んでも、誰も助けには来ない。そして絶望の中で、皆好き勝手に蹂じゆう躙りんされていく。胃の腑ふが焼け、反へ吐どが出そうになった。櫂人は心の底から吐き捨てる。

「ちくしょうがっ！」

　櫂人はメラニーと亜人の少女を連れ、何とか林の陰に滑り込んだ。幾つかにわけて置かれた木々には、鴉の視界から一時的だが逃れられるだけの枝量が十分にある。

　どうやら、木は悪魔側がゲームを長引かせるために置いたものらしい。胸むな糞くそ悪いが、今はありがたいギミックだった。泣きじゃくる亜人の少女の肩の傷を確かめ、櫂人は隣に座るメラニーのドレスの裾すそを摑むと、思いっきり引き裂いた。

「すまんが、メラニー。これもらうなっ！」

「か、カイト様、なっ、なにを？」

「この子の肩を縛ってやってくれ。ここと、ここ。頼んだ！」

「あっ、な、なるほど。わかりました、私やります！」

　ぐっと拳こぶしを握り締め、メラニーは不器用な手つきで少女の止血を始めた。その間に、櫂人は木々の隙すき間まから鴉の様子を窺うかがった。鴉はまだ櫂人達には気づいていない。だが、複数の鴉が中央を逃げ回っていた少年を摑み、槍やりの下へ運んでいった。

「くっ、そが」

　残ざん酷こくな光景から思わず目を背け、櫂人はおかしなものに気がついた。木々の間に、可愛かわいらしいリボンが巻かれた斧おのや剣が突き刺さっている。それを用意した相手の意図を自然と察し、櫂人は全身の血が音を立てて下がるのを覚えた。

『最後の一人は助ける。それまで人数は自分達で減らしても構わない』と悪魔は言った。

　つまり、これで殺し合えと言うことなのだろう。

「…………………………………………………………………………………ふざけ、やがって」

　心からの怒りを込めて、櫂人は呟つぶやいた。同時に、彼はガチリと自分の中のスイッチが押し込まれたような錯覚に襲われた。生前に度々感じていたのと同じ極度の怒り、憎ぞう悪お、恐怖が引き金になったかのように、失われていた冷静さが戻ってくる。

　櫂人はじっと武器を見つめた。主催者側の意図に唯い々い諾だく々だくと従う必要はない。

　もしかして、これで絶望的な状況を変えられるかもしれなかった。

「メラニー、ちょっと聞いてくれるか？」

　彼はメラニーに声をかけた。彼女は振り向き、何な故ぜか櫂かい人との後ろに視線を留とめると、目を見開いた。背筋に悪寒が駆け抜ける。自分の勘を信じて、櫂人は咄とつ嗟さに前に飛んだ。

　同時に、背後で空を切る音が響いた。

「お前は」

「ッ！」

　櫂人が振り向いた先には、先程一緒に剣を突きつけられた歳としの近い赤毛の少年が立っていた。少年は両手で大剣を構え、震えている。何をしでかすかわからない、危険な状態だ。

　櫂人は両手を挙げ、敵意はないことを示した。彼はゆっくりと少年に話しかける。

「落ち着けって。悪魔の………敵の挑発に簡単に乗りすぎだろ。こんなイカれた状況下で敵の言葉だけを信じるっていうのか？」

「…………うっ、うぅ」

「最後の一人になったところで、本当に助けてもらえる保証がどこにある？　殺し合うよりも外にどうにか出て助けを呼ぶことを」

「うっせぇよ、助けなんて来るわけがねぇだろっ！」

　突然、少年は激しく叫んだ。彼は鋭するどく剣を振る。櫂人は再び両手を挙げ、彼をなだめた。

「落ち着けよ、落ち着いてくれ。一度深呼吸しろよ。何でお前はそう思うんだ？」

「たっ、助けなんて来るわけがねぇんだ！　俺はな、お袋に死ねって言われたんだぞっ！　他の家族のために、お前が死ねって。死んでくれって。それなのに、助けなんて来るかよ。誰が助けてくれんだよっ！　それなら………それならもうこうするしかねぇだろぉっ！」

「なるほど………それで、ここまで潔く突っ走ったってわけか」

　泣きそうに顔を歪ゆがめた少年の言葉に、櫂人は思わず納得した。

　生き残るためにはこの道しかないと思いこめば、人間は何でもやるものだ。だが、残念ながらその結末は大概ロクでもなかった。思考を停止させ、汚れ仕事を手伝い続けた結果、櫂人は最後に首を絞められている。だが、今そう語ったところで、少年は聞かないだろう。

　櫂人は先程見つけた武器にじりじりと近づきながら、無理やり話を続けた。

「それで、俺を殺すのか。俺はそんなに、楽に殺せそうに見えるのか？」

「うるせぇよっ、てめぇはそんな上等そうな服を着て、どうせ今までのうのうと楽に生きてきたんだろっ！　それなら俺のために、最後くらい死んでくれよ！」

「同情で死ぬ馬鹿がいるかっ！　それに、本当にのうのうと生きてきたのなら、こんなところに来る羽は目めにもなってねぇよ！」

　あと少しで、武器に手が届く。だが、少年にも近づきすぎたようだ。彼は顔を大きく歪め、勢いよく剣を振り被かぶった。まずい、と櫂人が思った瞬間、羽音が聞こえた。

　───────カアッ

　頭上から二人を見つけた鴉からすが舞い降りてくる。少年は奇声をあげ、狂ったように剣を振り回した。櫂かい人とは出血覚悟でその下を搔かい潜くぐり、斧おのを摑つかんだ。鴉と彼を交互に見て、少年は絶望の悲鳴をあげる。鴉は少年に向かって舞い降りた。櫂人は斧を振りあげる。




　ドッと、櫂人は鴉の頭を叩たたき割った。




　鴉は床に落ちる。櫂人はその頭に何度も斧を振り下ろした。相手はただの鴉ではないのだ。殺し尽くさなくてはならない。そうでなければ、こちらが殺される可能性がある。

　櫂人はオーバーキルと確信できる状態になるまで、その内臓を徹底的に切り刻んだ。作業を終えると、櫂人は腰を抜かしてへたりこむ少年を振り向き、血ち塗まみれの斧を掲げた。

「武器の使い道は、こいつが正解だ」

　櫂人はそう言った。少年の顔が引き攣つり、目から涙が零こぼれる。それを見て、櫂人は怯おびえられていることに気がついた。目が覚めたような気分で首を横に振り、彼は斧を下げた。

「えっと、な。斧を使えば、扉の鍵だって破れる。地下道は狭いから、鴉も上う手まく追っては来られないはずなんだ。あそこまで逃げられれば、生き残れる可能性はあるんだよ。殺し合わせるために、武器を置いておいたのは間違いだ。そう、敵に思い知らせてやろう」

「………お、俺は」

「いつまで震えてんだ。俺はそう怒っちゃいないから、立てって」

　何せ、櫂人は一度殺されたことがあるのだ。未遂に対しては寛容にもなる。

　彼は掌てのひらをくいっくいっと招くように振って見せた。ふざけた仕草に赤毛の少年はやっと震えることを止やめた。彼は恐る恐る手を伸ばし、櫂人の差し出した掌をぐっと摑んだ。




　そして、櫂人達は反撃と逃走のために動き出した。





　　　　＊＊＊






　林に隠れていた獣人の少年の腕を摑み、鴉が大きく羽ばたいた。

　その背後ににじり寄っていた櫂人は、前に飛び出ると一気に黒い翼を真横に切り裂いた。

　声もなく床に落ちた鴉を、赤毛の少年が何度も剣で突き刺す。泣きじゃくる獣人の少年を、メラニーが優しく抱き締めた。櫂人は顎あごを伝い落ちる汗を拭ぬぐい、後ろを振り返った。




「これで、全員か？」




　彼らの後ろには林から林に移動して何とか集めた八人の子供達がいた。これだけしか生き残らなかったのかと、櫂かい人とは愕がく然ぜんとする。だが、ショックを受けている暇はなかった。

　今まで林の陰に隠れ、一撃で殺すようにしてきたため、鴉からす達はまだ異変に気づいていない。自分の狩りを終えた鴉は鉄線で休んでいる状況だ。逃げるならば今しかないだろう。

　櫂人は木陰から新しい斧おのと短剣を引き抜いた。彼は獣人の少年に扱いやすそうな短剣を手渡すと腰を屈かがめた。全員と目を合わせると、櫂人はなるべくゆっくりと言い聞かせた。

「いいか、今から扉に走る。鴉が来たら、手て筈はず通り、無む茶ちや苦く茶ちやに武器を振り回してくれ。殺せなくてもいい。ただ、自分の身は自分で守るんだ。絶対に生き残るぞ。行くぞっ！」

　櫂人は子供達を連れて駆け出した。目の前には、遮しや蔽へい物ぶつのない床がまるで永遠のように延びている。そこを何とか走りきり、彼らは扉に辿たどり着いた。

　振り向くと、鴉はすぐそこまで迫ってきていた。櫂人は斧を振り被かぶり、扉へ叩たたきつける。

「お前ら、さっき言った通りだ。こっからここまでの間に広がれっ！」

　赤毛の少年の指示で子供達は扇おうぎ状じように散開し、鴉に武器を振り回した。だが、あまり時間は稼げないだろう。櫂人は肩への衝撃と激痛を無視して、取っ手の周辺に素早く何度も斧を叩たたきつけていった。鍵が吹っ飛ぶ。狂ったような鳴き声の中、櫂人は扉を蹴り開けた。

「やったぞ、これで────」

　同時に、背後で悲鳴が起こった。振り向くと円月刀を振っていた少年が嘴くちばしで目を突かれ、武器を取り落としたところだった。彼は背中を摑つかまれ、高く持ち上げられる。だが、シャツが破け、落下した。小さな頭が床の上で果実のように弾ける。アレでは即死だ。

　目の前が怒りで真っ赤に染まると同時に、櫂人は動いていた。腕の筋肉が断裂するのにも構わず、彼は斧を振り被り、全力で投げた。少年を殺し終え、他の子供に迫ろうとしていた鴉の胴が断ち割られる。他の鴉を巻き込み、それはくるくると落下した。櫂人は叫ぶ。

「逃げろっ！」

　櫂人の気迫に溢あふれた叫びを合図に、子供達は扉に駆け込んだ。赤毛の少年も後に続く。

　櫂人は円月刀を拾うと、更に手近な鴉の頭を叩き割り、群れへ放ほうり込んだ。死体を避よけ、鴉達が大きく舞い上がった隙に、彼は扉に駆け込む。扉の脇の篝かがり火びを摑むと、櫂人は鴉の死体にそれを投げつけた。炎は無事に燃え移る。これで、多少の時間稼ぎにはなるだろう。

　煙を嫌がって鴉達が羽ばたく中、櫂人は扉に駆け戻った。メラニーと子供達は先に行っている。だが、何な故ぜか赤毛の少年は彼を待っていた。櫂人は瞬まばたきをすると声を張りあげた。

「おいっ、何待ってんだ、早く行けっ！」

「おっ、おうっ」

　赤毛の少年は、櫂人と共に走りだした。鳴き声が背後に遠ざかる。どうやら、炎が上う手まく遮蔽物になってくれているようだ。このまま来ないでくれと櫂人は切に願った。

　薄暗い廊下に、二人の足音だけが反響する。少年は躊躇ためらいながらも口を開いた。

「俺は、俺はノイエ。兄さんは？」

「俺は櫂かい人とだ。瀬せ名な櫂かい人と」

「セナ・カイト………ごめんな、カイト」

「何がだよ？」

「俺はアンタを殺そうとした。のうのうと今まで生きてきた、なんて言った」

「気にすんな。あんなぶっ飛んだ状況じゃ、何を言ったって気の迷いみたいなもんだ」

「でも、アンタは俺達よりずっと冷静で、鴉からすをぶっ殺して、俺達を助けてくれた。すっげぇ。本当、すっげぇよ。なぁ、なんでアンタはあそこまで怯おびえないで」

　そこでノイエは言葉を止めた。彼と櫂人はバッと後ろを振り向く。背後でおぞましい気配が膨れあがっていた。ガサガサと形容し難がたい音を伴いながら、黒い何かが蠢うごめいている。




　縦に並んだ蟲むしの目が光った。八本の太い脚が岩壁を引っ搔かく。

　櫂人達の後ろには、巨大な蜘く蛛もがいた。




　よく見れば、その全身は何匹分もの鴉の羽根で厚く覆われていた。口には鋭するどい嘴くちばしまでついている。櫂人は今まで鴉が追ってこなかった理由を悟った。

　火が時間稼ぎになっているなど、死ぬほど考えが甘かったのだ。

　鴉は地下道での不利を悟り、合体し、蜘蛛に変異していた。

　蜘蛛が糸を吐く。咄とつ嗟さに、櫂人は円月刀でそれを防いだ。次の瞬間、円月刀は後ろに引かれ、飛んでいった。蜘蛛にぶつかった刃は体に突き刺さることなく、分厚い鴉の羽に弾かれ、横に滑った。蜘蛛は苛いら立だたしげな声をあげ、再び糸を吐く。その先にはノイエがいた。彼はひっと恐怖に顔を歪ゆがめた。その表情に、櫂人はかつての自分を重ね見た。




　目の前の少年は、親に死ねと言われて、誰も助けてくれない場所に放ほうり込まれたのだ。

　あっ、しょうがねぇなと、櫂人は諦あきらめた。彼はバッと左腕を差し出す。




　手首に蜘蛛の糸が絡みついた。即座に櫂人はノイエから剣を奪った。糸は感触からしてほぼ鋼鉄に近い。それを切るのは即座に諦め、彼は自分の手首を切り落とした。糸を引いた蜘蛛は不満げな声をあげながらも、蟲らしくない仕草で櫂人の肉を貪むさぼり始める。

　激痛に脳がスパークした。だが、櫂人は痛みに耐性がある上に体は不死だ。我慢できないことはない。耐えられなければ、ここで死ぬことになるのだ。

　彼は剣をノイエに返し、強く手首を摑つかんで走り続けた。ノイエは並走しながら泣き出す。

「んで、なんでそんなことすんだよ、なんでなんでっ！　なんでアンタはっ！」

「大丈夫だ、俺はもう死んでいる」

「はぁっ？　アンタ馬鹿か？」

「馬鹿はひどいだろ。本当は、俺はこの世界の人間でもないんだ」

「何言って」

「いいから、聞いてくれ。俺は別世界でとことん父親に利用されて、ゴミくずみたいに殺された。クソみたいな人生だった。それで終わりかと思ったら、ごうも………魔術師っていうか、まぁそんな奴やつに召喚されて、無理やり偽物の体を与えられたんだ」

　何となく話したくなり、櫂かい人とはそう続けた。蜘く蛛もは骨ごと櫂人の手首を食べ終わり、再び糸を放はなってくる。それをノイエは剣の腹で受け止めた。だが、剣は持っていかれてしまう。彼が顔を凍らせる中、櫂人は深い溜ため息いきを吐き、決心を固めた。本当はやりたくない。だが、これしか手がないのならば仕方がないだろう。櫂人は息を一度止め、ノイエに告げた。

「どうせ、死んだ身だ。次に蜘蛛が糸を吐いたら、俺を食わせて逃げろよ」

「更に何言ってんだよっ、お前馬鹿だろっ！」

「馬鹿じゃねぇよ。全部食われたら、流石さすがに死んじまうけどな、元々生き返りたくなかったし、ここが終わり時ってことだ。俺とお前で比べたら、生き残るべきなのはまだ死んでないお前の方だろう？」

　櫂人はどこか幼いノイエの顔を見た。彼はじっと櫂人を見つめ返す。その目には涙が浮かんでいた。うん、やっぱりそうだ。俺は間違っていないと、櫂人は頷うなずいた。

　恐怖で泣ける子供は、こんなところにいてはいけない。今、櫂人は涙など出ないのだ。

「お前はまだ死んでないんだ。なんだってできる。頑張れよ」

　櫂人はいっそ晴れやかに告げた。蜘蛛が奇声をあげる。彼は強く唇を嚙かんだ。

　再び死ぬとなるとやはり恐ろしいものだった。忘れていた恐怖が蘇よみがえる。生きたまま貪むさぼられる苦痛はどれほどだろう。それでも他に手はないのだ。櫂人は細く息を吐き出した。




　かつての自分に似た誰かを救って、死ねるのだ。

　過去に来て欲しかった、ヒーローのような誰かになれる。




　そう考えれば、くだらない人生の延長戦にしては、マシな終わり方だろう。そう櫂人が納得した時、蜘蛛が糸を吐いた。彼は躊躇ためらうことなく足を止める。その瞬間だった。

「───────えっ？」

　ドンッと櫂人はノイエに突き飛ばされた。

　ノイエの細い背中に糸が張りつく。倒れ伏したまま、櫂人はそれを呆ぼう然ぜんと見上げた。彼は前に手を伸ばしながら、咄とつ嗟さに浮かんだ間抜けな質問を、ノイエに投げかけた。

「なん、で」

「えっ、なんでだろ？」

　自分でもわかっていないのか、ノイエは混乱した声をあげた。蜘く蛛もが糸を引く。

　その瞬間、彼は顔を引き攣つらせたまま呟つぶやいた。




「あっ、アンタに、こっちの世界では幸せになって欲しいって思っちまったんだ」




　ちっくしょうと彼は小さく吐き捨てた。泣きそうな笑顔と共に、ノイエは引きずられる。

　恐ろしい悲鳴が響いた。櫂かい人とは立ち上がる。蜘蛛は何かを夢中で貪むさぼっていた。それが何の音かを理解したくなくて、櫂人は蜘蛛に向かって駆け出した。だが、ゴキンッと首の骨の折られる音を聞いた瞬間、頭を怒りと憎ぞう悪おで塗り潰つぶされ、櫂人は逆に冷静さを取り戻した。彼は急停止すると、凍った声で淡々と事実を呟いた。

「あぁ………………………死人はもう、助けられない、な」

　次の瞬間、櫂人は踵きびすを返した。彼は驚くほどの冷静さで走り出す。その顔は無表情だ。だが、晴らしようのない憤怒が徐々にその目に浮かび上がった。彼は呻うめくように繰り返す。

「殺してやる殺してやる殺してやる絶対にぶっ殺す、絶対だ絶対に殺す絶対に絶対に殺す」

　小さく殺意を吐き続けながら、櫂人は逃げた。ここで捕まれば、ノイエの命が無駄になるのだ。彼の死を犬死ににはさせない。その一心で、櫂人は走った。

　やがて扉が見えてきた。隠し扉にも鍵が掛けられていただろうが、比較的大きな子供には斧おのを持たせておいた。これだけの時間があれば破れただろう。だが、櫂人は目を細めた。扉には傷一つついていない。もしかして、こっちには鍵が掛かっていなかったのだろうか。

　そう疑問に思った瞬間、扉が開いた。ひなげしのような赤いドレスが現れる。扉の向こうから、メラニーが姿を見せた。彼女は可か憐れんな声をあげ、一目散に彼の下へ走ってくる。

「カイト様っ！」

「メラニー？　何で、来るなっ！　早く逃げろっ」

　忠告を無視して、メラニーは彼に抱きついてきた。柔らかな腕が櫂人の首筋に巻きつく。彼の耳元に彼女は桃色の唇を寄せてきた。甘い吐息と共に、メラニーは何かを囁ささやきかける。




　その瞬間、もう一度扉が開いた。櫂人は網もう膜まくに、鮮やかな色が滲にじむのを感じた。

　メラニーのドレスよりもずっと紅あかい、元は真っ白なドレスが揺れる。




「おー、カイトーっ！」




　場違いなほど、あっけらかんとした声が響いた。

　血ち塗まみれのエリザベートが、ぶんぶんと元気よく手を振った。





　　　　＊＊＊






「いやー、今から行こうと思っておったのだが、手間が省けたな。自ら来るとはなかなか気が利くではないかって、うん？　貴様血ち塗まみれだな？　と、言うか今にも失血で死にそうではないか。どこで落としたその手首。着脱式だったか？　とりあえず鎖で縛って………って、蟲むし？　うわぁっ！　蟲ではないか、余は蟲が嫌いだっ！　蜘く蛛もとは不快なっ！」




　櫂かい人との後ろを覗のぞき込み、エリザベートは小さく跳びあがった。着地と同時に、その足元で黒の闇やみと紅あかい花弁がポンッと弾ける。それは螺ら旋せん状に天井へ駆け上がると、蜘蛛の頭上にパカッと大穴を開けた。そこから、無数の棘とげのついた巨大な分銅が現れる。

　それはヒューッと落下し、ゴーンッと蟲を押し潰つぶした。




「圧っ殺！」




　エリザベートは拳こぶしを掲げた。ふざけるなと言いたくなるほどの冗談じみた一撃だった。

　あれほど恐ろしかった蜘蛛は、今やスリッパで叩たたかれたゴキブリのごとく、ぺちゃんこに潰つぶされている。手首を鎖で縛られ、乱暴すぎる止血を施されながら、櫂人はあんぐりと口を開いた。メラニーはエリザベートに怯おびえるように、ぎゅっと彼の上着を摑つかむ。

　重い沈黙の中、全く空気を読むことなく、エリザベートはかくりと首を傾かしげた。

「で、何があったのだ？」

　その瞬間、櫂人の中でパチンッと何かが弾けた。エリザベートの圧倒的な強さと、懐かしくすら思える吞のん気きな表情が、極限近くまで張りつめていた神経を一気に弛し緩かんさせる。

　彼は慌てて、エリザベートに何があったのかを訴えた。

「え、エリザベート。別館で悪魔が出て『ようこそ、君達の残酷劇場グラン・ギニヨールへっ！　観客は君達、脚本も君達、演者も君達だ。どうか存分に楽しんでいって欲しい』って、で、鴉からすが」

「ほー、なるほど、そうかー、ふーん、ほー、へー」

　混乱したまま、櫂人は堰せきを切ったように語り出した。彼は特に必要のない細部までぶちまける。エリザベートは聞いているのかいないのか、怪しい顔でふんふんと頷うなずくと話が終わる前に歩き出した。彼女は両の掌てのひらを頭の後ろで組み合わせ、扉を潜くぐる。そのままホールまで出ると、右の通路を進んだ。更に止まることなく、彼女は使用人用の通路へ侵入する。

　櫂人は震えるメラニーの肩を抱きながら、その後を追った。

「聞いてるのか、エリザベート。別館に悪魔が」

「見よっ！　カイトっ！」

　彼女は開いたままの扉の前で足を止めた。櫂人が覗いてみると、中は厨ちゆう房ぼうだった。

　美しいドレスを血で凄せい惨さんに濡ぬらし、貴族の娘がまな板の上で肋ろつ骨こつ部分を抉えぐられている。絶命している娘の傍そばでは、牛の顔をしたコックコート着用の男が鋸のこぎりで股またを断ち割られていた。『料理人』の姿をした従兵だ。彼はエリザベートに殺されたのだろう。

「『肉屋』の証言通り、死んでおる娘は体を一部取られておるぞ。貴族は平民に比べて純血の人間が多く『味もいい』からな。貴族は食用、平民は遊ゆう戯ぎ用よ。どうやら、別館でお前や平民の娘達と遊んだ後、本館で食事の予定だったようだ。いや贅ぜい沢たくなことよなぁ」

　うんうんとエリザベートは頷うなずいた。櫂かい人とは強く拳こぶしを握り締めた。彼は自分の中の怒りと殺意を再確認する。その激情を知りもしないエリザベートは櫂人を振り向くと肩を竦すくめた。

「余を食材にしようとした馬鹿共を、隠し通路について吐かせ、殺害するのは楽だったが、数が多いうえに中庭まで逃げ回られて、手間取ってな」

「エリザベート。お前が来るまでに時間がかかった理由はよくわかった。でも、そんなことはどうでもいい。別館に行くぞ。今すぐあの悪魔を殺してくれ」

「ふふん、珍しくやる気ではないか。その手首。痛みを恐れぬ人間は珍しいな………だがな、カイトよ。何な故ぜ、自分の腕を切り落とす覚悟ができる程度には修羅場を潜くぐった経験がありながら、貴様は目の前の事実に気づかぬのだ？」

「なんの話だ？」

　そう会話を交わす間もエリザベートは歩き続けた。彼女は厨ちゆう房ぼうを後にし、廊下を辿たどると、ホールの中央で足を止めた。従兵以外の部下も逃げたのか、本館は静まり返っている。

　美しく輝くシャンデリアの下、彼女は黒髪を揺らして振り向いた。

「ここの悪魔は強くなるためだけではなく、純粋に人をいたぶることが、『騎士』以上に好きなようだ。余と趣味が合うな。人の苦痛は悦えつ楽らくであり、悲鳴は快楽だ。だが、こやつは残酷劇場といい、より面倒な趣向を好むらしい。では、考えてもみよ。そういったねじ曲がった輩やからが最も好む、手間のかかった最大の絶望とはどのようなものだ？」

　エリザベートが何を言っているのか、櫂人にはわからなかった。だが、不意に、父親に首を絞められた時の記憶がフラッシュバックした。脱水症状を起こしている時に水を与えられ、一瞬助けてもらえるかと錯覚した直後、櫂人は殺されたのだ。

　助かるかもしれないという希望を、裏切られる。その絶望は何よりも深かった。

「………希望を与えて、自分は助かるかもしれないと相手が思った時に、叩たたき落とすことだ」

「そうよ！　残った人間が二人となり、か弱い小娘を殺せば自分が『最後の一人』となり、助けてもらえる───そう確信している相手をぶち殺すことこそ、最も楽しいに違いあるまい！　まぁ、その予定は貴様のせいで大幅に狂ったらしいが、これはこれで、その悪魔は楽しめたであろうよ。何せこっちには、子供など一人も逃げて来てはおらぬのだ」

　櫂人は答えを悟り、目を閉じた。ホールは静まり返っている。子供達の声はどこからも聞こえてはこない。櫂人は首を横に振り、一人だけ残っていたメラニーから数歩離れた。

　死の遊ゆう戯ぎから逃れた子供達は、一体、どこの畜生の口の中に消えてしまったのか。

「それで、だ。恐らく、一時的であろうと、貧しい姿には化けたくなかったのであろうが」

　エリザベートは親愛を込めた微笑ほほえみを浮かべ、メラニーの顔を覗のぞき込んだ。カタカタと震える彼女に、エリザベートは侮ぶ蔑べつをたっぷりと含んだ口調で問いかける。




「何な故ぜ『伯爵』の娘である貴様が、食材に選ばれず、遊戯の方に参加しておるのだ？」




　瞬間、ひなげしに似たドレスが肉腫のように膨れあがった。可か憐れんな娘の姿は、内側に肉の詰まった布の塊と化す。皮が破れ、膿うみが溢あふれ出すように、それは内側から破裂した。

　中から全身に鴉からすの毛を生やし、蜘く蛛もの脚を持った奇妙に白い肌の裸体の男が現れた。

　醜しゆう悪あくに肥え太った禿とく頭とうの男は、鴉の嘴くちばしをカチカチと鳴らした。異い貌ぼうの巨漢を眺め、蜘蛛の脚に舌打ちした後、エリザベートはうーんと自身の顎あごを撫なでた。

「向こうにいたという男は、従兵か紛い物かのどちらかであろうな。最も早はや人の姿など失っている身ならば、少女に化けることも容易たやすい、か………いや、少年も犠牲になっているところからして、女装は趣味かもしれぬな。うっ、嫌なことだな。しかもこいつ、人間の身分は侯爵だが、融合した悪魔は『伯爵』ではないか。期待させておいて小物か、ったく」

「そんなことはどうでもいいから、今すぐコイツをぶち殺せ」

「なんだぁ？　さっきから、珍しいではないか？　これに怨うらみでもあるのか？」

「あぁ───俺にできることなら何でもする。だから、コイツを凄せい惨さんに殺してくれ」

　櫂かい人とはそう繰り返した。濃厚な殺意が、彼の胸中で強く渦巻く。

　生き残ったのが自分だけとは、馬鹿げているにもほどがあった。子供達は皆、『伯爵』に殺されたのだ。この畜生だけは生かしてはおけない。それこそ、目の前の『伯爵』を殺せるのなら、櫂人はせっかく助けられた命を捨てても構わないとさえ思った。

　コイツを殺さずにいられるものか。

「────はっ」

　返事の代わりに、エリザベートは鼻で笑った。次の瞬間、櫂人は彼女に足を払われ、倒れた背中を踏みつけられた。彼女は背骨を折りかねない勢いで、体重をかけてくる。

「ガッ！」

「主に指図をするな、この駄犬が。コヤツは言われずとも我が獲物。貴様が乞こわずとも、余は余の楽しみを甘受するまでよ」

　エリザベートは冷たく言い放はなち、櫂人の腹を抉えぐるように爪つま先さきで蹴り飛ばした。櫂人は壁際まで吹っ飛び、血混じりの吐と瀉しや物ぶつを吐き散らす。エリザベートは『伯爵』に向き直った。

「余の従者が失礼をしたな。これで、邪魔者もいなくなったというものだ」

　彼女は堂々と両腕を広げた。黒い闇やみと紅あかい花が舞い踊り、その体を包み込む。

　闇やみが霧散し、花弁が床に落ちた後、彼女はいつも通りの黒いボンデージドレスを纏まとっていた。細い手には、フランケンタールの斬首用剣も握られている。

　エリザベートは半ば露あらわになった胸に手を当て、貴族じみた礼を『伯爵』に披露した。




「ようこそ、余の残酷劇場グラン・ギニヨールへ。観客は余、脚本も余、演者も余だ。楽しませるつもりなどない。豚のように悲鳴をあげ、芋虫のようにのた打ち回れ」




　言い放はなつと、彼女は鋭するどく剣を振るった。『伯爵』のいた位置を虚空から伸びた鎖が薙なぐ。『伯爵』は八本の蜘く蛛もの脚でそれを易やす々やすと払うと、シャンデリアを壊しながら後ろに飛んだ。『伯爵』が奇妙に白い裸体に力を込めると、無数の鴉からすの羽根がその肌から射出された。更に、『伯爵』は唇から蜘蛛の糸まで吐いた。無数の攻撃がエリザベートに襲いかかる。

「ハッ、甘い甘いっ！」

　それをエリザベートは素早く駆け回り、全て回避した。床と天井は蜂はちの巣と化す。だが、エリザベートには傷一つついていない。それでも、流石さすがに反撃に転じる余裕はないようだ。更なる鎖が襲ってこないことに、『伯爵』はにやりと笑い、怒ど涛とうのごとくの追撃を加えた。

　彼は気づかない。その頭上と足元には闇と紅あかい花弁が渦巻いている。




　突然、天井と床がゴーンッと彼を挟み込んだ。

　正確には、天井と床から飛び出した、巨大で平らな石が。




『伯爵』は巨大な二枚の丸い石板の間に挟まれた。その中心には、手回しオルガンのハンドルのような金色の棒が垂直に突き刺さっている。

　気がつけば、棒の持ち手部分には、エリザベートが腰かけていた。彼女は状況が摑つかめず、ぱちくりと目を瞬まばたかせている『伯爵』に向けて、うっとりと微笑ほほえみかける。




「『挽き潰しの車輪ザ・フイールオブデス』。お前の使い魔は圧殺したのでな───じっくりと削ろうか」




　ぐぐぐぐぐと丸い石は不吉な音を立てて回り始めた。持ち手部分が上下する度、二つの石板は車輪のように回転する。一枚は左側に、もう一枚は右側に、だ。ゴリゴリと音を立て間に挟まれた『伯爵』の体は徐々に削られていく。石の回転に合わせ、鴉の羽根は毟むしり取られ、白くぶよぶよした肉体は摩すり下おろされた。肉と脂の混ざった血が床に垂れていく。

　恐ろしい悲鳴があがった。もげた嘴くちばしが飛んでいく。その下に隠されていた人間の唇は、激痛と恐怖にぶるぶると震えていた。耳たぶを引きちぎられ、側頭部を左右から平らにされながら、『伯爵』は死にもの狂いで叫んだ。

「ええ、えりざべーと、えりじゃべえええええええええええええええええええええっとっ」

「どうしたぁ？　『伯爵』ぅ？　うーむ、豚のように耳障りな声よなぁ。もう少し矜きよう持じを保って、せめて鴉からすのように鳴けぬのか、貴様」

「と、とりひきをっわたしととりひきをしにゃいかぐぐぐべべべべべべべっ」

「う────────────────────────────────────ん？」

　ゴリッと車輪は止まった。櫂かい人とは壮絶な目をして、低く呟つぶやく。

「………取引なんて、受けるんじゃねぇぞ」

「ご、『拷ごう問もん姫ひめ』はじゅうさん人の悪魔狩りをおえりぇば、火ひ炙あぶりになると聞いているぅ。わだしを殺さないでくれれば、おまえも、こ、殺されないでしゅむっ。そうだろぉっ。利害は一致しているはじゅだ。た、だすげてくれぇ」

　顔の左右を挟まれ、縦に伸びた唇から涎よだれと血を吐きながら、『伯爵』は訴えた。エリザベートはふむと呟くと、持ち手から軽やかに飛び降りた。車輪の間に挟まれた醜い男に、彼女はにこりと微笑ほほえみかける。『伯爵』は恐怖に震えながら、情けなくも笑い返した。




「阿あ呆ほうか貴様ぁっ！」




　ゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリッ

　鋭するどい一喝と共に車輪は回転を再開した。『伯爵』はわけのわからない泣き声をあげながら、手足をばたつかせる。だが、その腕はもげ、肩も平らに削そがれていった。『伯爵』は果実のように圧あつ搾さくされていく。どんどん粘度を増す血液が、汚らしく床を濡ぬらした。

　絶対零度の光を宿した目で、エリザベートは彼を見下す。

「圧政者は殺され、暴君は吊つられ、虐殺者は惨殺される。それが世の定めだ。拷問の最後は自身の悲鳴で飾り、一片の救いもなく地獄に堕おちる。その時初めて拷問者の生涯は完結するのだ。そんなことすら理解せず、拷問を行っていたのか。ふざけるなよ、『伯爵』」

　エリザベートは激怒し、憤怒していた。今までになく、彼女は怒りを露あらわにする。遂ついにゴウゥンッと音を立てて、車輪の上下が重なり合った。隙すき間まから、ぽたり、ぽたりと血が垂れる。微み塵じんの慈悲なく『伯爵』を潰つぶし終わった車輪に足をかけ、エリザベートは呟いた。




「余も貴様も────天と地のあまねく全てから見捨てられて死ぬのだ」




　彼女はそっと足を放はなした。同時に、血ち溜だまりは全て黒い羽根に変わった。それは宙に舞いあがり、一瞬停止すると、緩やかに落下を始めた。

　無数の黒い雪が降るような静かで美しい光景の中、櫂人は拳こぶしを握り締めた。

「………なぁ、別館にいた、槍やりで貫かれて生かされていた子供達は」

「そやつらは『伯爵』の魔力で生かされていただけだ。奴やつの死と同時に死んだであろうよ」

「………そう、か」

「なに、永遠の苦痛の中にいるよりは幾分かマシというものだ」

　エリザベートはふんっとつまらなさそうに鼻を鳴らした。櫂かい人とは呆ぼう然ぜんと彼女を見つめる。かつて、エリザベートは悪魔達と同じ所業をしたという。だが、彼女と悪魔の根本は異なっているように思えた。少なくとも、櫂人にはその二つは大きく違って見える。

　櫂人は体の痛みに耐えて、立ち上がりながら、彼女に声をかけた。

「ありがとう、な。エリザベート」

「何な故ぜ礼を言う？　余は自身の楽しみを甘受しただけだ。それに貴様が礼を言うのは、ひたすら滑こつ稽けいな上に、勘違いも甚はなはだしいぞ？」

「十三人の悪魔を殺せばアンタも死ぬんだろう？　それなのに、アンタはあいつを殺してくれた」

「そんなことはどうでもいいのだ。貴様のためでも全くない。余は、十三人の悪魔達、つまり、教会公認で用意された、最後に拷問してもいい十三人をいたぶり、死ぬことをなんとも思ってはおらぬ。民衆が数多あまたの犠牲の果てに余を捕らえ、殺すと決めたのなら、生きたまま炙あぶられるのが余の義務よ」

　彼女は高くヒールを鳴らし、歩き出した。黒い飾り布を靡なびかせ、彼女は語る。




「残ざん虐ぎやくに傲ごう慢まんに、狼おおかみのように生を謳おう歌かした末に、余は牝めす豚ぶたのように死ぬ」




　エリザベートは遠ざかる。彼女は低い声で、最後に呟つぶやいた。

「────────そう決めたのだ」

　残された櫂人は、呆然と空中を眺めた。黒い羽根が、悼いたむようにその頰ほおを撫なでる。

　ノイエのことを、死んだ子供達のことを、彼は考えた。自分だけが生き残ってしまった。逃走劇はなんて滑稽な結末に終わってしまったのか。だが、どれだけ後悔したところで、残ざん酷こくな現実は変わらない。変わってはくれない。




　生き残ってしまったからには、やらなければならないことがあるだろう。

　ノイエの最後の呟きを思い返し、彼は小さく呟いた。




「こっちの世界で幸せになるのは無理な気がするけどな」

　できるだけ、足あ搔がいてみるよ。




　そして、櫂人は失った手首をぐっと摑つかみ直し、走り出した。同時に、宙を舞う黒い羽根の一枚に、ボッと蒼あおい火が点ともった。それは次々と、部屋を舞う無数の羽根に引火していく。




　やがて、蒼い炎は城を燃やし始めた。

　多くの死を弔うかのように、静かに炎は石壁を舐なめた。














『野生鹿じかのレバーソテー・干し葡ぶ萄どうのマリネと共に』が、勢いよく宙を舞った。




　櫂かい人とは銀盆を掲げ、降り注ぐ料理の雨を受け止めた。続けて飛んできたナイフも盆を正面に移動させて見事に防ぐ。それはカーンッと跳ね返ると、あらぬ方角に飛んで行った。

「だーかーら、投げることはないだろうって」

　このやり取りも繰り返して、早十数日。最も早はや慣れたものだった。

　若干、彼自身も己の順応っぷりが心配になってきている。

　ともあれ、櫂人は攻撃を全て受けきると、犯人であるエリザベートに視線を向けた。

　彼女は片足を机の上に乗せ、額ひたいを人差し指で押さえて震えていた。その傍そばでは、今日も何だかんだで律儀に用意したワインが倒れている。彼女は盛大に涙目になりながら叫んだ。

「まずいっ！　干し葡萄のマリネの甘さと酸っぱさが、パサパサなくせに何な故ぜか血なまぐささが爆発しているレバーとこれでもかと情け容赦なく絡み合い、いっそもう才能すら感じるほどまずいっ！」

「お褒めに与あずかり光栄」

「褒めとらんっ！」

　フォークが投とう擲てきされた。実に巧みな狙ねらいでフォークは銀盆の数ミリ上をすり抜け、櫂人の額に突き刺さる。彼はそれを引き抜いた。プシューと間抜けな音と共に、血が噴き出す。

「エリザベートさん、エリザベートさん。血が出てますが」

「知るかっ！　それくらい根性で止めてみせよ。余の従者ならばできる」

「いや、根性て」

　櫂人は傷口を押さえながら、溜ため息いきを吐いた。実は、この程度の傷では、既に彼は動揺すらしていない。元々傷には慣れ親しんでいるし、失った手首も新しく繫つなげてもらえたので、これぐらいはまぁどうでもいいかと考えている。




　人間、やはり順応するものだった。

　それでも尚なお、彼の料理の腕は見事にあがらない。




　櫂人には食に対するこだわりが全くというほどなかった。そのため、エリザベートの激怒っぷりも、実は未いまだちょっとどころではなく微み塵じんも理解ができていない。

　もう、彼は自分の料理の腕がどうにもならなくても仕方がないかなと諦あきらめてすらいた。だが、意外と期待をしていたらしいエリザベートの失望は日々増していくようだ。




「貴様の料理にはもう何も期待せん。故ゆえに、今日は夕食を作らなくともよい」




　櫂かい人とが作り直した塩味の心臓の炙あぶり焼きを食べ、エリザベートは玉座の間に移動すると、遂ついにそう言い放はなった。その背後では、壁に無残に開いた穴から澄んだ青空が覗のぞいている。

　以前、『騎士』の獣に吹っ飛ばされた壁面は崩れたままになっていた。それでもエリザベートはこの部屋が気に入っているのか、半ば無理やり継続して使用している。

　置き直した玉座の上で、彼女は頰ほお杖づえをついた。頭痛を耐えているような顔で、エリザベートは隣に控えている櫂かい人とに普段とは違う指示を出した。

「代わりに、今日はお前に、『宝物庫』の探索を命じる」

「『宝物庫』？」

　櫂人がオウム返しに繰り返すと、エリザベートはカツンッと爪つま先さきで石畳みを叩たたいた。床の中心に、闇やみと紅あかい花弁がボッと焚たき火びのように燃え上がる。それは一点に収束し、石を四角く焼くと消滅した。後には黒い扉が残される。

　バネ仕掛けのように、それは内側からバタリと開いた。

　中には螺ら旋せん階段が伸びている。城の構造を考えれば、玉座の間の下に階段が伸びているのはおかしい。だが、何もないところから扉が出現した時点で、それを口にするのも野暮というものだ。ここは、櫂人は素直に感心しておくことにした。

「へー、こんな場所あったんだな？」

「うむ、先日の『伯爵』の一件から、余は思うところがあってな。貴様の料理は豚の餌えさ以下だが、プリンは美う味まいし、咄とつ嗟さの判断と余に怯おびえぬ姿勢はそれなりの評価に値する。シーツを干す度、顔色を窺うかがわれるのも不快故ゆえな。だから、貴様には悪魔と一人で対たい峙じすることになった時用の武器を授けてやることにした。『宝物庫』から一つ、使えそうなものを好きに取るがいい。それが何であろうと、余は貴様にくれてやろう」

「えーっと、ありがたき幸せ、って言えばいいのか？」

「ちなみに、『宝物庫』と呼んではいるものの、その実態は余の故郷の城にあったものを全て魔法で移動させ、ぶちこんだ魔空間であるからしてな。怨おん念ねんや記憶の類もしっかりこびりついておるし、下へ手たなものに触ると死ぬぞ」

「やっぱり、ただの嫌がらせじゃねぇかっ！」

「うるさいっ！　つべこべ言わずに行ってこいっ！」

　エリザベートの的確かつ絶妙な蹴りで、櫂人はボールのように吹っ飛ばされた。またしてもカトゥーンアニメのごとく、彼は扉の中にゴロゴロと転がり落ちる。絶妙のタイミングで、扉はバタリと閉まった。一応押したり引いたりしてみるが、やはりそれは開かない。

　退路は完全に断たれてしまった。無情にもほどがある。

　今や、櫂人の目の前には、ただ進めと言うように長い螺旋階段が伸びていた。

　薄うす闇やみの中には、長方形の石段が緩やかに曲がりながら、一定の間隔で浮いている。下を覗き込んでも、延々と続く段以外に見えるものはなにもない。ただ、生なま温ぬるい風が吹き上げてくるばかりだ。階段の先に、果たして床があるのかどうかすら保証はない。

「………マジかよ」

　手て摺すりもない石段の連なりを恐る恐る覗のぞき込み、櫂かい人とは思わずぼやいた。絶望がひしひしと胸に沁しみてくる。だが、彼は首を横に振り、考え直した。

（確かに、エリザベートの言葉にも一理あるんだよな）

　悪魔に対抗するための武器は必要だった。もしもそれを持ってさえいれば、鴉からすや蜘く蛛も相手に戦うことができたかもしれない。今後、同じ状況にならないとも限らないのだ。それこそ、二度と同じ轍てつを踏むわけにはいかなかった。




　絶対に、もう二度とだ。

　そのためならば魔空間の探索など、どうということもない。




「そうだな。やるしかない、な」




　地獄の底へ続くような階段を前に、櫂人は覚悟を決めた。彼はバランスを取るように両腕を広げる。そして固い足音を立てて、螺ら旋せん階段を降り始めた。
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　辺りには永遠と暗くら闇やみばかりが続くものかと思ったが、意外にもそうではなかった。




　歩くにつれ、階段横には様々なガラクタが出現し始めた。薄うす闇やみの中に、巨大な鳥とり籠かごや鉄の処女、吊つり台だいに三角木馬が脈絡なく浮かびあがっていく。ぼんやりと光る拷問器具には、おぞましいことに全て使用された形跡があった。鉄の処女の胸元には乾いた血がこびりつき、鳥とり籠かごの内側から突き出した針には変色した肉片と脂が纏まとわりついている。

　錆さびた道具達を見て、櫂人は気がついた。これらはエリザベートが召喚する魔道具とは違い、『実物』だ。エリザベートが呼ぶ魔道具は常に新しかった。恐らく、彼女は錆びることも脂がこびりつくこともない拷問器具を無限に召喚できる能力を持っているのだろう。

　それなのに、何な故ぜここにはただの道具が置いてあるのだろうか。




「………謎なぞだよなぁ」

　そう首を傾かしげながら、櫂人は更に足を進めた。




　気づけば階段は消え、道は平へい坦たんになっていた。空間内では平衡感覚が狂うのか、どこから変化が生じたのかすらわからなかった。彼は階段の一段が引き伸ばされたような石の床を、延々と進んでいく。辺りの品々は更に雑多になっていった。

　人間の拳こぶし大ほどもある宝石、立体的な蜂はちの装飾に取り囲まれた壺つぼ、年代物のラム酒の樽たる。虎とらの毛皮、象ぞう牙げ。壊れたシャンデリア。小さな何かのミイラ。青銅の斧おの、鉄の剣、銀の槍やり。

　櫂かい人とは立派な剣を壺の間から引き抜き、思わず後ろによろめいた。

「駄目だ、重すぎる………斧と槍も、だな」

『伯爵』の屋敷にあった武器は、子供にも容易たやすく扱えるよう選別されたものだったらしい。『宝物庫』内の武器は戦いを生業なりわいとする騎士や剣士のための品のようだ。魔術的な補助があるわけでもない。訓練をしていない櫂人には、満足に扱うことなどできそうになかった。

　彼は剣を放ほうり投げた。それはガシャンッと重い音を立て、大量に重ねられた金貨の中に蟻あり地獄に吞まれるように埋もれていく。金銀財宝には目もくれず、櫂人は更に足を進めた。だが、進めば進むほど、辺りに散らばるもの達は武器から遠ざかっていく。




　座り心地のよさそうな揺り椅い子す。縫いかけの刺し繡しゆう。深い森を描いた絵画。




「………ん？」

　不意に、櫂人の靴先に柔らかい何かがふわりと当たった。見てみると、腹から綿の飛び出した熊くまのぬいぐるみだ。気がつけば、辺りは子供用の玩具おもちやだらけになっている。

　どうやら、エリザベートが幼少期に所有していたものの層に辿たどり着いてしまったらしい。

　それらが彼女の持ち物だという証拠に、ぬいぐるみの腹はことごとく裂かれ、人形の首も全てもがれていた。陶器や綿、木製の歪いびつな断面が痛々しい。

「アイツ、昔からこんな趣味だったのかよ」

　櫂人はげんなりと呟つぶやいた。三つ子の魂百までとは言うが、可愛かわいげがなさすぎる気がする。彼は呆あきれながらもぬいぐるみを放り投げようとして、何となく可哀想になり、置き直した。

　改めて、彼が歩き出そうとした時、遠くから虚うつろな声が聞こえてきた。

『えりざべ………ーと………エリ………ーと………………ザベ………ート………』

「なんだ？」

　櫂人は思わず足を止めた。瞬間、低い男の声が巨大な蛇のように全身に絡みついてきた。

『エリザベート………エリザベート………私の可愛い娘………エリザベート………私の』

　その声はひどく不気味だった。木々の間を吹く風のように虚ろなのに、肌にべっとりと纏まとわりついてくる熱を持っている。長く聞いていると鼓こ膜まくから脳を浸食されそうだ。

「なんだ………これ」

　強烈な生理的嫌悪に駆られ、櫂人は一歩後ろに下がった。追いすがってくるように、声は更に強くなる。思わず、彼は声を振り払うように走り出した。だが、逃がさないと言うかのように、妙な執念を感じさせる声はどこまでも追いかけてくる。

『エリザベート………エリザベート………私の可愛かわいい娘………エリザベート………私の』

「一体なんなんだよ、おいっ！」

　どれだけ離れても声は続く。活路を求めて辺りを見回し、櫂かい人とはあるものに気がついた。死体の山のように積まれた壊れた玩具おもちやの中に、一枚の扉が埋もれている。その様はまるで玩具の兵士に守られているかのようだ。物は試しと、櫂人はそのノブを摑つかみ、引き開けた。

　開いた扉の中には、向こう側の光景ではなく、更に濃い無む明みようの闇やみが広がっていた。一歩扉を潜くぐり、櫂人は目を見開いた。




　彼は見知らぬ部屋の中に立っていた。

「………………えっ？」




　呆ぼう然ぜんと、櫂人は辺りを見回した。どうやら、ここは子供部屋らしい。

　直方体に近い部屋の壁にはくすんだ黄色の花模様の壁紙が貼はられ、窓辺には砂糖菓子のような愛らしい石せつ膏こう飾りが設しつらえられている。家具は白で統一され、金の取っ手の美しい簞たん笥すの上にはぬいぐるみや人形が飾られていた。四本の支柱に囲まれたベッドには真珠色のシーツに包まれた、恐らく水鳥の羽根が詰められている分厚いマットが置かれている。




　幾枚も重ねられた毛布の海の中には、ネグリジェを着た少女が座っていた。

　彼女の胸元は、べったりと血で紅あかく染まっている。




　少女は青あお褪ざめた頰ほおと血管の浮いた瘦やせた体をしていた。元は見事だったのだろう長い黒髪は痛々しく艶つやを失い、先に行くほどもつれている。大きな目と通った鼻び梁りようは人間ではないかのように美しいつくりをしているが、虚うつろな瞳の中には生気と呼べるものがなかった。更に小さく薄い唇には、吐いたらしい血の痕あとが凄せい惨さんにこびりついている。




　死の影が差した見覚えのある顔に、櫂人は息を吞んだ。

　間違いない。この少女は、幼少のエリザベートその人だ。




（あっ………これはきっと、俺が見てはいけないやつだ）

　そう悟り、櫂人はじりじりと後ろに下がった。彼はそのまま来た扉を潜る。体全体が扉を抜けると、目の前の光景は無事水面が揺れるように崩れ、消えた。後には壊れた玩具の山と、そこに突き刺さった扉が残される。

　どうやら『子供部屋』からなんとか脱出できたらしい。『宝物庫』を見回し、櫂人は安あん堵どの息を吐いた。だが、すぐさま気味の悪い声が耳を打った。先程目にしたものは何だったのかを考える暇もなく、櫂かい人とは後ろを振り向くと駆け出した。混乱したまま、彼は必死に幼いエリザベートの幻影と、彼女を執しつ拗ように呼ぶ男の声から遠ざかった。

（やめろよ、なんなんだよ………俺は、俺は何も知りたくなんてねぇよ）

　あのふざけてはいるが、誇り高い女の過去を知ることなど、櫂人はごめんだった。本人が恐らく知られたくないだろう記憶を、無理に覗のぞこうとは思わない。別に彼女に好意的な気持ちなどないが、それは裏切り行為な気がした。




　エリザベート・レ・ファニュは誇り高き狼おおかみであり、卑いやしき牝めす豚ぶたである。




　そう自称して憚はばからない今の彼女は、か弱い少女からは程遠い。

　そうではない姿を、きっと従者である櫂人が望まれもしないのに見るべきではないのだ。




　一心不乱に走り続け、櫂人はまた大きく雰囲気の違う場所に辿たどり着いた。




「ぜっ、………はっ……はぁ………どこだ、ここ？」

　行き止まりなのか、彼の目の前には高い石壁が聳そびえている。近寄ってみると、壁は立方体の石が微み塵じんの隙すき間まもなく組まれた異様な造りをしていた。それが延々と左右に続く様は、まるで世界の果てに辿り着いてしまったかのようだ。そこで櫂人はあることに気がついた。

「ん………なん、だ？」

　何な故ぜか、壁の一部が丸く照らし出されている。櫂人は恐る恐るそこに近寄った。

　照らされた壁からは、鉄てつ枷かせが生えていた。

　そこに、まるで商品を飾るかのように、全裸の少女が上半身を磔はりつけにされている。

「はぁっ？」

　櫂人は驚き、立ち竦すくんだ。何度見ても間違いない。美しい銀髪の少女が壁に手首を繫つながれているのだ。少女は豊かな胸を持つ、完かん璧ぺきなバランスの肢体を痛々しく投げ出していた。

　それを目にした瞬間、櫂人は何故か微かすかな違和感を覚えた。だが、裸体をまじまじと見つめるわけにもいかない。視し姦かんしていたと疑われても困る。

　違和感を無視して、櫂人はバッと顔を背けた。横目で恐る恐る、彼は少女の様子を確認する。銀髪の少女はうつむいたまま動かない。

「おいっ、大丈夫か？　なぁっ？　おいって」

　話しかけても返事はなかった。何故この少女が囚とらわれているのかはわからない。どうするべきか、櫂人は迷った。だが、エリザベートの性格上、悪魔をただ拘束しておくとも思えないので敵の可能性は低いだろう。

　もしも少女が敵だったとしても、ここでなら犠牲になるのは自分だけだ。

　この場を去り、やはり戻ろうとしても、同じ場所に帰って来られる保証はない。後でやはり助けるべきだったと、後悔するよりはいいだろう。

　そう考え、櫂かい人とは少女の拘束を解くことにした。見回してみるが、辺りに使えそうな道具はない。だが、櫂人は少女の細い足首に革袋が括くくりつけられていることに気がついた。

　腕を縛いましめられている彼女には、自分では取れない悪趣味な位置だ。

　袋を取り、櫂人はその中身を確認した。傾けると、中から一本の鍵と羊皮紙が出てきた。櫂人は鍵で少女の手て枷かせを解いた。二本の腕は力なく白い体の横に落ちる。だが、自由になっても彼女は動き出そうとしなかった。何か体を覆うものはと辺りを見回して、櫂人は床に落ちたままの羊皮紙に目を奪われた。その表面にはでかでかと紅あかい文字が記されている。

「『使用説明書』？　『起動時の注意』？」

　人造人間ゴーレムの機能で、櫂人はこの世界の文字を解読し、首を傾かしげた。ふとある可能性に気がつき、櫂人は今度こそバッと少女の姿を直視した。

　そこでようやく、櫂人は先程覚えた違和感の正体に気がついた。

　銀髪の少女の細い手足の関節はよく見れば球体状になっている。真まっ直すぐな銀髪も人毛ではなく、キラキラと輝く銀糸で作られていた。




　少女は人形だ。恐らく、彼女も『宝物庫』に保存されているものの一つだった。




　次の瞬間、少女の頭はガガガッと急激に上下に跳ねた。彼女はゆらりと顔をあげる。翠みどり色の宝石でできた目が、怪しく光った。その顔を見て、櫂人は恐怖を覚えた。

　芸術作品のように美しい顔には、何の表情もない。

　その顔面の筋肉は、仮面のように完全に硬直していた。

　少女───機械人形の四し肢しは、球体関節を中心に、ぐるぐるとそれぞれ別方向に回転を始めた。尋常ではない様子に、櫂人は慌てて羊皮紙の続きに目を走らせた。

　紅インクの文字を読み、彼は目を剝むくと、地面を蹴った。




　────起動時は人間を襲うことがあるので注意。




　櫂人は全力で逃走を始める。

　その後ろから、人形が高速で床を這はう音が追いかけてきた。
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　障害物競走の要領で、櫂かい人とは走った。椅い子すを飛び越え、簞たん笥すの隙すき間まを潜くぐり、金貨の山を滑り降りる。その狙ねらいは当たった。

　人形には物を避ける発想がないらしく、真まっ直すぐに突っ込んでくるのだ。物を破壊する分人形の移動には時間がかかる。それで上う手まく距離を稼ぎ、櫂人は逃げ続けた。だが、一瞬でも気を抜けば、彼自身も破壊された物の一員に加わることになるのは目に見えていた。

（待てよ、本当、冗談じゃねぇぞっ！）

　足の筋肉が断裂しかねない勢いで、櫂人は最後の階段を駆け上がった。激痛は無視して、彼は意志の力で体を動かす。振り向けば終わりだ。もう盾になる物もない。

　恐怖を吞み込み、彼は何とか生きたまま黒い扉に辿たどり着いた。だが、そこはぴったりと固く閉じられている。櫂人は扉に拳こぶしをぶつけ、慌てて叫んだ。

「エリザベート、開けろっ！　開けてくれっ！」

「どうしたカイトよ。やっと懲こりたか。今度からはちゃんと味見くらいするがいい」

「やっぱり罰のつもりだったんじゃねぇかっ！　いいからここを早くっ」

　瞬間、櫂人は心臓に針を刺されたような悪寒を覚えた。

　本能に従い、彼はその場に伏せた。人形の足が、彼の頭上を薙なぐ。蛇の一撃のように、ありえない角度から迫った爪つま先さきが、硬い扉を粉砕した。慌てたエリザベートの声が響く。

「なっ、なんだ、一体何の騒ぎだこれは？」

　それを聞きながら、櫂人は飛び散る破片の中に頭から突っ込んだ。彼は傷だらけになりながらも玉座の間に転がり出ると、慌てて『宝物庫』の入り口から距離を取った。そこからふらりと人形がでてくる。幽鬼のように、人形は白い体を揺らした。

　エリザベートは自分で運んできたらしいワインを、勢いよく口から噴き出した。彼女は啞あ然ぜんとした、珍しい表情で怒鳴る。

「き、貴様っ、どれだけ下層まで降りたというのだっ！　ソイツは我が養父の造った悪趣味な機械人形だぞ！　特に命令を受けていない状態では、目につくもの全てを破壊する物騒な代物だ。何な故ぜ起動させた！」

「勝手に起動させたのはすまんかったが、わからんっ！　枷かせを解いたら自動で動き出したんだっ！」

「枷を解くことこそ起動の合図だ、この極限の馬鹿者がっ！」

　エリザベートはワイングラスを、それも運んできたらしい丸いサイドテーブルに叩たたきつけた。憩いの一ひと時ときと洒落しやれこもうとしていたようだが、くつろぎの時間は最も早はや木っ端微み塵じんだ。

「ええい、腹立たしいっ！　何故、木で偶くごときにこの余が煩わずらわされねばならんのだ」

　彼女は苛々と玉座から立ち上がり、ヒールの爪先で床を二回叩いた。

　闇やみと花弁が、床の上を霧のように幅広く滑った。そこから大量の針が垂直に生える。だが、人形は驚異的な反射神経と獣のような跳ちよう躍やく力で、真上に跳ぶとそれを避よけた。彼女は一本の針の先端を足裏と掌てのひらで挟み込むことで、体を傷つけずに着地する。

「なんと、これを避よけるか」

　エリザベートは感心したように呟つぶやくと、手を後ろに振り被かぶり、前に振った。闇やみから飛び出した斬ざん首しゆの鉄斧おのが、針の上の人形の首に迫る。彼女はカクンッとまるで関節を外したような動きで、首を前に落とし、ぎりぎり刃を避けた。ぎょっとエリザベートは目を見開く。

　人形はぐぐっと足を曲げ、再び跳ぶと玉座の直前に着地した。彼女はエリザベートに肉薄する。途端、そのタイミングを計っていたかのように、エリザベートは指を鳴らした。




「『水責め椅子ダツキング・スツール』！」




　床から生えた椅い子すが、人形の尻しりを上う手まく掬すくいあげた。彼女は革ベルトで拘束される。『水責め椅子』は、以前櫂かい人とが座らせられた拷問椅子によく似ていた。だが、その座面に針の飛び出る穴はない。代わりのように、背せ凭もたれには長い鎖が括くくりつけられていた。

　不意に、人形の周囲の床が四角く消滅した。その下には、紅あかい花弁の浮かんだ水がなみなみと湛たたえられている。

　バシャアアアアアアンッと派手な音を立てて、人形は水中に没した。

　人形が暴れているのか、しばらく水面は派手に泡立った。だが、不意に静かになる。鎖がチャリチャリと音を立て引き上げられると、椅子に座った人形は動かなくなっていた。

　銀色の髪からポタリポタリと滴しずくが落ちる。ふぅっとエリザベートは安あん堵どの息を吐いた。

「やれやれ、やっと静かになったな。だが、こやつには水の排出装置もついておるからな。すぐに自動回復するであろうよ。中の歯車が再び動き出す前に壊すとするか」

「えっ、ちょっと待ってくれ。壊すしかないのか？」

「当然であろうが、壊さなければ物騒で敵かなわんわっ！　それともなんだ、首を切り裂きに来る人形を避よけ続けろとでもいうのか？　まずは貴様が盾になるか？　ん？」

「いや、元はと言えば、俺が勝手に起動させちまったせいだから………これだけよく造られてるもんを壊すのはちょっと………せめて、元通りに停止させられないのか？」

　そう、櫂人はエリザベートをなだめた。迫り来る機械人形は恐ろしかったが、元はと言えば、彼が勝手に起動させてしまったのが悪いのだ。ここまで精せい巧こうに人間を模したものを壊すのには抵抗がある。それに物もの凄すごく高そうな品だ。弁償はできそうにない。

　エリザベートは不機嫌に口を開いた。だが、彼女は不意に怒鳴り声を吞み込んだ。

「ん？　待てよ。確かに、貴様の言う通り、勿もつ体たいなくはあるな。もしや使えるやもしれん」

　ふむっと考え込むエリザベートの前で、人形は細かく震えだした。ガキッ、ギッと嫌な音を立てて、人形はありえない動きと角度で顔を跳ねあげる。

　翠みどりの目が再び怪しく光った。同時に、エリザベートは歌うように呟いた。




「『歯車よ止まれ。お前は永遠に美しい』」




　ぴたりと人形は急停止した。次の瞬間、ぐったりとその全身は弛し緩かんする。あれだけ拘束に手を焼いたというのに、言葉一つで人形が変化したことに、櫂かい人とはぎょっとした。

「なっ、何をしたんだ？」

「新しい主あるじを登録するための呪じゆ文もんよ。ふむ、効果があるとは、やはり、こやつは以前の設定が白紙にされておるらしいな。これで、新しく主を設定し直せるはずだ。そうすれば、新しい主の命令が第一になるからな。むやみやたらと人を襲うこともなくなる。さてはて」

　エリザベートは再び口を開きかける。その瞬間、人形はガキッと首を動かした。

　ギギギギギッと無理やり首を曲げ、人形は櫂人を見る。彼は何事かと思わず小さく跳び跳ねた。だが、人形は無言でじっと翠みどり色の瞳に彼の姿を映すばかりだ。何となく縋すがられているような気がして、櫂人は困惑した。エリザベートは感心したように短く口笛を吹いた。

「なんと………こやつ、自分で選びおったな。喜べ。二回助けたせいか、貴様、コレに気に入られたようだぞ。よかろう、今からコレの主はお前よ。だが、一つ問題がある」

「主？　えっ、しかも問題があるってなんだよ？」

「コレの主となる場合、『関係性』を設定せねばならんのだが、コレの造り手には人を困らせる悪癖があってな。選べる四つの『関係性』、『親子』『兄弟』『主従』『恋人』のうち正解は一つだけだ。間違いを選べば、機械人形は殺意をもって主に向かってくる。余なら問題ないがお前では死ぬ」

「正答率は四分の一とか正直きついんだが、どうしろと？」

「さぁな、壊せば話は早いのだが、それを嫌がったのは貴様故ゆえな。『親子』『兄弟』『主従』『恋人』のうち………そうだな。『最も裏切らない』と思うものを選ぶがいい」

　エリザベートはにやりと笑い、悠然と玉座に座り直した。サイドテーブルのワイングラスを持ち上げ、彼女はゆっくりと回し出す。どうやら高見の見物と洒落しやれこむつもりらしい。

　エリザベートは今の状況を楽しむことに決めたようだ。混乱したまま、櫂人は必死に頭を回した。何せ、自分の生死がかかっている。親は死んでもゴメンだった。兄弟は詳しくは知らないが、一度、血が繫つながっているという男に会った時の思い出はロクなものではなかった。主従は、目の前のエリザベートとの関係からして却下。残るのはただ一つだけだ。

「『恋人』、だな」

「さては貴様、童貞だな」

　一体何を断言してくれるのか。エリザベートの暴言に、櫂人が抗議をする間もなく、人形の体は今までになく激しく揺れ出した。その痙けい攣れんを抑えきることができず、拘束ベルトが音を立てて弾け飛んだ。球体関節の隙すき間まから、熱い煙が噴き出す。

　あまりに苛か烈れつな反応に、櫂かい人とは自分の体よりも先に、思わず人形のことが心配になった。

「おっ、おい、壊れてないよな？」

　彼が恐る恐る覗のぞき込んだ瞬間、人形はカッと目を開いた。彼女は『水責め椅い子す』の革ベルトを引きちぎり、跳ちよう躍やくすると水槽を軽々と越え、櫂人の前に着地した。

　あっこれは殺されるなと、彼がそう覚悟した時だった。




　人形は櫂人の前に片膝ひざを立てて、ザッと跪ひざまずいた。




「へっ？」

「お待ちしておりました。我が愛、我が恋、我が運命、我が主君！　まことの恋人！　永遠の伴はん侶りよよっ！」

　感極まった声で、人形は叫んだ。初めて聞くその声は、意外にも耳に心地よい高さをしている。人形は櫂人の手をしっかりと摑つかみ、顔をあげた。

　サラサラの銀髪に囲まれた顔には、今までは一切なかった表情が産まれていた。

　翠みどり色の目は、柔らかくとろりとした垂れ目になり、白い頰ほおには朱が差している。人形はその清せい楚そだがどこか色っぽさを感じさせる甘やかな顔立ちに恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

　彼女は人間味に溢あふれる仕草で櫂人の掌てのひらに頰ずりをする。肌き理め細かい肌は、人のもののようにしっとりとしていて、温かかった。人形は実に幸せそうに、うっとりと囁ささやく。
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「これより、私はこの四し肢しがもげ、首が落ち、鋼の心臓が止まるまで、あなたの恋人であり伴はん侶りよです。私はあなたのために生き、あなたのためにだけ壊れましょう。私を愛し、私を止めるのは、これより全て、あなた様ただお一人だけに許された権利です」

　彼女はじっと櫂かい人とを見上げる。そして、恥じらうようにふわりと微笑ほほえんだ。




「どうか、ご随ずい意いのままに、末永くかわいがってくださいましね？」




　怒ど涛とうのごとく重ねられた言葉に、櫂人とエリザベートは硬直した。二人の反応に構わず、人形は櫂人の掌てのひらに頰ほおずりを続ける。その愛らしい仕草は甘えたい盛りの子犬のようだ。

　やがて、エリザベートは低く呟つぶやいた。




「…………ど、どうやら、正解を引き当てたようだが、う、嬉うれしいか？」

「…………い、いや、これはこれで」




　これはこれで面倒なことになった気がする。

　その言葉を、櫂人は人形の幸せそうな笑顔を前に吞み込んだ。














「うっまい！」




　フォークとナイフを手に、エリザベートは満面の笑みを浮かべた。




　櫂かい人との初めて見る、邪悪さの欠片かけらもない笑顔だ。背筋に鳥肌が立つほどの異常事態だった。それどころか、彼女だけではなく、食卓にも様々な変化が生じている。

　長テーブルには、糊のりを効かせた唐草模様の重厚なテーブルクロスが新調され、無人の席の前にも色鮮やかな花々が飾られていた。交互に並べられた金と銀の燭しよく台だいにはちゃんと火が灯ともされ、穏やかな光が幾つもの銀器を照らし出している。




　そして皿の上では、手の込んだ料理の数々が芳ほう香こうを漂わせていた。




　豚頭のゼリー寄せ、ブリオッシュ添え。爽さわやかな酸味を効かせた腸のサラダ、羊のトリッパのミネストローネ。黄金色に焼かれたキドニーパイ。フォワグラのテリーヌ。

　そして、デザートには花のように林檎りんごの薄切りが敷き詰められたタルトだ。

　次々とエリザベートはできたての料理を頰ほお張ばっていく。その目には大げさなことに感動の涙まで浮かべられていた。

「美う味まい、美味いぞ、実に見事だ！　誠に美味！　褒めてとらせるぞ、人形よッ！」

「カイト様の主であらせられるエリザベート様のお口にあいましたのなら、光栄です」

　彼女の隣には機械人形が清せい楚そに控えている。その翠みどり色の目には優しげな光が湛たたえられ、口元には穏やかな微笑ほほえみが浮かべられていた。丈の長い、クラシカルなメイド服を纏まとい、愛らしいメイド帽まで装着した姿は、この城に長年勤め続けてきた女中のようだ。

　昨日、襲いかかってきたのと同じ相手だとは到底思えない。

　未いまだ若干怯おびえながらも、櫂人は恐る恐る彼女に話しかけた。

「お前、戦うだけじゃなくって料理も作れたんだな？」

「はい。私の自記装置レコーダーには、戦闘情報以外にも、数千のレシピをはじめとしたお役に立ちそうな技術が刻まれております。料理から掃除、遊ゆう戯ぎのお相手に夜のお供まで、カイト様のお望みをいつでも完かん璧ぺきに叶かなえる用意がございますよ？」

「いやいやいや、そういうのはいいから。過剰サービスはちょっとどうかと思うぞ」

　パタパタと櫂人は掌てのひらを横に振った。この人形の相手をしていると、どうにも戸惑うことが多い。すると、しょぼんと垂れた犬耳と尻尾しつぽが見える勢いで人形は肩を落とした。

「そうですか？　もしも、お考えが変わられましたら、いつでもお申しつけくださいね？　この身はカイト様のものなのですから、いつでもどこでも、お好きなようにして頂くことこそ、私にとっての至上の喜びですから」

「どこでも………って、えっ、つまり、外でも？」

「勿もち論ろんっ、外でも！」

「なーにを話しとるのだ貴様らは」

　大きく切り取ったパイをサクサクと嚙かみ砕き、エリザベートは呆あきれた声をあげた。香ばしい皮の快い歯は応ごたえと、内臓の野性味のある複雑な旨うま味みを楽しみ、彼女は食事を終える。

　口元をナプキンで丁寧に拭ふき、エリザベートはその仕事を讃たたえるように人形を見た。

「うむ、我が執事バトラーの馬鹿野郎がお前を起動させおった時には、最も早はやカイト共々ぶっ壊すしかあるまいと思っていたが、見事な料理の腕前ではないか。不幸中の幸いとはこのことよ。喜べ、カイト。貴様、無事延命したぞ」

「そんな知らないところで、俺が殺されかけていたとは、俺は思いもよらない」

「つまり、私はカイト様のお役にも立てたのですね？　ありがとうございます。この上ない栄誉であり、幸福ですっ！」

「それで、だ。貴様を我が従者の一人。いや、ここは貴様の意志を尊重して、我が従者の従者として、改めて迎え入れようと思うが………カイトよ。こやつに名をつけてやれ」

「名前？」

「貴様、いちいち呆ほうけるでないわ。名は万物に必要なものであろう。己の所有物を、呼ぶことすらできぬままでは不便ではないか」

「いや、所有物にするつもりはないんだけど。人形って言ったって、女の子なわけだし」

　櫂かい人とはそう首をフルフルと横に振った。人間とほぼ変わらない存在を所有するのは、彼には荷が重すぎる。だが、人形はぷくりと頰ほおを膨らませ、両の拳こぶしを握ると、一歩前に出た。

　愛らしく唇を尖とがらせながら、彼女は必死に訴えてくる。

「不ぶ躾しつけながら申し上げますが、私は既にカイト様の所有物です。あなた様が私を『恋人』と定めてくださった、あの運命の時より、私はカイト様の永遠の恋人であり、伴はん侶りよであり、兵士であり、武器であり、愛あい玩がん具ぐであり、性具なのですから。この身はいついかなる時でもカイト様ただお一人だけのもの。どうかそのことをお忘れにならないでくださいまし」

「わっ、わかったって。だから、あんまりアレな発言は控えてくれ。うーん、どっちにしろ、確かに名前は欲しいよな………えーっと」

　額ひたいを押さえ、櫂人は考えを巡らせた。記憶の中から、彼は必死に参考になりそうな情報を探る。だが、彼には人や動物に名前をつけた経験は今まで一度もなかった。許されていた交流関係も極狭い。父親の傍そばにいた女達の名前がいくつか思い浮かんだが、参考にしたいとは微み塵じんも思えなかった。プリンを作ってくれた女性も、最後には去ってしまった。




　その時、櫂人はふと、掌てのひらに頰ずりをしてくる柔らかな感触を思い出した。

（………あっ、そういえば、いたな。昔、一度だけ。俺を無条件で慕ってくれたやつが）




　記憶の中から、真っ白な子犬の姿が浮かびあがった。近所で飼われていた雌の子犬は、櫂かい人とによく懐き、彼が訪れる度、尻尾しつぽを振り、涙を舐なめてくれた。彼女と遊べたのは、次の引っ越しまでの僅わずかな期間だけだったが、櫂人はそれでよかったと思っている。息子が仲良くしていると知っただけで、彼の父親は子犬を誘拐し、惨殺しかねない人間だった。

　あの子は優しい、いい子だった。大きく垂れ目がちな目はこの人形と少し似ている。

　悩みながらも、櫂人は犬の名前を思い出し、口を開いた。

「『ヒナ』………『ヒナ』でどうだ？」

「なんだか凄すごい適当かつ、場当たり的につけた名前な気がするんだが」

「おっ、俺なりに一生懸命考えたって！」

「流石さすがカイト様っ！　天と地、あらゆる人間亜人獣人幻獣神々に勝る、素晴らしい名前だと思いますっ！　ありがとうございます。私はこれより、ヒナと名乗らせて頂きますね？　ヒナ………ヒナ、私はヒナ。カイト様につけて頂いた名前………ぐふふふふふふふふっ」

　若干怪しく、ヒナは肩を震わせた。どうやら喜んでくれているようだがやや反応が怖い。

　ヒナの命名が終わったところで、丁度『肉屋』が現れた。エリザベートは彼から多めに内臓を買い込むと、ヒナに手渡した。櫂人はその間に、食器を腕の上に積み上げていく。

　いい作り手がいると、話も弾むものらしい。『肉屋』と楽しげに話し続けるエリザベートに礼をし、櫂人とヒナは厨ちゆう房ぼうへ向かった。




　厨房に着くと、櫂人は汚れた食器を洗い場へ運んだ。ヒナは『肉屋』から受け取った内臓を使い、早速夕飯の下ごしらえを始める。

　迷いもせず、使用予定の調味料の瓶を台に並べていく姿に、櫂人は声をかけた。

「なぁそれって、ちゃんとどれがどの味ってわかるのか？」

「はい、この世界に現存する調味料に関しては、ほとんどが登録済みですから。それに、時間に伴う劣化、製造過程における微妙な味の変化も匂いから分析ができますので、随時、適正量の変更も行っておりますよ」

「なるほど。ヒナは凄いんだなぁ」

　櫂人は素直に感心して頷うなずいた。ヒナは恥じらうようにもじもじしながら頰ほおを赤く染める。

「お褒めに与あずかり、光栄です。ところで、あの、カイト様はどんな料理がお好きですか？」

「………うーん、食には特にこだわりがないって言うか。腐ってたり、毒物が入ってなくて、食えればなんでもいいかなぁ？」

　何せ、生前の食生活が食生活だ。安全に食べられれば、それだけでありがたい。櫂人の適当極まる返事に、ヒナは真剣な顔でこくりと頷いた。

「なるほど、了解しました。それでは、カイト様に美お味いしいと思って頂けるよう、私なりの味で精一杯努めさせて頂くことにしますね。そして、もしも………大変畏おそれ多いことですが、もしも、私の料理こそカイト様のお好みの味だと思って頂けるようなことがあれば………あぁっ、そんな栄誉を賜たまわった日には、このヒナ、もう死んでもいいですっ！」

「ヒナ、落ち着いてくれ。俺はお前にそんなことで死んで欲しくない」

「わかりましたっ！　末永く生きます！」

　頰ほおを赤く染め、ヒナは頷うなずいた。そんなずっと傍そばにいろだなんて、カイト様そんなと、彼女はくねくねと体をくねらせる。上下に揺れる豊満な胸を眺めながら、櫂かい人とは若干困った。だが、ずっとこの地ち下か牢ろうのような閉へい塞そく感かんのある厨ちゆう房ぼうに一人きりだったのだ。

（何だかんだで、話し相手がいるのには癒いやされるよなぁ）

　うんうんと頷き、櫂人は皿洗い場の蛇口を捻ひねった。城の水道は水精霊ウンデイーネのいる貯水庫と繫つながっている。湯が出ないのは時たま辛つらいが、好きなだけ水が出せるのはありがたかった。

　彼が冷たい水で食器を洗う横で、ヒナは包丁をくるくると回し、内臓の下ごしらえを始めた。瞬またたく間に、内臓は不要な部位を取り除かれ、適切な大きさに切り分けられていく。肉を必要以上に傷めることがないようにとの配慮か、その切り口は鋭するどく、美しい。

　思わず手を止めて、櫂人は圧巻の刃捌さばきを眺めた。その時、エリザベートの声が響いた。

「執事バトラー、執事バトラーーっ！」

「…………」

「カイトーっ！」

「うるせぇよ、何だよっ！」

　濡ぬれたままの食器を置き、櫂人はヒナに後を頼むと駆け出した。

　てっきり、玉座の間にいるものだと思ったが、エリザベートはまだ食堂に残っていた。

　扉を開くと、彼女は猫脚の椅い子すの上で、ワインを揺らしながら不機嫌に足を組んでいた。彼女の前、先程まで『肉屋』が座っていた席には、新たな客人が着いている。

「このいけすかん男が、お前に話があるそうだ」

「やぁ、初めまして………瀬せ名な櫂かい人と君、だね？」

　そこには黒いカソックを着た、彫りの深い顔立ちの金髪碧へき眼がんの男がいた。

　男は山や羊ぎを連想させる、温厚そうな目を細めた。そのどこかうさんくさい顔に、櫂人は背筋が粟あわ立だつような嫌な予感を覚えた。そこで、彼は男がちゃんと漢字に聞こえる、滑なめらか、かつ正しい発音で名前を呼んできたことに気がついた。

　櫂人の不安に気づいているのか、いないのか、男は堂々と口を開いた。




「私の名は、クルーレス・レイ・ファウンド。教会の者だ。君の個人聴取を希望している」





　　　　＊＊＊






「……………………………………………………………………はぁ」

「エリザベート。流石さすがは君の従者だな。君と態度がよく似ている」




　そう、男は感心しているのか、呆あきれているのかわからない口調で言った。改めて、櫂かい人とは教会の人間だという男、クルーレスをまじまじと見つめる。

　この世界の教会について、櫂人は詳しく知らなかった。だが、エリザベートの処刑執行を一時停止し、悪魔狩りを命じているのが教会である以上、相応の権力を有する存在であることは間違いないだろう。権力を前にすると櫂人は自然と逃げ出したい気持ちになった。だが、ここで逃亡してはあまりにも怪しすぎる。自動的に踵きびすを返しかけた足をぐっと押さえ、彼は自分に何が聞きたいのかと視線で訴えた。

　クルーレスは椅い子すから立ち上がると腰を伸ばし、思いもよらない提案を続けた。

「さて、それでは教会に移動しようか？　この城は暗い。ここで君から話を聞くのは、私が落ち着かないからね」

「えっ？　いやっ、俺はエリザベートサマノバトラーデスシー。勝手に離れるワケニハー」

「お前な。そういうところでだけ、余の従者である事実を主張するな。だが、確かにその通りよ。クルーレス。余の従者を勝手に持ち出すな。それは余の製作物。愚物ではあるが、優秀な機械人形のおまけつきで、それなりに使い勝手もよい。無断の持ち出しは厳禁だ」

[image: ]

「そう言うがね、エリザベート。君は『異世界』の人間の魂を召喚したことを、我々に報告しなかっただろう？」

　クルーレスの言葉に、エリザベートは無言で唇を歪ゆがめた。どうやら、その指摘は図星だったらしい。自分が異世界の人間だとバレていることに、櫂かい人とは驚いた。

　クルーレスは大きな掌てのひらを組み合わせ、更に続けた。

「しかし、私もわざわざ上に報告する気はないんだ。君が『騎士』と『伯爵』を下したと聞き、詳細を確認したかったという大義名分があるとはいえ、私のこの訪問も所しよ詮せんは非公式なものだからね。大げさな手続きと罰ばつ則そくが必要になる前に、互いにこっそり確認を済ませた方が建設的だと思わないか？　故ゆえに、私に彼と話をさせて欲しいんだ。どうかな？」

「ハッ、猿芝居はよせ。なんのかんのと御託を並べたて、どうせ貴様は連れていくまでごねるつもりであろう？　まぁいい。面倒だ。許可をくれてやる。だが、返さねば殺すぞ」

「いい子だ、エリザベート。賢明な判断だよ」

　二人のやり取りに、櫂人は僅わずかに驚いた。エリザベート相手にここまで臆おくさない人物がいるとは意外だった。クルーレスは櫂人に頷うなずきかけ、歩き出す。

　どうやら話の流れで、櫂人はクルーレスについて行くことになったらしい。

　櫂人の意見は双方共、全く必要としていないようだ。

　半ばやけくそで、櫂人はカソックを着た背中に大人しく付き従った。彼に伴われ、櫂人は地下通路に降り、エリザベートの移動陣へ向かった。てっきり、外に出るものと思っていたので、櫂人は眉まゆを顰ひそめる。移動陣の前に立つと、クルーレスは櫂人を振り返った。

「それでは櫂人君。行こうか？　眩暈めまいに注意したまえ」

　クルーレスはカソックの内側から、重そうな燻いぶし銀製のペンダントを取りだした。その太い鎖の先には、ヴェールを被かぶり、逆さまに吊つるされた女の彫刻がつけられている。精せい緻ちな技術で彫りこまれたヴェールは重力に逆らい、頑かたくななまでに女の顔を隠していた。

「『我を正しき道に導きたまえ』」

　彼がそれを陣の中央に翳かざすと、血の文字がぶれた。ザッと大量の紅あかい滴しずくが宙に浮きあがる。それは蒼あお色に発光し、惑星のように辺りをぐるぐると回り始めた。回転が最高値に達した瞬間、蒼い輝きは急停止した。それは床の上に一斉に落下する。




　蒼い雨の晴れた後には、先程までとは微妙に雰囲気の違う地下室が広がっていた。




「………ここは」

　どうやら、エリザベートの地下室とはまた別の場所に辿たどり着いたらしい。壁には固められた土が剝むき出しになっており、岩壁とはまた違う圧迫感を発している。濡ぬれた匂いのする空気はひんやりと冷たく、ここが地下である事実を強く告げてきた。

「さぁ、着いたよ、櫂かい人と君。こちらだ」

　ペンダントをカソックの内側に戻し、クルーレスは一つしかない扉から外に出た。

　部屋の外には、木で四方を舗装されたトンネルのような通路が左右に延びていた。低い天井には、魔法の火の灯ともされた古いランタンが揺れている。まるで鉱山の作業用通路だ。

　朽ちかけの木と土の匂いのする中を進みながら、クルーレスは囁ささやいた。

「教会の地下に延びる、秘密通路さ。私の個人部屋まで繫つながっている。こっちだよ」

　彼の案内で、櫂人は途中で通路を曲がり、細い階段を昇った。

　その先は驚くほど簡素な小部屋に繫がっていた。木製の室内には執務机と書類棚が置かれているきりで、がらんとしている。だが、壁際には先程と同じ、ヴェールを被かぶった逆さまの女性像が飾られていた。近くで見ると、彼女の頰ほおには一筋の紅あかい涙が伝い落ちている。

　クルーレスは跪ひざまずき、櫂人を放置して彼女に真しん摯しな祈りを捧げ始めた。少なくない時間が過ぎた後、彼はようやく立ち上がった。

「すまない、待たせたね。さぁ、どうぞ。楽にしてくれたまえ」

「はぁ、どうも」

　執務机の席を勧められ、櫂人は腰を下ろした。クルーレスは置いてあった陶器製の茶器を傾ける。薄赤い液体が、カップに注がれた。驚くほど爽さわやかなミント系の香りが漂う。

「私はこの茶が好きでね。贔ひい屓きの店から毎回買い占めているのさ」

「はぁ………あっ、いえ、いい趣味だと思いますよ？」

「ははっ、そうかな。そう言ってもらえるなら嬉うれしいよ。よく部下には買いすぎだと、怒られてしまうからね」

　クルーレスは片目を瞑つむってみせた。人間味溢あふれる仕草だが、それを見ても、どうにも櫂人は緊張をほぐせなかった。何か、会話が上滑りしているような不気味さを感じる。

　クルーレスは自分の椅い子すを運ぶと櫂人と向き合う形で執務机に着いた。まるで尋問のような構図だと、櫂人は独りごちる。茶を一口啜すすり、さて、とクルーレスは話を切り出した。

「まさか、エリザベートの悪魔狩りに、従者という形とはいえ、異世界の人間が巻き込まれるとは予想外だったよ」

「あの、エリザベートは特に何も言わないし、俺自身もそういうもんなのかと思ってたんですが、異世界の人間が召喚されるってのはよくあることじゃないんですか？」

「もしかして、説明していないのか。エリザベートらしい適当さだな。珍しいどころではない、極めて稀まれな事例だよ。召喚時に記憶の共有まで起こったと聞いているが、よほど君とエリザベートは波長があったんだろうな。あるいは、君達の性質が似ていたか」

「俺とアイツが似ていると？」

　思わず、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。常に誇り高く、無む茶ちや苦く茶ちやで傲ごう慢まんな彼女と、自分が似ているとは彼にはあまり思えなかった。茶を一口飲み、クルーレスは首を横に振る。

「いや、これは失礼。君達が似ているとは、決して思いはしないさ。何せ、エリザベート・レ・ファニュは幼少時から、ひどく残ざん酷こくな娘だったと聞いているからね」

　その言葉に櫂かい人とは思わずぎょっとした。つい先日見た少女の幻影が、彼の脳裏を過よぎる。

　ベッドに座った、瘦やせ細った病弱そうな少女はひどく虚うつろな目をしていた。

　櫂人は首を横に振り、その幻影を振り払った。彼の動揺に構わず、クルーレスは続ける。

「あの女は大貴族ファニュ家の一人娘として産まれた。彼女は虚弱な体と、玩具おもちやを壊し、小動物の死を悦よろこぶような残忍な気質を持っていたが、十六の頃より、それを更に禍まが々まがしく開花させた。彼女は人に拷問を繰り返し、その苦痛を代償に魔術的な力を手に入れたのさ。そして悪あしき力を使い、更に多くの人々を殺害した。神をも恐れぬ忌まわしき所業だよ」

　クルーレスは陶器のカップを強く握り締めた。その蒼あおい瞳には苛か烈れつな光が浮かんでいる。櫂人は彼の口調に針のような敵意が混ざっていることに気がついた。先程、彼はエリザベートと朗らかに談笑していたが、今の言葉からは明確な憎ぞう悪おすら感じとれる。

　その反応の苛烈さに眉まゆ根を寄せながら、櫂人は彼の言葉にある疑問を持った。

　人々の苦痛を代償に魔術的な力を得る───それはまるで悪魔の御み業わざだ。だが、エリザベート・レ・ファニュは悪魔ではない。彼女は『拷ごう問もん姫ひめ』だった。

「エリザベートは、十四の悪魔の一人ではないはずですが？」

「あぁ、そうだとも。何者とも契約することなく、あの娘は自身の身一つだけでそれを成し遂げたのさ。悪魔の力は使えないはずなのに、どうやって人の苦痛を己の魔力に転換したのか、具体的な方法は最高司祭しか把握していない。だが、それが事実だからね。アレは悪魔を超える能力を持つ、邪悪な女なのさ。果てしなく、冒ぼう瀆とく的てきな存在だ」

　クルーレスはそう吐き捨てた。確かにその通りなのかもしれないが、櫂人は返事に迷った。エリザベートは拷問者であり、圧政者であり、暴君だ。だが、今の彼女は悪魔を狩る側にいる。この世に数多あまたの地獄を産み出す悪魔に、対抗できる人間は恐らく数少ない。

　そして、今の櫂人は彼女に協力する立場にいた。

『伯爵』の一件以来、彼はエリザベートへの反発を保ちつつも、彼女に仕えることに対して、嫌悪感を持ってはいなかった。彼女が時に見せる無邪気さも、実は気に入っている。

　歪いびつだが、それが事実だ。

　迷った末に、櫂人は相あい槌づちを打つのは控えた。だが、クルーレスは何な故ぜかわかっていると言いたげに頷うなずくと、深い溜ため息いきを吐いた。

「すまないね。つい、熱くなってしまった。だが、これは彼女とそれなりの時を過ごしている君には、わかりきっていることだったかな。さて、次は君の世界について聞かせてもらえるかい？　君の世界は、魔術よりも機械が発達しているというね？」

「ええ、はい。と、言うか魔術はほぼありませんね………俺達の世界では通常」

　クルーレスの問いかけに、櫂かい人とは淡々と応こたえた。とはいえ、彼の生前の知識には非常に偏りがあるうえに、工業的な技術に関しては恩恵を受けてはいたものの、その仕組みについて理解しているわけではない。やり取りは非常に曖あい昧まいなものとなったが、それでもクルーレスは興味深く受けとめたようだった。

　自分の茶を全て飲み干し、彼は穏やかに首を横に振った。

「ありがとう。実に有益な話だったよ。そして、心より残念に思う。今後、悪魔との戦いは激しさを増していくことだろう。エリザベートが十三人の全悪魔の殺害を終えるまで、君が生き残っていられるとは、私には到底思えないね」

「そうなん、ですかね。一応、この体は不死なんですが、確かに厳しいかなとは思います」

「そうだね。それに万が一、最後まで生き抜くことができたとしても、残された君には教会による異端審問が待っているからね」

「はいっ？」

　予想しない言葉に、櫂人は思わず声をあげた。無作法な反応にも、クルーレスは動じない。櫂人をじっと見つめる蒼あおい目の中には、特に感情というものが浮かんでいなかった。

　それは自分と同じ人間に対して向けるものではない、蟲むしを見下すような眼まな差ざしだ。

「君は何を驚いているんだ？　当然の処置だろう？　教会からすれば、『拷ごう問もん姫ひめ』エリザベート製の人形を、彼女が務めを終えた後も生かしておくわけにはいかないからね。君も火ひ炙あぶり。よくて監禁だ。その前には長きに亘わたる拷問も待っている」

「それは………あの、正直ごめんなんですがね。俺は強制的に巻き込まれただけなんです。拷問を行うのはあなた達でしょう？　何とかならないものですか？」

「そこで一つ、私から提案があるんだが」

　クルーレスは僅わずかに身を前に乗り出してきた。その瞬間、櫂人は違和感を覚えていたピースがようやく嵌はまったような気がした。今までの会話は、何かを切り出す前の茶番のように、彼には感じられたのだ。相あい槌づちは誠実だが、全ての言葉がクルーレスの耳を上滑りしているような感覚は、どうやら間違いではなかったらしい。

「どうだろう。私は非公式な監視、訪問を続けるほどに、エリザベートを危険視している。教会で彼女を捕らえた際、逆らい、逃げだすことのないよう枷かせはつけたが、『拷問姫』が十三体の悪魔のどれか一体と契約すれば、その力は増し、枷は弾け飛ぶだろう。それどころか、『拷問姫』の独自に持つ力と悪魔の力が合わさればとんでもないことになる」

「そんな状態のアイツを、戦わせてもいいんですか？」

「教会の最高責任者の一人であるゴド・デオス様が、彼女の悪魔とは契約しないとの誓いを信頼するとの仰せだ。そうなった時には、彼が自身の命と全霊力を引き換えに封印するという………あの方ならば、確かに可能だろうが、その時、我々は最も偉大な聖職者を失うこととなるのだ。待ち受ける災厄を予想しながら、全ての悪魔を超える悪魔を、この世にみすみす産み出すわけにはいかない」

　クルーレスはカソックの内側に手を入れ、再び逆さまに吊つられている、受難の女のネックレスを掌てのひらに載せた。その裏蓋ぶたを慎重に開けると、彼は中から一本の瓶を取り出した。

　クルーレスはそれを櫂かい人とのカップの上で傾けた。涙のような無色透明の滴しずくが、茶に波紋を生む。次の瞬間、薄赤い茶は濃い紫に染まり、直すぐに元の色に戻った。

「エリザベートにこの毒を飲ませてくれ。代わりに、君には安らかな死を贈ろう」

「死？　ですか」

「あぁ、そうだ。神の御み手てに反する存在を生かしておくことはできない。だが、話を聞く限り、君も召喚時は死にたがっていただろう？　彼女の下にいるのならば苦痛の恐ろしさを知っているはずだ。わかってくれるね？　これは悪い取引じゃないはずだ」

　クルーレスはそう微笑ほほえんだ。彼から最初に受けた嫌な印象を思い出し、櫂人は更に納得した。クルーレスは傲ごう慢まんなのだ。彼は自身を傲慢だと気がつけないほどの圧倒的な高みから、櫂人を見降ろしているつもりでいる。

　その言葉は、クルーレスにとっては紛れもなく慈悲なのだ。

　櫂人は慎重に罵ば声せいを吞み込んだ。城に帰されるまで、沈黙しようと彼は心に決める。

　快い返事がないことに、クルーレスは納得のいかない様子で首を傾かしげた。

「不満げな反応だね………そうだ。提案の正当性を理解してもらうために、君には特別に、私が管理を任せられた『異端者』の末路を見せよう。ついて来たまえ」

　クルーレスは櫂人を連れ、再び階段を降りた。彼は弾んだ足取りで、暗い通路を進んでいく。その道中、他の聖職者に出会うことはなかった。櫂人はそれに違和感を覚えつつも彼の後に続いた。やがて、クルーレスはある階段を昇った。

　彼は端に布を詰められ、防音処理の施された、分厚い扉の取っ手を摑つかんだ。

「見て、聞き、そして学ぶといい」

　彼は扉を押し開いた。瞬間、全身の血が下がるほどの恐ろしい悲鳴が飛び出してきた。

　人々が呻うめき、泣き叫び、苦しみ、狂ったように殺してくれと訴えている。濃い血臭の香る異端審問部屋には十分な広さがあり、正方形の室内は鉄格子で半分にわけられていた。




　その向こう側では、小規模な地獄が繰り広げられていた。




　全身の体毛を剃そられた人間が、壁に張りつけられている。その生白い肌には、びっしりと鋲びようが打たれていた。禿とく頭とうには大量の螺ね子じが取りつけられ、今も真っ白な服を着た人間の手で、新しい螺子が肉に回し入れられている。手術台に縛りつけられた女性は、体を鋸のこぎりで寸刻みにされ、延々と痙けい攣れんを繰り返していた。足を鉄板の上でじっくりと炙あぶられている老人は、殺してくれと痙攣しながら懇こん願がんし続けている。舌に馬の毛を通され、吊つるされた青年は、干からびた舌が切れ、落下する時を、滂ぼう沱だの涙を流しながら待ち続けていた。




　他にも何な故ぜ生きているのかわからない人間が大量に蠢うごめいている。櫂かい人とは目を見開いた。

　よろりと、彼は一歩後ずさった。それでも、櫂人はあまりに凄せい惨さんな地獄絵図を、じっと目に焼きつけた。強烈な恐怖に打ちのめされながらも、彼は冷静に場を観察する。

　安らかに死ねることが、どれだけ慈悲に溢あふれた提案なのか。

　櫂人はクルーレスの言葉が、決して誇張ではなかったことを理解した。




「いい返事を待っているよ」




　クルーレスは優しく微笑ほほえみ、櫂人の手にしっかりと毒瓶を握らせた。
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　蒼あおい雨が降り落ち、視界が晴れる。

　移動陣から一人でエリザベートの城に戻ると、櫂人はその場に跪ひざまずいた。




「………ぐっ………げぇっ」

　眩暈めまいがひどく、吐き気がした。エリザベートとの転移では起こらなかった症状だ。あるいは、これは先程の光景と突きつけられた選択肢に胃が軋きしんでいるせいかもしれなかった。

「そりゃあ、な。あれは、ひどすぎ、だ」

　そう毒づくと櫂人は唾つばを吐き、何とか立ち上がった。彼はふらふらと地下道を歩き出す。

　帰り道は覚えていた。櫂人は経験上、痛みを伴った情報は忘れないので、以前、地下道の必要な部分の地図を肌に刻み、エリザベートに治してもらったのだ。彼女にはよくやるなと呆あきれられたし、壮絶に痛かったが、そのおかげで今では迷ってのたれ死ぬことはない。

「くっそ………なんか、帰ってからやらなきゃならないことってあったか？」

　歩きながら、櫂人は残りの仕事について考えた。日常業務は、恐らくヒナが片づけてくれているだろう。今日はもうエリザベートに呼ばれることもないはずだった。彼女は基本的に櫂人に無関心なので、クルーレスについて聞かれるとしても、明日以降になるだろう。考えなくてはならないことは山ほどあるが、今はただ休みたかった。

　胸ポケットの毒瓶のことも、明日までは忘れておきたい。

　ふらふらと、櫂人は使用人用の棟に入ると角部屋の自室を目指した。何とか辿たどり着き、古い蝶ちよう番つがいを軋ませながら、彼は薄い扉を開いた。

　その瞬間、櫂人は柔らかな何かに顔をぼすりと包み込まれた。




「なっ、なっなっ、なっ？」

「お帰りなさいませ、カイト様！　無事のご帰還をお待ちしておりましたっ！」




　ぎゅううっと、櫂かい人とはヒナに抱き締められた。扉を開けてすぐにヒナとは、流石さすがに驚く。

　少し前かがみになった状態で、長身のヒナに抱き締められると、丁度、その胸に顔を埋めてしまう形になった。櫂人が慌てて離れると、ヒナは子犬のような切なげな目を向けてきた。彼がやった時は、エリザベートに何の効果も及ぼせなかった目つきだが、彼女にやられるとぐっとくるものがある。

　櫂人は言葉に迷ってヒナから視線を逸そらした。狭い室内には、椅い子すもベッドもあるのだが、使われた形跡はない。首を傾かしげる櫂人の前で、ヒナは小さく飛び跳ねた。

「エリザベート様に、必ずお帰りになるからと伺い、一日千秋の思いでお待ちしておりました。お供をすることができず、申し訳ありません。あぁ、御身に傷がつくことがなくて本当によかった。このヒナ、心配で心配で胸が張り裂け、歯車が飛び出すかと」

「あのさ、ヒナ………もしかして、お前、今日の業務が終わった後、ここでずっと立ちっぱなしで待ってたのか？」

「そうですが、何か問題が？」

「えっと………もしも、俺を待ちたいことがあった時は、好きな場所に座っててもいいから。なんなら、寝転がってたって怒らないし」

　櫂人がそう言うと、ヒナはふらりとよろめいた。彼女は口元を押さえ、頰ほおを赤く染める。

「そっ、そんなっ、尊き主の寝所で眠ってもいいと、は。あの、その、それは恋人の特権、いえ、最も早はや夫婦も同然、つまりは遠回しなお誘いでっ」

「違うから。今はそうやってふざける余裕もないから………ちょっと、悪い」

　櫂人は軽くヒナを押しのけ、ふらふらとベッドに倒れ込んだ。そこで、彼はある変化に気づいた。エリザベートに与えられたベッドは黴かび臭く、硬く、常に湿っていたはずだが、今では柔らかく、香草のいい匂いがするようになっている。恐らくヒナが丁寧に洗い、干し、匂いをつけてくれたのだろう。だが、礼を言う余裕はなかった。

　混乱したまま、櫂人は強く目を閉じた。こうして居心地をよくしてもらっても、櫂人は城を去ることになるかもしれなかった。裏切り者として。主殺しとして。その報酬として、彼は安らかに死ぬことになるのだ。だが、どれだけ考えても、櫂人には自分がエリザベートを殺す様を、上う手まくイメージすることができなかった。

（アイツは、自分から死ぬ女だ）

　櫂人が殺す女ではない。殺される女でもない。だが、提案を拒めば、最終的に櫂人はどうなるのか。ぐっと、櫂人はポケットの上から毒瓶を押さえた。

　その瞬間、ギッとベッドが軋きしんだ。ふわりと間近でいい匂いが香る。瞼まぶたを開けなくても、櫂かい人とにはわかった。ヒナが隣に横たわっているのだ。櫂人は溜ため息いきを吐き、再び口を開いた。

「………あのな、ヒナ。本当に」

「失礼いたします、カイト様」

　次の瞬間、櫂人はふわりと抱き締められた。ヒナはそっと彼の頭を抱え、柔らかく髪を撫なでてくる。性的な接触を意図したものとは違う仕草で、彼女は櫂人を労いたわるように何度も髪を梳すいてきた。彼は驚いて目を開いた。

　ヒナは翠みどり色の目を細め、添い寝をしながら、櫂人を心から愛いとしげに見つめていた。夫を労ねぎらおうとするような、どこまでも優しい慈愛の表情に、櫂人は思わず言葉をなくす。

「お疲れのようですので。恋人は、愛しい人をこうしていたわるものですから」

　優しい手つきで、ヒナは櫂人の髪に何度も触れてきた。ふっと、櫂人は母親に頭を撫なでられる子供はこんな気持ちなのかと思った。掌てのひらの温度が伝わるうちに胸の内側が自然と温かくなり、言葉も理屈も超越して、緊張の糸をほぐされてしまう。

　清潔なシーツと人肌の柔らかさ、温かさに、櫂人は急に瞼が重くなるのを覚えた。

「………ヒナ、だけど、このままじゃ、眠っちゃうから」

「いいではないですか。安心してお休みください。大丈夫ですよ、カイト様」
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　何があっても、私があなたをお守りしますから。




　そう囁ささやかれた瞬間、本当に緊張の糸が解けた。見せつけられた光景と、突きつけられた運命に、自分が怯おびえていたことに櫂かい人とは今更気がついた。どうやら、櫂人はあまりに凶悪な『死』に対して覚えた恐怖を、帰還後も引きずっていたらしい。

（あぁ………そうか、俺は、怖かったのか）

　これから先、どうなるのかはわからない。だが、少なくともここは安全だった。今の体に痛みはなく、櫂人を傷つける者は、全てヒナが遠ざけてくれると言う。

　生前、誰かに守られた記憶は一度もなかった。こんなに安心できたのは、生まれて初めてかもしれない。死んだ先で、こんな心地になることがあるとは思わなかった。




　そう考えながら、櫂人はゆっくりと、吸い込まれるように眠りに落ちた。




　夢を見た。

　夢とわかっていて、見る夢だ。




　様々な映像と感覚が、彼の目と皮膚の上に走馬灯のように再現されては消えていく。




　無数の傷。押し殺してきた、たくさんの悲しみ。仕事でミスをする度、忘れるなと肌に刻まれる文字。それをべろべろと舐なめてくれる、温かく小さな舌。ゴミクズのような櫂人を好きだと訴えてくれる大きな目。首を絞められ、折られた瞬間の絶望、嘆なげき。叫ぶことすらできなかった慟どう哭こく。肉塊の鎧よろい。騎士の目。恐ろしい蜘く蛛も。ノイエの泣きそうな笑い顔。




　初めてもらった言葉。彼が櫂人に贈ってくれた言葉。

　無理かもしれなくても、できたら叶かなえたい、彼の願ってくれたこと。




　外を眺める病弱な少女の幻影。虐殺された人々。哄こう笑しようをあげる邪悪な娘。

　どこからか聞こえてくる声。




『教会で彼女を捕らえた際、逆らい、逃げだすことのないよう枷かせはつけたが、「拷ごう問もん姫ひめ」が十三体の悪魔のどれか一体と契約すれば、その力は増し、枷は弾け飛ぶだろう。そうすれば、今の契約者の男達よりも危険な存在が産まれてしまう』




『ふざけるなよ、「伯爵」』

『余も、貴様も、天と地のあまねく全てから見捨てられて死ぬのだ』




『残ざん虐ぎやくに傲ごう慢まんに狼おおかみのように生を謳おう歌かした末に、余は牝めす豚ぶたのように死ぬ』

『──────そう決めたのだ』




　長い黒髪を靡なびかせ、エリザベートが振り向く。櫂かい人とは思う。夢の中で考える。




　あぁ、そうだ、お前は。

　お前は、逃げないんだろうな。




　その先にどんな絶望が苦痛が待っていたとしても、彼女は人生の責任を負うだろう。




　自分の最悪な人生の全責任を。

　エリザベート・レ・ファニュは『拷ごう問もん姫ひめ』として負うはずだ。




　そこで、櫂人はゆっくりと目を開いた。




　ヒナは彼を抱き締め、まだその頭を撫なで続けていた。彼女の顔には、うっとりとした、実に幸せそうな微笑ほほえみが浮かべられている。

　櫂人を撫でている間は他のことができない。悪いことをしてしまったと、彼は慌てて起き上がった。ヒナは名な残ごり惜しそうな顔をする。彼女は櫂人を改めて見上げ、首を傾かしげた。

「落ち着かれましたか？　先程より、お顔がすっきりなされた気がします」

「あぁ、ありがとうな、ヒナ。お前のおかげで考えを整理できた」

　櫂人はベッドから飛び降りると、真まっ直すぐに部屋から出て行こうとした。何かを察したかのように、ヒナは追ってこない。櫂人は一度足を止め、振り向いた。

　ヒナはベッドの上にちょこんと座り、幸せそうな顔で、彼のことを見送っている。扉の前に立ち止まったまま、櫂人は何となく彼女に尋ねた。

「なぁ、ヒナ。お前、俺が死んだら悲しいか？」

「カイト様が万が一お亡くなりになられるようなことがあれば、私も死にますが？」

「いやいやいやいや、なんだよそれ」

「だって、カイト様のいらっしゃらない世界に一秒たりとも生きていたくありませんもの」

　何をおっしゃっているんですかと言うように、ヒナはきょとんとした顔をする。

　櫂人は頭痛を覚えて額ひたいを押さえた。あまりにも予想外の返答すぎた。今後、櫂人がどうなるのかはわからない。彼女には決して後を追わないよう、言い聞かせておく必要があるだろう。だが、今はひとまずベッドに戻ると、彼は手を伸ばしてサラサラの銀髪を撫なでた。ヒナは嬉うれしそうに目を細め、甘えるように頰ほおを寄せてくる。

　やはり、その顔は、遠い昔、一度だけ彼に純粋な好意を向けてくれた子犬に似ていた。

　彼女の言葉を反はん芻すうし、櫂かい人とは嚙かみ締めるように呟つぶやいた。




「そうか。それなら、少なくとも───まだ生き続けなきゃならないんだな、俺は」




　彼は廊下に出る。そして、エリザベートを探すために走り出した。
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　エリザベートは玉座の間にいた。彼女は崩ほう壊かいした穴の前に座り、一人満月を眺めている。

　その眼下では、ザワザワと音を立てて暗い森が揺れていた。

　以前、獣が串くし刺ざしにされていた場所には、今では死し骸がいの欠片かけらすら残ってはいない。だが、その血けつ痕こんは地面に黒く焼きついていた。夜の中ですら、土は不吉に濡ぬれて見える。だが、それも、やがては新たな木々に覆い隠されることだろう。

「あの獣の肉はどうなったんだ？」

「『騎士』の死と同時に燃えたわ。そんなことよりも、貴様は空を見たらどうだ？」

　振り向きすらせずにそう返し、エリザベートはサイドテーブルから華きや奢しやなグラスを持ち上げた。彼女は高々とグラスを掲げ、中の芳ほう醇じゆんなワインを揺らす。

　紅あかい表面には、白い満月が映っていた。

「今宵はよい月だぞ」

　ワインに映った月を飲み干し、エリザベートはグラスを置いた。

　櫂人は精霊の産んだ氷で満たされている銀器の中から、よく冷えたボトルを持ち上げた。グラスに新たなワインを注ぎ、ポケットから毒瓶を取りだす。無色透明の滴しずくを落とすと酒はベルベットのような紅から毒々しい紫に変わり、何事もなかったかのように元に戻った。

　櫂人はそれを、一部始終を見ていたエリザベートに手渡した。

　彼女はグラスを月光に翳かざし、紅く艶あでやかな唇を吊つり上げた。

「面白いな。なんだこれは？」

「アンタに毒を盛れってさ」

「ほーう、なかなかの逸品ではないか。これを飲めば、流石さすがの余も危ないな。せっかくだ、貴様にくれてやろう。主からの杯だぞ。ありがたく賜たまわるがよい」

「謹んでお断り申し上げます。俺には勿もつ体たいない」

「クルーレスか？　代わりに何を持ちかけられた？　安らかな死か？」

「へー、わかるもんなんだな」

「まぁな。このままでは生きようが死のうが、貴様には確かに地獄が待っているからな」

　エリザベートは平然と言い放はなった。どうやら、彼女には櫂かい人とに待ち受ける運命が予測できていたらしい。だが、特別黙っていたわけでもなく、彼女にとってはどうでもいいことなので、今の今まで意識上に上っていなかったのだろう。

　エリザベートはグラスをサイドテーブルに置き、大きく肩を竦すくめた。

「奴やつとの取引は下策よ。どちらにしろ、殺されるのでは割にあわんからな。だが、基本的な内容自体は悪くない。クルーレスではなく教会に早々に保護を求め、狂信者気味な奴やつ個人に捕まらなければ、今後の生活の保障も含めた、慈悲を受けられる可能性は高いぞ」

「えっ？」

「何せ、貴様は異世界の人間だ。異端かどうかを問うのも馬鹿らしい、十三人殺害後まで残れば、流石さすがに余の所有物として判断されてしまうだろうが、今ならまだ間に合うであろう。召喚陣の起動と教会への接続だけならばヒナの知識でも行える。好きにするがいい」

「お前はそれで………俺がここから逃げ出してもいいってのか？」

「いいわけがあるか戯たわけ。貴様は余の人形。壊れるまで余のものだ。だが、いらぬ世話とはいえ、従者ごときに慈悲をかけられ、返さぬのも目覚めが悪いからな。貴様の好きにせよ。だが、行くなら黙ってかしこく行くがいい。逃走を見つけ次第、拷問にかけるからな」

　エリザベートは欠伸あくびをすると、高々と足を組み直した。彼女は細く息を吐き、玉座に凭もたれる。月光に冴さえ冴ざえと照らされた、その横顔は刃やいばのように美しい。

　彼女はもう何も言わなかった。これ以上待っていても、何の言葉も返ってきそうにない。

　櫂人は無言で踵きびすを返した。だが、彼が立ち去る直前、エリザベートは小さく囁ささやいた。

「聞きたいのだが、貴様、何な故ぜ毒物を黙って入れなかった？」

「ん？」

「『伯爵』の件から、貴様には悪魔を憎ぞう悪おしている節がある。それなのに更なる強力な悪魔の誕生を許すようなことをしてよかったのか？　クルーレスにはそう言われただろうに」

　エリザベートは振り向いた。月光に光る紅あか色の目が、じっと櫂人を映す。

　さて、と彼は考えた。この質問を、当のエリザベートに投げかけられるとは予想しなかった。櫂人は少しだけ考え、何一つとして歯に衣きぬを着せることなく、答えを吐き出した。

「教会の凄すごいお偉いさんが判断したみたいに、俺もアンタは悪魔と契約する人間ではないと思ったんだ」

「ほうっ？」

「アンタは天からも地からも、全てから見捨てられて───たった一人で死ぬんだろう？」

「あぁ、そうだ。余は狼おおかみのように孤独に、牝めす豚ぶたのように哀あわれに死ぬ。たった一人でだ」

「その傍そばには、きっと悪魔だっていやしないだろうさ」

　櫂かい人とはそう言い切った。この女の死に際には恐らく悪魔すらいない。




　彼女は無む辜この民を拷問にかけ、多くの死体を積み上げた結果、処刑される。

　自らが定めたその死に様は孤独で、哀あわれだ。




　エリザベートはくっと唇を歪ゆがめた。彼女は肩を震わせ、愉快そうに笑い出す。彼女に一つ頷うなずいて、櫂人は歩き出した。廊下に出ると月光の入ってくる高窓に、彼は視線を向ける。

　石の床に落ちる気味の悪い模様はなるべく見ないようにして、彼は低く呟つぶやいた。




「………あと、十一人、か」




　櫂人は決意に満ちた表情で、拳こぶしを握り締めた。

　翌朝、ヒナの協力の下、彼は一人城を抜け出し、教会へ向かった。





　　　　＊＊＊






　櫂人は教会本部の表門に繫つながるはずの移動陣を潜くぐった。その周りに紅あかい壁が完成し、血の雨となって降り注ぐ。だが、紅色の晴れた後には、土の剝むき出しになった暗い部屋が広がっていた。櫂人は目を見開いた。この場所は教会の秘密通路に繫がる小部屋だ。

　どういうことかと、彼は辺りを見回す。その前に、最悪な相手が立った。




「やぁ、教会に保護を求めようと思ったのかい？」




　クルーレスは穏やかな微笑ほほえみを浮かべた。その後ろには、円筒形をした純白の服を着て、フードを深く被かぶった従者達が続いている。

　白い一群を連れたクルーレスは、まるで死体処理の人員を連れた、処刑執行人のようだ。

　彼は櫂人に虫けらを見降ろすような目を向けると、失望しきった声で続けた。

「すまないが、私も独断で取引を持ちかけたことを知られては困るのでね、断るのなら、残念だが、君のことは内々に処理をさせてもらうことにするよ。なに、安心したまえ。取引を受けないのならば、所しよ詮せん、早いか遅いかの違いだけだ」

　従者に両腕を摑つかまれ、櫂人は無理やり立ち上がらせられた。同時に、腹に激痛が走り、彼は思わず低く呻うめいた。そんな櫂人の様子を見て、クルーレスは呆あきれたように声をあげた。

「やれやれ、今の段階から、そんな声を出されても困るよ。それではこれから先、喉のどが早々に潰つぶれてしまうだろうね。まぁ、潰れても困りはしないだろうが」

　クルーレスの指示の下、櫂かい人とは引きずられていく。彼は通路の様子を見て、自分がクルーレスの個人部屋ではなく、異端審問部屋に運ばれていることを悟った。随ずい分ぶんと早急だ。最も早はや、櫂人に対する建前を、彼は微み塵じんも必要としていないらしい。

　クルーレスは満面の笑みを浮かべて、異端審問部屋の扉の取っ手を摑つかんだ。




「ようこそ、大罪人よ。ここではお前は歓迎され、否定される」

　地獄の門のような音を立てて、扉は開かれた。




　櫂人は鉄格子の向こうに運び込まれた。苦痛の呻うめき声の響く中、櫂人はなすすべなく、中央の木製の台に固定される。鉄の枷かせが、逃げられないように手足に嵌はめられた。

（………特等席かよ）

　櫂人はそう皮肉気に考えた。拷問される側に回って初めてわかったが、天井には受難の女の絵が描かれている。彼女は紅あかい涙を流しながら、拷問される人間達をヴェール越しに見降ろしていた。ふと櫂人は、彼女は何を悼いたんでいるのだろうと考えた。彼は教義の詳細を知らない。だが、彼女の見降ろしている光景は、その望みからはずれている気がした。

　こんな地獄を、神と尊ばれる者は望まないはずだ。異世界人の櫂人にすら、そう思えた。

「前にも言ったが、異世界からの召喚例は珍しいからね。君の体を解剖の末、エリザベートの召喚の仕組みを、その魔力から分析させてもらい、もっと我々にとって有益な情報を持つ人間の召喚に役立てようと思う。君の死は無駄にはならないので、そこを嘆なげく必要はないよ。むしろ、エリザベートの従者として、裁かれるよりもよかったじゃないか。君は人々のためになり、その罪を僅わずかばかりだが贖あがなえる。あぁ、楽しみだ、楽しみだ」

　クルーレスは涎よだれも垂らさんばかりの顔で、櫂人を見降ろした。その目は爛らん々らんと輝き、先程の蟲むしを見るような乾いたものから、よほど彼の価値を認めたものになっている。どうやら生きている櫂人よりも解剖後の細切れの肉片の方が、クルーレスにとっては有益らしい。

　彼の部下の一人が鋭するどいナイフを手にした。その右隣は骨切りバサミを、左隣は糸いと鋸のこを持ち、櫂人に近づいてくる。怖いなと櫂人は素直に思った。今すぐ悲鳴をあげたいほどだ。

　そう乾いた気持ちで考えながら、彼は口を開いた。




「その、『我々』ってのは、アンタと契約相手の悪魔のことか？」




　クルーレスの笑顔が引き攣つった。なるほど、と櫂人は再び納得した。こういう人間は不意打ちに弱いものだ。生前、父親の脅迫相手の一人だった粉ふん飾しよく決算をしていたどこぞの社長も、よくこんな表情をしていた。櫂人は大きく溜ため息いきを吐き、続けた。

「実はさ、教会の表門に繫つなぎはしたけど、俺は元々アンタに会いに行くつもりだったんだ。干渉してくれて手間が省けたよ。逃げるわけにはいかなかったんだ………こんな地獄を流石さすがにそのままにしておくことはできないからな」

　櫂かい人とは僅わずかに動く首を回し、鉄格子の中を眺めた。その周りでは、今も地獄が繰り広げられている。台の近くでは腹肉を切り取られ、胃を露出させられた男が、呻うめき続けていた。奥の方では、血泡を吹き続けている親子が、体を太い糸で融合させられている。

　櫂人は特別正義感が強いわけではなかった。本来、自己犠牲の精神とも無縁と言ってもいい。だが、許せる光景にも限度があった。反へ吐どが出る残ざん酷こくな仕打ちを放ほうってはおけない。

「この地獄を見て、俺はアンタが怪しいことに気づけたんだ。悪魔は人の苦痛、それによる魂の軋きしみによって力を得る。アンタの異端審問の拷問風景から、俺は悪魔のソレに非常に近い印象を受けた………そもそも、この拷問内容は異端を自白させるためのものには、どうしても見えなかったしな」

　辺りの人間は瀕ひん死しの状態で、終わらない苦痛に身み悶もだえている。

　人の考えうる最悪が、異端者の身には再現されていた。それは実に悪魔らしい所業だ。

「全身に鋲びようを打たれ、体を寸刻みにされて、腹部を切り取られて、どうして生きていられる？　相応の処置をされているのならともかく、彼らの多くは半ば放置状態だ。お前にこの部屋を見せられた時、無意識的に目に焼きつけるように眺めたんだが、後から思い返してみれば案の定だよ。彼らの命を無理やり留とどめているのは悪魔の魔力だ………それに、これが教会公認の行動とも流石に思えなかったしな」

　クルーレスの秘密の地下通路に、他の教会関係者の姿はなかった。

　これが公認の拷問であり、他にも同様のことが行われているのなら、血液の処理や異端者の運搬に、もっと多くの行き来があるはずだ。だが、あの秘密通路では彼と彼の従者以外の姿を見かけなかった。櫂人は他の教会関係者に一切会っていない。

　クルーレスは、櫂人を他の聖職者に会わせようとせず、その存在を頑かたくなに隠していた。

　つまり、彼は教会の意志に反することを行っているのだ。

「それに、独断でエリザベートを殺そうとするのもおかしい。彼女に頼んだ時点で、教会は他に打開策を見いだせない、相当に切羽詰まった状態に置かれていたはずだ。何せ、『豚の処理に牝めす豚ぶたを雇う』わけだからな。それなのに、教会の一員のはずのお前は秘密裏に城を訪れ、俺にアイツを殺させようとした。悪魔より更に強い悪魔を産み出すわけにはいかない───一見、尤もつともな理由だが、それでアイツを失った後、アンタは残りの悪魔をどう処分するつもりだったんだ？　十三人のうちまだ二人しか殺してない有能な飼い犬を早々に殺そうとした理由は一つ───アンタが十三の悪魔の一人だからだ」

　王国騎士にも契約者がいた。教会内部にいてもおかしくはないだろう。彼は己に処分を託された異端者達から、都合よく苦痛を集められる地位にいた。そして強敵の始末にも、その立場を利用しようとしたのだ。だが、その行動はあまりにも性急で稚ち拙せつだった。

　人を遥はるか高みから見下し、取り繕うことをしないからこうなる。

　虫けら扱いされた櫂かい人とはクルーレスを見上げ、鼻で笑った。

「そうだろう、クルーレス？　まぁ、俺がこの可能性に気づけたのも、ヒナのおかげで頭がすっきりしてからだけどな」

「言いたいことはそれだけかな？　死にぞこないの木で偶く人形君？」

　クルーレスは穏やかに微笑ほほえんだ。彼は肯定も否定もしない。だが、その額ひたいに薄うつすらと青筋が浮かんでいるのを、櫂人は見逃さなかった。

　拘束されていなければ肩を竦すくめるところだが、無理なので彼は頷うなずくだけに留とどめる。

「あぁ、それだけだな。悪魔は見つけた。罠わなにもかかった。それならば、後は『拷ごう問もん姫ひめ』の出番だ」

「移動陣ならもうこちらから閉じたわ。愚か者が！　お前に手などないのだよ！」

　そうクルーレスは哄こう笑しようした。こいつは馬鹿かと、櫂人は冷めた目をする。クルーレスが移動陣に干渉するのを、櫂人は以前見ているのだ。その予測ができないわけがないだろう。




　櫂人は深く息を吸い、吐き出した。

　あぁ、腹が痛い。




「一人が通れる程度の陣なら、ここにあるからな」




　クルーレスは怪け訝げんそうな顔をし、次の瞬間、目を見開いた。彼は櫂人の服を引き裂く。

　櫂人の腹には、革ベルトが巻かれていた。上等な鞣なめし革がわの表面には、紅あかい移動陣が浮かび上がりつつある。クルーレスは慌てた様子で骨切りバサミで革ベルトを外し、その下の包帯を毟むしり取った。移動陣の発生源を見て、彼は息を吞む。

「………貴様」

「これだけの血を流しても死なないんだから、この体は便利だよな」

　櫂人の腹には、移動陣が刻まれていた。肉を深く削った傷口からは、血が噴き出している。息をする度、腹はひどく痛んだ。先程、クルーレスの従者に引きずられた時は、死ぬかと思ったほどだ。だが、その苦痛に耐えた時間は実を結びつつある。

『余の従者たる貴様の血でも、何かを自分のいる場所に召喚するくらいならばできるぞ』

　それは以前、エリザベートに会話の中で言われたことだった。クルーレスは鋏はさみを摑つかみ、櫂人の傷を抉えぐろうとした。だが、間に合わず、移動陣は激しく光り出した。紅い花弁が宙を舞い、闇やみが渦巻き始める。クルーレスは目を見開き、後ずさりしながら叫んだ。




「来るな………来るなっ、エリザベエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエットッ！」

「それだけ熱烈に呼ばれては、行かざるをえぬではないか？」




　嘲あざ笑わらうような声が響き、ドッと闇やみが爆発した。牢獄の中を、縦横無尽に紅あかい花弁が舞い狂う。それは空中で滴しずくに変わると、紅い雨となって天井から降り注いだ。

　全身に血を浴びながら、移動陣からエリザベートが姿を現した。黒く艶あでやかな髪と飾り布が翻ひるがえり、形のいい胸が震える。エリザベートは櫂かい人との傷口の上に、ヒールで着地した。

　櫂人の叫び声を無視して、彼女は艶やかに笑い、指を鳴らした。




「雑ざ魚こには簡潔に行くぞ。『絞首刑』」




　天井から荒縄が落ち、クルーレスの従者達の首に巻きついた。何かの冗談のように、彼らは一斉に天井に吊つりあげられる。ガクッと音を立ててその首の骨は折れ、気道は潰つぶれ、血管が切れた。彼らの顔を隠していた白いフードが、パサリと落ちる。

　膿うんだ巨大な肉腫で造られた顔は人間ではなく、従兵のものだった。

　幾つもの絞殺死体が、部屋の中にぶらりとぶら下がる。

「こんな………おのれ、おのれぇっ！」

　クルーレスは震える腕で襟えり元からネックレスを取り出した。彼は何かを呟つぶやこうとする。その手首に鉄てつ枷かせが巻きついた。クルーレスの凍った視線の先で、エリザベートは微笑ほほえんだ。

「お主は痛みが好きなよう、だなっ！」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　鉄枷についた鎖が引かれ、クルーレスの手首はぼきんと折れた。肉から骨が突き出し、彼は絶叫しながら身み悶もだえる。だが、鉄枷の拘束から、不意にその腕はぬるりと抜けた。

　気がつけば、彼の全身は毒液に覆われていた。豊かな金髪は抜け落ちていき、カソックが弾け飛ぶ。更に体を膨張させると、クルーレスは高々と跳ね飛んだ。肌色の肉にく蛙がえるが、牢ろう屋やの鉄格子を腹で押し曲げ、地下通路へと逃げていく。

　その醜しゆう悪あくで巨大な姿を見て、エリザベートは何な故ぜか愕がく然ぜんとした顔をした。

「あやつ………確かに魔力量は不自然なほど多いが、悪魔ではないっ！　もっと小物ではないか。単なる従兵の一人だ！」

「そう、なのか？　なら、簡単に、倒せそうでいいじゃっ、ねぇか」

「いいわけがあるか、馬鹿者っ！　アイツは教会の人間だぞ！　ふざけるなよ………教会の人間が唯一接触できる悪魔と言えば」

　エリザベートは指を鳴らした。櫂人の手足の拘束が弾け飛ぶ。紅い花弁が彼の傷口に集まると、強制的にエリザベートの血液を体内に叩たたき込んだ。更にその上を、新しい革ベルトが塞ふさぐ。強制的な輸血と止血の思わぬ激痛に、櫂人は悲鳴をあげた。

「っだぁっ、なっに、してくれんだっ！　エリザベートッ、流石さすがに痛いわっ！」

「追ってくるなら勝手にせよ。残ってもいいが、余の帰還が遅くなった場合、あるいは別ルートで城に帰還した際には、何とか治療まで自力で生き延びろよ！」

「そう言われて、追いかける以外の、選択肢はねぇ、だろうがっ！」

　櫂かい人とは無理やり立ち上がると、エリザベートの後を追って駆け出した。失血は僅わずかに回復している。痛みを無視すれば、何とか追うことはできそうだ。

　扉から外に出ると、肉にく蛙がえるは無様に通路を走っていた。エリザベートは彼に向けて掌てのひらを振った。闇やみと紅あかい花弁が縦に渦巻き、巨大な刺とげつきの車輪に変わる。車輪は彼に向けて転がり出した。だが、その途中で何かに弾かれたかのように霧散する。

　一瞬、蛙の背中に黒い犬の尾に似た影が、見えた気がした。

　ちらりと後ろを振り向いた肉蛙は、安あん堵どの表情を浮かべると、更に速度をあげた。

「この反応は………まさか、本当にっ！」

　エリザベートは、らしくもなく焦った声をあげた。彼女は従兵相手に、フランケンタールの斬首用剣を抜き放はなつ。

　肉にく蛙がえるは比較的幅広い階段をぺたぺたと昇り、扉をぶち破った。巻物を運んでいた穏やかな顔立ちの初老の聖職者が悲鳴をあげて尻しりもちをつく。若い聖職者は教会内部を案内中だったらしい信徒達を背後に庇かばった。櫂人の予想以上に、通常の教会は健全な組織らしい。

　肉蛙の進む廊下は大理石が嵌はめられ、清潔に整えられていた。そこに泡立つ毒液を広げながら、肉蛙は走る。エリザベートは、礼拝用の部屋に突撃する肉蛙に剣を振った。

「『吊り籠ジベツト』！」

　闇が縦に細長く渦巻き、倒立した人間がやっと入れるくらいの狭い籠かごが出現した。肉蛙は、ぶしゅぶしゅと大量の毒液を搾り取られながら、その中に押し込まれかける。更に、その周囲を鎖が取り巻いた。たとえ籠が壊されたとしても、鎖が肉蛙を捕らえる仕掛けだ。だが、次の瞬間、エリザベートはびくりと体を震わせ、膝ひざをついた。

「ぐっ………っ、んっ、あっ、………体、が」

　籠はバラバラになり、闇と花弁に戻った。鎖も力を失い、数度床をのたうち消えていく。

「エリザベートッ！」

　見れば、彼女の体には紅い文様が浮かび上がっていた。櫂人の人造人間ゴーレムの機能が自動的にそれを翻訳しようとする。だが、失敗した。それは翻訳も発声もできない神の言葉だと、彼の知識が告げてくる。

　エリザベートの全身に、神の聖句が火傷やけどのように刻まれた。その様は肌の一枚下に巻かれていた鉄てつ枷かせに、火が入れられたかのようだ。

　これこそ教会が彼女に負わせたという枷だろう。だが、何な故ぜ、それが急に発動したのか。

「熱、い………ぐっ………ん、んっ、アッ、何故、だ、………誰、が」

　エリザベートは地面に這はいつくばりながら、憤怒の表情で横を睨にらんだ。祭壇上の聖職者が、ネックレスを高く掲げ、震えながら祈りの言葉を紡いでいる。その度、エリザベートの肌に刻まれた文字が紅あかく光った。彼女は血の滲にじむような怒りの咆ほう哮こうをあげる。

「戯たわけがっ！　余ではないっ！　抑えるのはあっちだ、痴しれ者ものがっ！」

　肉にく蛙がえるは多くの参拝者をなぎ倒し、椅い子すを叩たたき割りながら、更に教会奥へ駆け込んでいく。

　やっと集まってきた警備兵達は無残に蹴散らされた。彼らは巨大な腹に押し潰つぶされ、鎧よろいの下の骨をへし折られる。だが、混乱した聖職者は祈りの言葉を止めようとはしない。

　櫂かい人とは短い階段を駆け上がり、問答無用で彼に手を伸ばした。

「なっ、なっ、」

「借りるぞ、爺じいさんっ！」

　櫂人は聖職者の皺しわの浮かぶ首からネックレスをもぎ取り、放ほうり投げた。エリザベートは立ち上がり、矢のように駆け出した。だが、その体にはまだ重度の火傷やけど痕あとが残ったままだ。

　聖句に苛さいなまれながらも走るエリザベートの背を、櫂人は追いかけた。

　廊下には、点々と警備兵の圧殺死体が落ちている。進めば進むほど、それは量を増していった。彼らが特に守ろうとしていたらしい立派な扉は、今や開け放はなたれている。

　その中には、豪華な執務室が広がっていた。天鵞絨ビロード張りの椅子の上では、金糸を使った祭服を纏まとい、宝冠を被かぶった老人が、下半身を潰されて絶命している。

　彼の真後ろの壁は、大きく開け放たれていた。

　そこには神の言葉を全面に刻まれた隠し通路がぼんやりと光っていた。通路を走る度、肉蛙の表面はじゅぶじゅぶと泡立ち、肉が焼け落ちていく。だが、それはエリザベートも同じだった。一歩中に駆け込んだ途端、再び文様が光り出し、彼女は苦く悶もんの声をあげる。

「ぐっ………あっ、ああああああああっ、あっ、アッ、ぁ」

「エリザベートッ！　馬鹿、無む茶ちやするなっ！」

　櫂人は慌ててエリザベートの肩を支えると、腹の痛みに耐え、前に進んだ。何とか生きたまま、肉蛙は通路の終端に行き着く。彼は壁に張りつき、滂ぼう沱だの涙を流しながら訴えた。

「尊き御方。私が間違っておりました。あなた様を閉じ込めたまま、その力だけを得ようなどと。我が信仰を保ったまま、あなた様を利用することなどできるわけがなかったのです。今こそ私は尊き御身に全てを捧げます。あなた様を解放することこそ我が衷ちゆう心しんの証あかしとし、我をあの悪魔のような女より救いたまえ」

　肉蛙はげろりと何かを吐き出した。どろどろの粘液の塊から、彼は金色の鍵を取りだす。

　彼は壁に浮かぶ神の言葉を複雑な手順でなぞると、祈りの言葉を囁ささやきながら、一見穴など何もない壁面に鍵を差しいれた。ガチャリッという音と共に壁は激しく光り、消滅する。

　中から濃い暗くら闇やみと鋭するどい冷気が溢あふれ出した。粘つく闇の中心には拷問椅い子すが置かれている。




　そこに、一人の黒髪の男が座っていた。




　男はゆっくりと顔をあげた。黒くもつれた髪が揺れ、紅あかい目が光る。髪の間から覗のぞく顔立ちは、中性的な印象のある美しいものだった。だが、それを目にした瞬間、櫂かい人とは喉のどを絞めあげられるような威圧感を覚えた。同時に、彼は悟った。

　コレは恐ろしい何かだ。美しい人の形をしていても、人間とは徹底的に異なる、おぞましいナニカに過ぎない。




　それでいて、その顔に、櫂人は何な故ぜか見覚えがある気がした。




　男の手足を縛る拘束ベルトが、不意に音もなく燃え落ちた。彼はゆっくりと、まるで玉座から立ち上がるかのように身を起こした。囚人服に包まれた背中から太い針が抜け、血がどぷりと溢あふれ出す。だが、男は表情一つ変えようとはしなかった。

　その目は、まるで夢を見るかのように虚空に向けられたままだ。

　肉にく蛙がえる、クルーレスは男の足元に這はい寄り、無様に跪ひざまずいた。肉蛙は必死に、男に慈悲を乞こうような目を向ける。だが、男は彼を見ることすらせずに片足を挙げた。

　その素足が、肉蛙の頭にめり込んだ。蛙の巨大な眼球が、衝撃で外へ零こぼれ落ちる。

「ぐべっ」

　バシャリッと赤黒い血が散った。肉蛙は呆あつ気けなく頭を踏み抜かれる。灰色の脳のう味み噌そが辺りに散らばった。だが、血ち溜だまりの中に佇たたずみながらも、男は無反応だ。それこそ、道端を跳ねる蛙を踏み潰つぶしたことに気づいていないかのように、彼はふらりと顔をあげる。




　そこで、男は入り口に立つエリザベートに初めて目を向けた。

　彼はぼんやりした表情を崩し、蕩とろけるような甘い微笑ほほえみを浮かべる。




「エリザベート」




　熱の籠こもった愛いとしげな声は、城の宝物庫にて、櫂人が聞いたのと同じものだった。




「ヴラドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」




　エリザベートは咆ほう哮こうし、腕を振るうと櫂人を吹っ飛ばした。彼は声もなく壁にぶつかる。

　エリザベートは部屋に駆け込み、フランケンタールの斬首用剣を振るった。彼女が虚空を斬きると、何百という鎖の奔流が男に襲いかかる。だが、全身を聖句に焼かれながら放はなった鎖の勢いは普段のそれより弱い。それでも、『騎士』程度ならば粉こな微み塵じんにできたはずの一撃は、宙をしなった黒犬の尾に全て受け止められた。
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　ぐうるるるるるるる、うるるるるるるるるうっ、ぐうるるるるるるるるっ

　いつの間にか、男の傍そばには、巨大な黒犬が蹲うずくまっていた。それは艶つややかな毛としなやかな筋肉のついた体を持つ、最上級の猟犬だ。

　濃い獣臭を放はなちながら、黒犬はその目と口の中で地獄の業火を燃やしている。その外観は醜しゆう悪あくなものではなかったが今までの悪魔達の中で一番危険な存在だと、櫂かい人との本能が告げてきた。それでも何な故ぜか、彼は微塵も恐れは覚えなかった。珍しく頭の中は痺しびれている。




『死』を具現化したような存在を前にして、完全に恐怖は麻ま痺ひしていた。

　それは他の醜く異い貌ぼうな悪魔達とは、圧倒的に違う次元にいる。




　黒犬は音もなくズッと顔を前に出した。鋭するどい牙きばがいっそ美しいと言ってもいいほどの無駄のない動きで、エリザベートに迫る。だが、彼女の細い体が嚙かみ砕かれる寸前、男は首を横に振った。黒犬を止め、夢見るような眼まな差ざしをしたまま、男の姿は搔かき消える。

　同時に、部屋を満たしていた恐ろしい重圧も消えた。櫂人はその一部始終を通路から目撃した。やっと部屋に辿たどり着くと、彼は呆ぼう然ぜんと辺りを見回した。

「あ……アイツはどこに行ったんだ？　いや、それよりも、アイツは一体」

「『皇帝』、だ」

「えっ？」

　櫂かい人との問いに、エリザベートは硬い声で答えた。彼は首を傾かしげる。

　事態を上う手まく理解できていない櫂人に、彼女は再び繰り返した。




「『皇帝』が故郷に帰還したのだ」




　その瞬間、櫂人はやっとあの男の正体と最悪な状況を把握した。




　既に教会に捕縛されていた、十四の悪魔の最高位。

『皇帝』が、世に解き放はなたれたのだ。














　玉座の間にて、エリザベートは尊大に足を組んで座っていた。




　重い曇り空に向き合う形で、彼女は玉座に腰掛けている。その前には、蒼あお白じろい光球が浮かんでいた。櫂かい人とは詳細を聞いていないが、ゆっくりと回転を続ける球体には、遠方にいるというある高位の人物の姿が映し出されている。だが、常に正面に表示されるその顔は、まるで霧の幕を通したかのようにぼやけていた。目鼻立ちすら判別することは難しい。

　謎なぞの人物は、人間味に欠ける低い声で囁ささやいた。

「『皇帝』は王都への移送が検討されていたため、完全な状態で封印されていなかった。また、クルーレスは人に取り入るのが上う手まく、厳重に秘匿されていた『皇帝』の在あり処か、その開錠方法まで、収監に関わった上官からの情報により把握していた。また、私をはじめとする最高司祭の多くが、祭礼のため王都に出向いていたこともあり、教会内部の警備は手薄となっていた………今回のことは、様々な不備と不運が重なった結果だ」

「戯たわけ、簡潔に言えば人災であろうが。建前などよい。本題に移れ」

「『皇帝』の殺害、または捕縛を、教会はエリザベート・レ・ファニュに正式に要請する」

　球体の答えを、エリザベートは鼻を鳴らして嘲あざ笑わらった。彼女は高々と足を組み換え、皮肉気に唇を吊つり上げる。

「また、余に尻しり拭ぬぐいを命じるか。貴様らはいつもそうよ。貴様らの神は座して動かず、貴様らを救わぬ。貴様らを救うのは、貴様らが振り翳かざす権威のみだ。貴様らは神の名の下に縛りつけた犬に鞭むちを振るい、高みの見物ときている」

「我らに奴やつらと渡り合うだけの武力はない。それ故ゆえ、お前に頼らざるをえないのだ。だが、それで『神』が常に我々と共にある事実が否定されるわけではない。神は我々に試練をお与えになるが、その祈りは我々と全ての神の子らと共にある」

「よくぞぬかしたっ！　この詐欺師がっ！　今、悪魔と契約し、異形と成り果てた男達も、『拷ごう問もん姫ひめ』たるこの余も、貴様らの教義に基づけば、神の創造物であろう。我らのどこに祈りがある？　圧倒的矛盾を抱えながらよく言ったものだっ！」

「祈りは、今も変わらずお前と共にある。神は慈悲深い。お前がそれに気づきさえすれば、神はすぐにでも、お前に贖あがなうための罰を与え、血の涙を流すことだろう。その幼少の頃より、我の知る女、エリザベート。我が盟友であったレ・ファニュ家当主の娘よ………お前も悪魔は憎いはずだ」

　ぴくりと、エリザベートは眉まゆを跳ねあげた。彼女は不機嫌そうに唇を引き結ぶ。その顔を恐る恐る、櫂人は横から覗のぞき込んだ。だが、睨にらまれかけ、慌てて姿勢を正す。

　エリザベートの沈黙に構うことなく、声は淡々と続けた。

「我らがお前の剣に、刻みし銘を忘れるな。『お前の行為のうちに、自由にせよ。神がお前の救い主であるようにと祈るのだ。始めも真ん中も終わりも、全て神の手の内にあり』。『皇帝』にも、教会により、何重もの枷かせがつけられている。本日、我らはそれらを全て発動させた。解けるのは七日後だ。それまでに、奴やつの処罰を頼む」

　全く変わらない口調で期限が通達された。そこに脅すような響きはない。だからこそ、櫂かい人とは底冷えするような恐ろしさを感じた。エリザベートの隣で、彼は考えを巡らせる。

（七日、か。その間にあの『皇帝』をどうにかすることなんてできるのか？　できなければ、一体、どうなるっていうんだ）

　その時は、人の世に一体どんな災厄が降り注ぐというのか。

　それ以上続けることなく、相手は最後に刺すような命令を残した。




「死ぬ前に、善行を成せ」




　光球は光を失い、コンッと軽い音を立てて床に落ちた。櫂人はそれを拾い上げる。球体は薄い紙で造られていた。どこから発光していたのか全くわからない。

　戸惑いながらも顔をあげ、櫂人はエリザベートに尋ねた。

「なぁ、さっきのは」

「教会の最高責任者の一人、ゴド・デオスからの通信よ。相変わらず胸むな糞くその悪い爺じじいだ」

　彼女は首を横に振った。エリザベートはそれ以上何も言わない。虚空を見つめる横顔に、櫂人はとりあえず、最も気がかりな問いをぶつけた。

「なぁ、『皇帝』がどこに行ったのか、心当たりはあるのか？」

「ある」

　間髪入れず、答えが返った。櫂人はひとまず胸を撫なで下ろした。『皇帝』の居場所がわかっているか、わかっていないかでは、任務の難易度が大きく違ってくることだろう。

　エリザベートは崩落した壁の穴から、遠くを見るように紅あかい目を細めた。その前には、鈍にぶく光る灰色の雲が、黒くざわめく木々の上をどこまでも広がっている。




「『皇帝』は帰還した。故郷、余の城にな」




　何な故ぜ、『皇帝』がエリザベートの故郷に帰還するのか。

　何故、『皇帝』はエリザベートを愛いとしげな声で呼ぶのか。




　櫂人は言葉の続きを待った。だが、エリザベートはそれ以上、何も語ろうとはしない。櫂人も無理やり聞き出そうとはしなかった。二人は互いに壁の穴を眺めながら立ち続ける。

　長い沈黙が流れた。外から雨の匂いのする風が流れ込む。やがて、エリザベートは深く息を吸い、吐き出した。舌を短く鳴らし、彼女は椅い子すを背後に倒す勢いで立ち上がった。




「──────行くぞ」

「───────おう」




　低く怒りの込められた言葉に、櫂かい人とは頷うなずいた。

　次の瞬間、それが従者のする返事かと、彼は足を鋭するどく蹴り払われた。





　　　　＊＊＊






　エリザベートの故郷は、高い壁の向こう側にあった。




　大貴族レ・ファニュ家がかつて所有していた広大な領土の中でも、その城下街は特別な場所なのだという。『拷ごう問もん姫ひめ』の血ち塗ぬられた伝説は、他でもないこの地より始まるのだ。

　尖せん塔とうの壮そう麗れいなレ・ファニュ家の白亜の城を中心に、街は険しい山脈を背にして扇おうぎ状じように展開している。山肌と接した地形を利用し、街は幻獣の召喚台を設けた壁で外側を囲み、有事の際の防備を固めていた。だが、今ではそれは別の役割を果たしている。




　固く門を閉じられた壁は街を封じ込めていた。一歩でも壁を越えればそこは死の領域だ。

　背の高い壁は、今や街の巨大な墓ぼ標ひようとして機能している。




　かつて『拷問姫』エリザベート・レ・ファニュは門を封じ、拷問器具を街中に出現させ、城下街の住人の全てを己が手にかけたという。虐殺の宴うたげは三日三晩に及び、その間、街では苦痛の悲鳴が壮大な楽曲のように鳴り響き続けた。

　この街での虐殺を契機として、彼女は『串くし刺ざし荒野』、『山岳村の死の踊り』を越え、更に多くの屍しかばねを積み上げていく。




（………知れば知るほど、つくづく最悪だな）

　これらは全て、エリザベート本人から櫂人に与えられた情報だった。




　これから行く地の情報を希望したところ、櫂人はエリザベートから教会の纏まとめた『拷問姫の記録書』を投げ渡されたのだ。一連の逸話を把握し、愕がく然ぜんとする櫂人に対し、彼女は小さく鼻を鳴らしてみせた。




「貴様は余を何だと思っているのだ。余は『拷問姫』、エリザベート・レ・ファニュ」

「悪魔狩りを行ってはいるが、この世で有数の咎とが人びとであり、死んでも善人ではないわ」




　その陰惨な伝説の始まりの地に、今、櫂かい人ととエリザベート、ヒナは立っている。

　彼らの目の前には、黒く焦げた廃はい墟きよが広がっていた。




　虐殺後、街では大量の死体の処理に困り果て、壁内に火を放はなち、七日七晩燃えるに任せたという。鎮火後も死体の回収は行われることなく、呪のろわれた街はそのまま封鎖された。

　黒く炭化した瓦が礫れきの隙すき間まに覗のぞく人骨を眺め、櫂人は呟つぶやいた。

「ひどい有様だな」

「まぁな、教会から言わせれば、ここは『神から見捨てられた地』だそうだ」

　エリザベートの他人事のような呟きに、櫂人は短く頷うなずいた。

　それは決して過度な表現ではなかった。朽ちた家々、積み上がった瓦礫の合間に残された拷問器具と無数の人骨は、まさに地獄を描いた宗教画を思わせる。屋根の燃え落ちた煉れん瓦が造りの家を背景に、無数の骸がい骨こつが鉄てつ杭くいに貫かれている様は、悪魔に対する供物のようだ。




　その中で、白亜の城だけは劣化することも煤すすを被かぶることもなく、美しく佇たたずんでいる。

　まるで灰と泥の積まれた地面の上に、後から玩具おもちやの城を置いたかのようだ。




　その異様な光景を産み出した、当の本人であるエリザベートは小さく舌打ちした。

「チッ、我ながら嫌な空気よな。くれぐれも油断するでないぞ。『皇帝』は既に帰還済みだ。何が待ち受けておるかは、余にもわからん。だが、どうせロクなことではあるまい」

「畏かしこまりました。これよりヒナは戦闘様式を維持します。カイト様は、尊き御身に傷のつくことのありませんよう、どうか私の後ろへお下がりくださいませ」

「あっ、あぁ、悪い」

　櫂人は頷き、素直に彼女の後ろに移動した。ヒナはにこりと微笑ほほえみ、頭を下げる。

「ご安心を。あなた様は、このヒナが何に代えてもお守りしますから」

　そう優しく囁ささやく彼女の腕には、巨大な槍斧ハルバードが携えられていた。

　凶悪なシルエットを描く武器は、彼女の身長よりも遥はるかに丈がある。その頂ちよう端たんの槍やり部分はおぞましいほどに太く、斧おの部には反そり返った厚い刃がついていた。重量も相当あるはずだが、ヒナは茶会のポットのごとく、それをしずしずと清せい楚そに持ち歩いている。

　冗談か、悪い夢のような光景だった。櫂人は先程から、何度も眩暈めまいに襲われている。

　何よりも、この場はエリザベートの言葉通り、空気が悪すぎた。大気は嫌な熱を孕はらんでいる。まるで過去の炎がまだ地底で燻くすぶっているかのようだ。死体は朽ちたか灰になったはずだが、時折、濃厚な腐臭まで鼻先を掠かすめる気がした。人の無念や情念が肉のように腐敗し、汚泥となって堆たい積せきしている。櫂かい人とにはそう思えてならなかった。

　そして、汚泥の発する明確な殺意と憎ぞう悪おは、全てただ一人だけに向けられているのだ。




　憎らしきエリザベート、おぞましきエリザベート、醜しゆう悪あくで残ざん酷こくなエリザベートッ！

　呪のろわれよ、呪われよ、呪われよ、呪われよ、永久に呪われよっ、エリザベートッ！




　街全体が声なき声で咆ほう哮こうしている。それは決して幻聴とは言い切れなかった。

　何せ、ここは死の街、エリザベートの故郷、『拷ごう問もん姫ひめ』の始まりの地だ。だが、当のエリザベートは四方から向けられる重圧を完全に無視して、堂々と足を進めている。

（一体、お前は何を考えてるんだ）

　櫂人には彼女の考えがさっぱりわからなかった。だが、何をどう聞けばいいのか、聞く必要があるのかも判はん然ぜんとしない。それに今は何を差し置いても、『皇帝』への対処が先決だ。

　彼は彼女に従って、灰の混ざる汚泥が層になった道を歩き続けた。

　街中には、そこかしこに虐殺の痕こん跡せきが見てとれた。地面には畑の野菜のように生き埋めにされた髑どく髏ろが並び、燃え残った大木の枝には、三つの人骨が針金で犬の骨と共にぶら下げられている。左右で暴れる獣の爪つめが更に被害者を苦しめるようにするための措置だろう。

　悪趣味すぎると、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。不意に、髑髏の中の一体が緩やかに顔をあげた。

「………あっ？」

「ん？　どうした、櫂人」

「いや、あれ」

　骸がい骨こつは首を緩々と動かし、虚うつろな眼孔をエリザベートに向けた。櫂人は目を擦こする。だが、何度確認しても、顔を伏せていたはずの人骨がこちらを見ているのだ。その瞬間だった。




　───────カキキッ、カキッ、キキキッ




　燃え残った廃はい屋おくの陰から、切ないほどの乾いた音と共に、大量の人骨が道の真ん中に躍り出てきた。その口には尻しりから貫き通された槍やりの穂先が生え、背骨には棘とげが並んでいる。腕や足も断ち落とされていた。彼らは無残な姿で、実に楽しそうにくるくると踊る。

　骨にすら残る無残な拷問跡に、櫂人は息を吞んだ。彼が足を止めたのを見て、中の一体が近寄ってきた。縋すがるように伸ばされた半分しかない指を、櫂人は思わず摑つかみかける。同時に、骨は鋭するどく折れた逆の手首を振るってきた。瞬間、ゴッと音を立て、人骨は四散した。

　何が起こったのかと、櫂人は慌てて横を向いた。槍斧おのを振り抜いたまま、ヒナは翠みどり色の目を恐ろしいほどに見開き、呟つぶやいた。

「────カイト様に触れるな、この下郎が」

「アッハイ」

　櫂かい人とは慌ててヒナの後ろに隠れ直した。人骨達は次々と襲いかかってくる。だが、その一番の標的であるエリザベートは、群がる骨達に視線すら向けなかった。

「全く、騒がしいことよなぁ」

　彼女は欠伸あくびをしながら、ヒールを鳴らして歩き続けた。その度、路面で闇やみと紅あかい花弁が弾け、鉄てつ杭くいが炸さく裂れつする。だが、地面に縫い止められても骨達は体を分解し、無事な骨を組み合わせて迫ってきた。ヒナが槍斧おのを振るい、エリザベートが払っても、死体は尽きない。

　これほどの人数をエリザベートが殺した事実に、櫂人は腹の底が冷えるのを覚えた。

　パレードに加わるように、新たな骨が駆けてくる。遂ついに、エリザベートは舌打ちした。

「いつまでちまちまちまちまちま、こんなみみっちぃ攻撃を続ける気だ？　あぁんっ？　骨戦士スケルトンごときでは百年かけようが、余を殺せぬことはわかりきっておるであろう？　さっさと出て来てはどうだ？　それとも他に手がないなどと、笑わせることをぬかすなよ？」

　骨の妨害に遭いながらも、櫂人達は道を東へ昇った。三人は城へ続く大通りに出る。

　馬車の往来に備えてか、緩やかな坂道は丁寧に煉れん瓦がを敷かれ、道幅を広くとられていた。その左右には溶け残った金属製の看板や、まだ骨格を保つ立派な家々、灰を被かぶった鱗うろこ屋根の残る商店が並んでいる。街全体が朽ちた今ですら、大通りにはかつての盛況な日々の記憶が残されていた。だが、未いまだ民の生活が窺うかがえる場には、今や不気味な影が立っている。




　喪服姿の長身の女が、大量の死者を悼いたんでいるかのように佇たたずんでいた。




　彼女は黒のレースで顔を隠し、艶あでやかな黒髪を背中に流しながら、静かにうつむいている。その全身は絹手袋に長いスカート、喉のどを完全に覆う立て襟えりまで、黒で統一されていた。異様に瘦やせ、禁欲的に隠された体の中、その胸だけは豊かに大きく、不思議な色香を放はなっている。つばの広い帽子の上には、匂い立つような大量の白しら百ゆ合りが飾られていた。

　墓に供えるような寂しい花だけが、彼女の黒一色の全身の中、艶つややかに輝いている。

　足を止め、エリザベートは不機嫌に彼女に尋ねた。

「そこの真っ黒で見るからに怪しいお前が、この面倒な攻撃を行っている死霊術師ネクロマンシーか？」

「───かつて、貴女あなた自身がいたぶり、蹂じゆう躙りんし、殺した人間に躊ちゆう躇ちよもしないのですね？」

　女性にしては低めの声が、奇妙に柔らかな響きで耳を打った。エリザベートは眉まゆを顰ひそめる。記憶を探るかのように、彼女は紅い目を細めた。

　櫂人もその後ろで、首を傾かしげた。エリザベートが怒りや苛いら立だち以外の表情を、敵相手に浮かべるのは珍しい。女は小川のせせらぎを思わせる、独特の喋しやべり方で続けた。

「肉を食べ終わった後の骨には興味などない、ということですか？」

「あぁ、そうだと言いたいところだが………貴様、その声、その喋り方、まさか」

　エリザベートの呟つぶやきに、女は答えなかった。彼女は長いスカートの裾すそを積もった灰の中から持ち上げると、足の付け根が見えるほど高くたくし上げた。下着は着けていないのか、危ういところまで肌が露あらわになる。それを掠かすめて、スカートの中から人骨が零こぼれ落ちた。

　カラカラと音を立てて、それは元の形に組み上がった。猫を愛めでるかのように、女は這はい寄ってきた人骨の髑どく髏ろを撫なでた。完成した骨格を見て、櫂かい人とは思わず言葉を失った。

　手足を捩ねじられ、背中は反そり返った骨達がブリッジしながら路面を這い回っている。恐らく生きている間に長期間体を固定されたせいで、普通に歩くことすらできないのだろう。




　小柄な骨は、全て子供のものだった。




　カタカタと地面を這い、骨達はエリザベートに襲いかかった。その歯の隙すき間まから悲鳴のような音が漏れる。だが、エリザベートは一切の躊躇ためらいも慈悲もなく、足を横に振るった。

「くどいわっ！」

　ヒールの爪つま先さきが、子供達の胸骨を打ち砕いた。骨は呆あつ気けなく四散する。鋭するどい蹴りの風圧に押され、女の帽子が路面に落ちた。黒いレースに隠されていた顔が露あらわになる。

　厚い唇と切れ長の目、泣きボクロを持つ、地味な印象の美人が微笑ほほえんだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、エリザベート様」

　女は青灰色の瞳を潤ませ、深々と頭を下げた。彼女は顔をあげると帽子を拾い、汚れを払って今度は顔が見えるよう斜めに被かぶった。懐かしそうに目を細め、彼女は唇を綻ほころばせる。

「相変わらずですね、お嬢様。短気は直された方がよろしいと何度も申し上げましたのに」

「貴様………マリアンヌ、か？」

　エリザベートの声に、初めて動揺が走った。女は嬉うれしげに頷うなずく。見たことのないエリザベートの反応に、櫂人は思わず尋ねた。

「マリアンヌ？」

「余のかつての家庭教師チユーターよ。何な故ぜ、貴様がここにいる？　貴様はただの平凡な、教養が高く容姿も悪くないが、その潔癖さが高じて嫁ぎ遅れた、ただの女だったはずだ。その貴様が何故、死霊術師ネクロマンシーなどに」

「本気で仰おつしやっておいでですか、お嬢様？　あのような残ざん虐ぎやくな光景を目の当たりにして、ただの女がそのままでいられると本当にお考えで？」

　女、マリアンヌは歌うように応こたえた。彼女は黒の絹手袋に包まれた、薄い掌てのひらを動かす。

　長い指が上下する度、石畳に散らばった人骨達は、糸で操られているかのようにぴょこぴょこと跳ねた。滑こつ稽けいとも言える骸がい骨こつ達の踊りを演出しながら、マリアンヌは続ける。

「えぇ、本来ならば、名高き『拷ごう問もん姫ひめ』に見逃され、街から脱出した私はどこかの片田舎に引き払い、穏やかに生きるべきだったのでしょうね。ですが、それはできませんでした。私の教えていた貴女あなたが、あのワガママで愛らしく、根は素直なはずのお嬢様が、嬉々として拷問器具を出没させ、虐殺を行われた地獄絵図を前にして、私は心から思ったのです」

　マリアンヌは顔をあげた。彼女は痛ましい者を見るかのような、悲しげな眼まな差ざしを、エリザベートに投げかける。

「私が間違えたのだ。コレは私の過ちだ。私がもっと家庭教師として正しくさえあれば、貴女様を導くことができてさえいれば、ご両親の死後もこのように大きく人の道を誤られることなどなかったでしょうに。全ては私の責任です。私がお嬢様を救えなかったから」

「馬鹿をぬかすな。貴様のせいでなどあるものか。思いあがるなよ、マリアンヌ。幼少の頃より、貴様の毒にも薬にもならぬ教育が、我が残忍な本質に影響を及ぼしたことなど一度もない。貴様が何をやろうが所しよ詮せん風の囁ささやきと同じ。何も残らぬ。意味などあるものか」

　スッと、エリザベートは黒い爪つめを掲げた。拷問器具を呼ぶつもりなのかと、櫂かい人とは息を吞む。だが、エリザベートは何も召喚することなく、ただ遠くを指差した。

「去れ、何な故ぜ、今更余の目の前に現れたのかは知らぬが、二度とその顔を見せるな。お前には幼少時、外に出られなかった折、余は長く世話になったからな。此こ度たびも見逃そう。だが、三度目はない。疾とく早く失うせ、余より遠く離れたどこかで、平穏に野たれ死ぬがいい」

（自分に刃を向けた相手を、エリザベートが見逃すのか）

　櫂人は再び驚いた。以前見たエリザベートの幼少期の姿を、彼は再び思い返した。ひどく瘦やせた娘の横に、目の前のやや神経質そうだが、優しげな女性を並べてみる。

　家庭教師とワガママなお嬢様。そんな二人が並ぶ様子は驚くほど自然に想像ができた。

　かつて、そんな光景があったからこそ、エリザベートは彼女に慈悲を向けたのだろう。だが、当のマリアンヌにエリザベートの言葉が届いている様子はなかった。

　彼女はぎゅっと胸の前で両手を組み合わせ、骨が浮き上がるほど指に力を込めた。

「私のせい………私のせいで、お嬢様はこれほどまでに歪ゆがまれてしまって。だから、私は」

「いい加減にせよっ、マリアンヌッ！　人の話を」

「そんなお嬢様が」

　マリアンヌの指の骨がみしりと軋きしんだ。その足元で、彼女の激情に応こたえるように人骨が大きく跳ねあがった。骨達は一斉に人の形を捨て、高々と組み合わさると巨大な櫓やぐらを造りあげる。それは、軋みをあげながら、エリザベートに向かって倒れ込んできた。

　彼女は肩を竦すくめた。だが、次の瞬間、爆発するように骨は内側からぶちまけられた。

　櫓やぐらの中から、蒼あお褪ざめた馬が飛び出してくる。

「なっ！」

　エリザベートは目を見開いた。櫂人も言葉をなくす。燐りん光こうを放はなつ馬と威風堂々とした鎧よろいは、死んだはずの『騎士』だ。だが、どうやら本物の『騎士』ではないらしい。

　目の前の『騎士』の体は腐肉でできていた。馬の胸部の肉は蕩とろけ、肋ろつ骨こつが露出している。鎧よろい兜かぶとの隙すき間まからは、腐汁と蛆うじ虫むしが溢あふれ出していた。蘇よみがえった、にしてはその体はあまりに脆もろく見える。それでも蹄ひづめが路面を蹴る度、本物と同様に、その周囲には雷が走った。

　鎧は馬を走らせながら、空中から雷の突撃槍ランスを摑つかみ取った。

「『骨砕きボーンミル』ッ！」

　エリザべートは多数の棘とげがついた平たい鎚つちを振るった。それは『騎士』の腐肉を抉えぐり取り、骨を砕き、呆あつ気けなく四散させた。だが、消滅の直前、『騎士』の突撃槍ランスは路面を大きく撃ち砕いた。腐肉で造られた体は脆いが、その攻撃の鋭するどさは馬鹿にはできないようだ。

　マリアンヌは伏せていた顔を跳ねあげた。そこには恍こう惚こつとした笑みが浮かべられている。




「そんなお嬢様が、とんでもなく愛いとしくってッ！」




　頰ほおを赤らめ、彼女は歓喜の声をあげた。激しく息を荒らげながら、マリアンヌは興奮を抑えこもうとするように、自身の豊満な胸を細い両腕でぎゅっと抱き潰つぶした。

　はっきりと顔を引き攣つらせ、エリザベートはザッと後ろに下がった。櫂かい人とも背中にびっしりと冷や汗が浮かぶのを覚えた。二人の前で、マリアンヌは爛らん々らんと目を輝かせている。

　どう見ても、この女はおかしい。

　胸を更に激しく押し潰し、マリアンヌはうっとりと囁ささやいた。

「最も早はや償いようのない重罪を背負われたお嬢様。もう誰にも理解されることなく、愛されることなく、呪のろわれ、憎まれ、無様に死ぬばかりのお嬢様。そんな貴女あなた様を救えるのは、救おうとするのは、この私以外にいないでしょう。それこそ、貴女様を止められなかった、私に課せられた新たな義務なのです。だからこそ、私は決意いたしました」

　マリアンヌは厚い唇をねっとりと舐なめた。溢れた涎よだれが、その顎あご先まで滴したたり落ちる。

「貴女様を、この手で殺すとッ！」

「『騎士』、か………貴様、随ずい分ぶんと面めん妖ような技を得たものだな。何のつもりかは知らぬが、所しよ詮せん、あの男からの差し金であろう？　『皇帝』からどれほどの力を譲り受けた？」

　熱烈な告白を無視した問いかけに、マリアンヌはただ静かに微笑ほほえみを返した。

　打楽器を打ち鳴らすような音を立て、再び骨が櫓やぐら状に組み上がった。その中心に、篝かがり火びのような蒼あおい炎が渦巻く。不気味な儀式めいた光景の中、炎に焼かれながら異い貌ぼうの『騎士』が産まれ落ちた。櫓は次々と組み上がり、同様に『騎士』の複製品を産み出していく。

　続けて、その前に一回り小さな箱がずらりと造り出された。中から、肉にく蛙がえるが飛び出す。無数の濡ぬれた手足が煉れん瓦がを叩たたき、毒液と腐汁が辺りに飛び散った。

　異様な軍勢を前に、マリアンヌは抱ほう擁ようするように両腕を広げた。




「全ては愛ゆえに──────────────────────────────ッ！」

「貴様………狂いおったな」




　愛情に濡ぬれた異様な声が反響する中、エリザベートは頭痛に耐えるような顔で呟つぶやいた。マリアンヌは何な故ぜか恥じらうように更に頰ほおを紅あかく染め、大きく頷うなずいた。

　その姿をじっと凝視し、油断なく槍斧を構えながら、ヒナは呟いた。

「………何でしょうか。彼女に反発と共に、多大な親近感を覚えます」

「頼むからそれだけは止やめてくれ、頼むから」

「いっ、いえ、誤解ですよ。カイト様っ！　道を誤った主に対しての心痛、狂気に至るほどの想いも、このヒナ、我がことのように理解はいたしますが、そのために主を殺すなど傲ごう慢まんも甚はなはだしい。それでも尚なお、主に尽くしに尽くし、骨の髄まで尽くし尽くして、その方のために息絶えることこそ従者の本分でしょうに。そもそも、愛とは自己犠牲であり、私はカイト様のためでしたら、いつでも喜んで死ぬ覚悟で」

「ヒナッ、前っ！」

　一斉に、肉にく蛙がえるの群れが跳ねた。それは互いの柔らかな腐肉を潰つぶし合いながら、櫂かい人と達に迫ってくる。瞬間、ゆらりとヒナの姿が搔かき消えた。彼女は前に出て、槍斧を振り抜く。

「────私と、カイト様の愛溢あふれる語らいを」

　先頭の肉蛙の腹が、ボッと弾けた。腐肉と毒液が背後の蛙達に降り注ぐ。彼女は死し骸がいの上を踊るように進み、体を半回転させると槍斧を振り回した。周囲の蛙は一掃される。

　ブンッと槍斧を更に振り、彼女は刃についた毒液を払うと、ぴたりと止めた。

「────たかが、腐肉風情が」

　ヒナは姿勢を低くして、猛然と走り出した。擦れ違った『騎士』の馬に、彼女は斧おのを振るう。馬の体は上下に切断された。その下半身はしばらく走った後、路面の上に崩れ落ちた。馬の上半身と共に石畳みに落とされ、『騎士』はきょときょとと辺りを見回す。

「────邪魔を、するなぁっ！」

　ヒナはその首を跳ね飛ばした。落ちてきた『騎士』の頭部を、彼女は遠くへ蹴り飛ばす。

　踊るように華麗なステップを踏み、ヒナは櫂人の前に戻ってきた。彼女は槍斧をくるくると回し、空中に腐肉を弾き飛ばす。それをパシッと摑つかみ直し、ヒナは櫂人に微笑ほほえんだ。




　まるで、天使のような笑顔だった。




「失礼しました。お話の続きですが、私はカイトさまのためでしたらいつでも喜んで死ぬ覚悟です。今もあなた様の尊き御身には、私が指一本触らせませんのでご心配なく」

「あっ、ありがとうな。た、助かる。そ、そういえば、エリザベートは」

　ヒナのあまりの迫力に、櫂人は若干挙動不審になりながら辺りを見回した。

　エリザベートには腐肉で再現された悪魔達が、波のように絶え間なく襲いかかっていた。だが、彼女はそれをものともしていない。それどころか、エリザベートは針の生えた鉄球を縦横無尽に走り回らせ、悪魔の複製品の体を貫いては巻き込み、肉玉を量産していた。

「一体、これはなんなのだぁ、マリアンヌゥ？」

「貴女あなた様が既に倒された、十三体のうちの一体。あるいは、その従兵。彼らの血液を生前に一部頂いておいたのです。それらを媒介に、彼らの魂を一部召喚、複製。その魂の抱える強烈な歪ゆがみを、仮かり初そめの肉体に再現した結果が、こちらになります」

「付け焼き刃程度の力しか持たぬ死霊術師ネクロマンシーにできる技ではないぞ。貴様、やはりヴラドに」

「えぇ、様々なご助力を頂きましたとも。多くの人民も犠牲にしましたよ。ですが、これも全ては貴女様お一人のため。仕方がないではありませんか。ただのひ弱な女が、『拷ごう問もん姫ひめ』と戦えるようになるためには、これらは全て、致し方のない犠牲なのです」

　マリアンヌの言葉に、櫂かい人とは改めて悪魔の複製品の群れを見た。その材料は恐らく人肉だ。骨はこの街に溢あふれている。だが、肉はない。マリアンヌはそれを一体どこから、どのように調達したのか。想像しただけで吐き気を覚える量が、彼女の技には使用されている。

　マリアンヌは祈るように、黒手袋に包まれた指を組み合わせた。

「えぇ、そう。仕方がない………仕方がない、仕方がない、仕方がないしかたがないしかたがないっ！　これは仕方のないことなのですよ！　だって、だって、私が貴女様のようになるためには、同じ罪を重ねるより他にしょうがなかったのですからっ！」

　彼女の声の高ぶりに合わせ、辺りに蒼あおい炎が奔はしった。過去の火事を再現するかのように炎が立ち昇り、その中から大量の『騎士』が現れる。

『騎士』はエリザベートに突進した。櫂人達には新たな肉にく蛙がえるの群れが押し寄せてくる。

「次から次へと、カイト様の前にその醜い面を晒さらすなっ！」

　毒液の飛ぶ方向まで計算して、ヒナは槍斧を振るった。だが、突然、辺りに転がっていた骨が盾に変形し、その一撃を受け止めた。骨はバラバラになるが、肉蛙は辛うじて残る。

「大丈夫か、ヒ」

「─────こざかしいっ！」

　ヒナは一喝し、槍斧の一撃から逃れた蛙の鼻面に靴底をめり込ませた。肉蛙の頭部は粉砕され、辺りに飛び散る。ヒナはメイド服の裾すそを揺らし、華麗に着地した。

「ご心配をありがとうございます。やはり、カイト様はお優しい………しかし、今のは」

　見ればエリザベートの方でも同様の事態が起こっていた。

　彼女の鉄球に、複数の骨が張りついている。彼らは体を砕かれながらも針を摑つかみ、足を路面に打ち込んで、無理やり鉄球を停止させた。櫂人もようやく気がついた。エリザベートの残した大量の人骨を利用し、マリアンヌは物量戦を仕掛けようとしているのだ。

「あぁっ、感じませんか？　お嬢様？　後悔が肌を震わせ、苦悩が熱く胎はらを疼うずかせませんか？　貴女あなた様は、貴女様の殺した罪なき民の亡なき骸がらに殺されようとしているのです。感じませんか？　その肌で、肉で、あぁっ、痛いほどに激しく感じられませんか、お嬢様っ！　貴女様の殺した民の憎ぞう悪おを、殺意を、悲しみを！」

　自身の下腹部をぎゅっと抱き締め、マリアンヌはオペラ歌手のごとく叫んだ。

　無数の突撃槍ランスの先端が、エリザベートに向かう。彼女は苛いら立だたしげに指を鳴らした。

　鋼の腕が突撃槍を摑つかんだ。同数の『鉄の処女』が『騎士』を取り囲み、胸に運ぼうとする。だが、開いたその胸部に、次々と骨達が飛び込んだ。『鉄の処女』は内部を蹂じゆう躙りんされ、歯車を破壊される。マリアンヌは滂ぼう沱だの涙を流し、自身が襲われているかのように叫んだ。

「おわかりですか、お嬢様？　貴女の殺した民にも普通の生活が、守りたい日常があったのですよ？　貴女様が殺してもいい人間など一人もいなかったのですよ？　お嬢様っ！」

　その様子はどこかおかしい。マリアンヌの頰ほほからは恍こう惚こつとした赤みが消えていた。彼女はぎゅっと胸元を押さえ、苦しみを訴えるように息を吐き、ぼろぼろと涙を流した。

「何な故ぜですか、何故ですか、お嬢様。何故、あんなっ、あんなひどいことを。どうして、どうしておわかりになってくださらないのですかっ！　お嬢様あああああああああっ！」

「………心が、分裂している、のか？」

　櫂かい人とは思わず呟つぶやいた。マリアンヌの言動はあまりにも不安定だ。彼女は愛故ゆえにエリザベートを殺そうと歓喜し、同時に泣きながら彼女に後悔を迫り、懺ざん悔げを強いようとする。

「お嬢様、どうして、どうしておわかりにならない………私は私は止め。そんなことを、やっては、人はみんな泣いて、殺さなくては、お嬢様を、私がお止めしなくては、私が」

　今更、櫂人は気がついた。マリアンヌの精神は致命的に破壊されている。エリザベートの起こした凄せい惨さんな光景と、それを止められなかった自責の念に、彼女は押し潰つぶされていた。




「……………私が、私の、私が、私のお嬢様の、私のせい、だから」

　櫂人達の目の前にいるのは、ただの壊れた女の成れの果てだった。




　マリアンヌは悲鳴のように甲高い笑い声をあげ、顔を覆った。その帽子の上で、白しら百ゆ合りが静かに揺れる。舌打ちしながらも、エリザベートは低く囁ささやいた。

「………哀あわれだな、マリアンヌよ。余のせいだな」

　その瞬間、エリザベートは足を止めてしまった。ように、櫂人には見えた。

　同時に、一体の骨の腕がエリザベートを捕らえた。彼女は一気に、死者の群れに引きずり込まれる。彼女が無残に殺した軀むくろ達の濃厚な殺意が、憎悪が、『拷ごう問もん姫ひめ』を覆い尽くした。




　憎らしきエリザベート、おぞましきエリザベート、醜しゆう悪あくで残ざん酷こくなエリザベートッ！

　呪のろわれよ、呪われよ、呪われよ、呪われよ、永久に呪われよっ、エリザベートッ！




　櫂かい人とにも死者の痛烈な叫びが聞こえた気がした。彼はそれに負けないよう声をあげる。

「エリザベートッ！　出てこい、エリザベートッ！　ふざけるなよ、おいっ！」

「エリザベート様、ただ今参りますっ！」

　ヒナも叫び、駆け出した。彼女が辿たどり着く前に、骨達はガチガチと音を立てて、エリザベートに自分達の味わった苦痛を思い知らせるべく蠢うごめいた。マリアンヌは再び声をあげた。

「わかりますか？　貴女あなた様におわかりになるのですか？　ねぇ、お嬢様、私のお嬢様っ！」

「そんなこと………とうの、昔に………」

　小さな声が漏れた。ヒナは慌てて足を止める。同時に、声が爆発した。




「わかっておるわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」




　ブチ切れた叫びと共に、爆発的に鎖が伸びた。

　エリザベートを中心に、ジャラジャラと鎖が迸ほとばしる。それは竜巻のように渦を巻き、死者達を情け容赦なくなぎ倒した。無数の骨達の呆あつ気けなく折られる音が連なる。

　豪ごう奢しやな薔ば薇らが花開くかのように、鎖の渦が周囲に広がった。地面を撫なで、瓦が礫れきを殴り、それは骨達を細かく砕いていく。鎖は彼女が拷問し、殺害した人々を、完かん膚ぷなきまでに粉砕した。多頭の蛇のように暴れ狂う鎖を見つめ、ヒナは呟つぶやいた。

「流石さすがエリザベート様、お見事。です、が、これは………いけないっ！　失礼します、カイト様っ！」

「どわっ！」

　ヒナは全速力で戻ってくると、櫂人を姫抱きにして走り出した。次の瞬間、二人がいた場所も鎖が叩たたいた。巻き添えを食らった廃はい屋おくが倒壊する。焦げた木片と灰が辺りに散った。

　盛大な土煙の晴れた後には、エリザベートただ一人だけが立っていた。

　フーッフーッと、彼女は毛並みを逆立てた猫のように、荒く息を吐いている。

　その手には、フランケンタールの斬首用剣が輝いていた。

　マリアンヌは一歩後ろに下がった。その前に、数体残っていた『騎士』が並ぶ。彼らに突撃される前に、エリザベートはフランケンタールの斬首用剣を石畳みに突き刺した。

「『蟲の穴ヘル・ホール』っ！」

　声と共に地響きが起こり、路面が擂すり鉢ばち状に陥没した。『騎士』達は全員落下する。

　深い穴の底には、無数の蟲むしが蠢いていた。金属的な甲殻を持つ、黒光りする蟲はどうやら異界の生き物らしい。『騎士』達の体は、蟲達に覆い尽くされた。小さな歯で、腐肉の咀そ嚼しやくされるおぞましい音が響く。大量の餌えさに、蟲達はキチキチと歓声をあげた。

「…………ッ！」

　マリアンヌはじりじりと後ろに下がった。だが、その周囲の地面を貫いて、蛇のように鎖が飛び出した。瘦やせぎすの体と大きな胸を、鎖は雁がん字じ搦がらめにする。

　いつかのエリザベートのように、マリアンヌは宙に拘束された。彼女は先程の叫びの答えを求めるように、じっとエリザベートを見つめる。

　その前で、エリザベートは真剣な面持ちで剣の柄つかに両の掌てのひらを乗せた。

「悪いな、マリアンヌよ。そんなことは、とうの昔に理解しておるのだ」

　マリアンヌは小さく目を見開いた。エリザベートは青灰色の瞳を真まっ直すぐに見つめ返す。

「この世には、余に殺害されるべき民など一人としていなかった。余の殺した全員に、健やかに生き、人生を安楽に全うする権利があった。余が殺したのは無む辜この民だ。残ざん虐ぎやくに、凄せい惨さんに、無慈悲に、理不尽に、余は彼らを手にかけた。お前の言う通りだ、マリアンヌよ。その重罪は余が死んだところで、贖あがないきれるものでは決してない」

　エリザベートは真しん摯しな声で懺ざん悔げした。だが、同時に、彼女は唾つばを石畳みに吐き捨てた。己の罪を語り、認め、しかしそれを悔いることなく、エリザベートは断言する。




「その一切を全て理解しながら────余は『拷ごう問もん姫ひめ』となったのだ」




　それは一体何な故ぜか、エリザベートは続けなかった。

　虚うつろな風が黒髪を揺らす。それは火事の痕こん跡せきの熱を連れ、怨えん嗟さの声に似た唸うなりをあげた。




　憎らしきエリザベート、おぞましきエリザベート、醜しゆう悪あくで残ざん酷こくなエリザベートッ！

　呪のろわれよ、呪われよ、呪われよ、呪われよ、永久に呪われよっ、エリザベートッ！




　死者達の怨うらみを、憎ぞう悪おを一身に受けながら、エリザベートは続ける。

「許せとは言わぬ。理解せよとも言わぬ。確かに、余は悲鳴を悦えつ楽らくにし、絶望を悦よろこんだ。お前はそんな余を蔑さげすみ、罵ば倒とうし、呪いながら逝いくがいい………すまぬな、マリアンヌよ」

「………お嬢様」

「余も、直ぐに後を追う。何、本当に直ぐにだ」

　エリザベートは微かすかに唇を歪ゆがめた。その顔に一瞬だけ、いつもの無防備な幼さが過ぎる。

　エリザベートはフランケンタールの斬首用剣を握る手に力を込めた。それを見てマリアンヌは首を横に振った。彼女は目を閉じ、開くと、家庭教師然とした穏やかな顔で囁ささやいた。

「存じておりますよ、お嬢様。『フランケンタールの斬首用剣』は、拷問器具と鎖を召喚するための高位触媒。ですが、それ自体は、火ひ炙あぶりの際、苦しまぬよう、先に罪人の首を刎はねてやるために造られた処刑人用の剣、温情のための武器です。貴女あなた様は、それで私を殺してくださるおつもりですか？」

「その通りだ、マリアンヌよ。余はこれで、狂った、ただの女の首を刎はねよう」

「それはいけません、お嬢様、貴女あなた様らしくもない。一人にだけ、温情を与えてはなりません。貴女様が、死ぬまでその歪ゆがみを正すことがないというのならば、私のことも拷問器具でお殺しなさい」

　エリザベートは僅わずかに顔を強こわ張ばらせた。強い意志の光を湛たたえた目で、マリアンヌはエリザベートを叱しかりつける。

「苦痛で私を否定し、屠ほふることで、初めて貴女様のお考えに、最も早はや傷をつける者はいなくなるのです。捕らえられ、教会の狗いぬになって尚なお、貴女様の精神が暴君であるというのならば、それが正しい有り様というものですよ」

　マリアンヌは一度目を閉じ、緩やかに開いた。エリザベートに険しい表情を向け、彼女は教師としての忠告を落とす。

「一人だけ見逃せば、それは貴女様の決意に傷を残します。そういうものです」

　エリザベートは応こたえない。だが、不意に、マリアンヌは厳格な教師の顔から、再び表情を変えた。彼女はワガママな子供に向けるような、とても優しい目を見せる。

「心より愛しておりましたよ、私のお嬢様。こんなことになった今ですら、私の貴女様をお慕いする気持ちは、その幼い頃より何一つとして変わりはありませんでした」

　マリアンヌは柔らかく微笑ほほえんだ。そして、彼女は心から悲しそうに続けた。




「私を殺せば、以降、この世に貴女様を愛する者は、誰一人としていなくなるのでしょう」

「あぁ、そうであろうな。誰一人として、未来永えい劫ごういなくなるであろうよ」




　エリザベートは静かに、マリアンヌの言葉を肯定した。マリアンヌは頷うなずき、裁きを待つように頭こうべを垂たれる。エリザベートはフランケンタールの斬首用剣から手を放はなした。

　長く艶あでやかな黒髪を靡なびかせ、彼女は天を仰いだ。エリザベートはとても静かな面持ちを見せる。重い沈黙が落ちた。二人の女は、裁く者と裁かれる者は動かない。




　その時、櫂かい人との周りの空間が音を立てて凍りついた。





　　　　＊＊＊






「………なん、だ？」




　ガラスの割れるような異音から数秒後、櫂人はやっと周りがおかしいことに気がついた。

　彼の視界内の光景は薄蒼く凍りついている。エリザベートもヒナも、それどころか風に転がる骨の欠片かけらも砂さ塵じんの一粒一粒までもが全て静止していた。櫂かい人とは恐る恐る手を伸ばした。だが、静止したもの達と彼の間は透明な膜で遮られており、触れることすらできない。

「何が起こったんだ？　おいっ、エリザベート、ヒナッ！」

　呼びかけても、声は届かないのか返事はなかった。櫂人が混乱していると、不意に背後に誰かの気配がした。彼は慌てて後ろを振り向く。




「初めまして、罪なき魂よ」

「初めまして、無む垢くの魂よ」




　ヒナのものよりも更に古風なデザインのメイド服の片裾すそを摘つまみ、二人の娘が優ゆう雅がな礼をした。一人はリボンの掛けられた箱を片腕に持ち、一人は針の止まっている時計を掲げている。その背中を覆う長い髪はもつれた金糸で作られ、眼がん窩かには傷だらけの紫色の宝石が嵌はめられていた。人工物で造られた器官を見て、櫂人は悟った。この二人は人間ではない。

　娘達は人形だ。彼女達は無表情のまま、再び唇だけを動かした。

「エリザベートは殺すと思いますか？」

「『拷ごう問もん姫ひめ』は、殺せると思いますか？」

「なんだって？　アンタ達は一体何が言いたいんだ？」

「辛つらいですね、愛する者を殺すのは」

「悲しいですね、慕う者を殺すのは」

「確かに、そうだな。だけど、俺にはそれを止めることはできない」

　櫂人はそう強く拳こぶしを握った。マリアンヌとエリザベートの絆きずなと因縁を、櫂人は知らない。二人の思い出も、今彼女達が何を考えているのかも、正確なことなどわかりはしなかった。

　これはエリザベートが選び、決めることだ。彼女の選択に、櫂人が生半可な考えで関与することなど許されはしない。だが、メイド達は揃そろった動きで首をふるふると横に振った。

「止めろとは誰も」

「そうです一言も」

「「私達がしたいのはエリザベートではなく、あなたについての問いかけですので」」

「………はっ？」

　二人が何を言っているのか、櫂人にはわからなかった。そもそもこの二人は何者なのか。

　箱を持ったメイドは機械的な咳せき払いをして、しずしずと前に進み出た。櫂人は警戒して後ろに下がる。だが、メイドはリボンを解くと蓋ふたを開け、堂々とその中身を彼に示した。

　瞬間、櫂人は強い吐き気に襲われ、口を押さえた。

「………ぐっ、うっ」

　箱の中には、鴉からすの羽根を体から生やした蜘く蛛もが大量に蠢うごめいていた。互いの体に乗りながら、掌てのひら大だいの蜘蛛が羽根に覆われた八本の脚で歩き回っている。その中心にはあろうことか、一人の赤子が埋もれていた。助けようと蜘蛛の中に手を差し伸べかけ、櫂かい人とは息を吞んだ。

「まさか、コイツは」

「おや、気づきましたか」

「そう、わかりましたか」

　よく見れば、健康に太った赤子の下半身からは蜘蛛の脚が生えていた。既に歯が生え揃そろった小さな口には、奇妙に残忍な笑みまで湛たたえられている。

　脳天を貫くような衝撃と共に、櫂人は理解した。

「コイツは、『伯爵』なの、か？」

　そういえば、先程襲ってきた腐肉で再現された悪魔の群れの中に『伯爵』はいなかった。

　櫂人は全身を嫌悪に震わせ、一歩後ろに下がった。同時に、メイド達は口を開く。

「マリアンヌは『伯爵』の魂も保有していました」

「私どもはこれを、人間の赤子の中にいれました」

「「このままでは再び、胸むな糞くそ悪いあの男が育つことでしょう」」

　赤子はふくふくと太った手で、ペットを愛めでるように蜘蛛達の背中を撫なでた。彼はずるがしこそうな知性の宿った目で蟲むし達を見降ろし、満足げににやにやと笑っている。

　櫂人は思わず拳こぶしを振り上げた。だが、それを振り降ろすことはできなかった。目の前のコレが元通りの『伯爵』ならば殺すことができた。それこそ、何度でも櫂人は八つ裂きにしようとしたことだろう。だが、今のコレは本質が同じとはいえ赤ん坊だった。

　殴ったところで、櫂人にはコレを殺せない。赤ん坊をくびり殺すのは父親と同じ行為だ。彼は固めていた掌を無理やり解くと、青あお褪ざめた自分の顔をゆっくりと撫でた。

　その様を観察した後、一度顔を見合わせ、メイド達は頷うなずいた。

「あぁ、流石さすがに、いきなりは無理ですか」

「まぁ、ここは追々に期待ということで」

「「とりあえずはいいでしょう」」

　突然、メイドは箱を高々と掲げた。一切の躊ちゆう躇ちよなく、彼女はそれを路面に投げつける。

　パニックを起こし、蜘蛛達は潰つぶれた箱の隙すき間まから逃げ出そうとした。それを押し潰しながら、赤子が這はい出てくる。メイドは爪つま先さきでその体をひっくり返すと力任せに踏みつけた。

「なっ！」

　人外の力を込められ、太った腹はぐちゃりと歪ゆがみ、ぶつりと裂けた。人間のものとは違う形状の臓物が大量にぶちまけられる。蒼あおい血ち溜だまりの中で、赤子はびくびくと痙けい攣れんしながら動かなくなった。あまりの光景に言葉をなくす櫂人の前で、メイド達は肩を竦すくめた。

「はい、こうして潰しました。安あん堵どしましたか？」

「はい、無事始末しました。安心したでしょう？」

「俺はそんな………いや、そうじゃない。確かにそうだ、ほっとしたよ、ちくしょうが、最悪だ！　だが、これは元々アンタ達が造ったもんだろうっ！　なんでこんなモンを」

「その通り。そして実はこれは潰つぶしても、再び作成可能なものなのです」

「胎内に魂を保管する死霊術師ネクロマンシー、マリアンヌを殺さない限りは何度でも」

　メイド達の言葉に、櫂かい人とはゾッと全身の血が下がるのを覚えた。彼は赤子の無残な死体を見る。これを再び造り出されるとは、冗談ではなかった。

「ここで問題です。エリザベートは、彼女を殺すでしょうか？　殺さないでしょうか？」

「殺せなかった場合、私共はマリアンヌを攫さらい、大量の『伯爵』を造らせるつもりです」

　櫂人は鎖に囚とらわれているマリアンヌに顔を向けた。彼女の蒼白な横顔には死への覚悟と生への重い疲れが貼はりついている。元々彼女は死霊術師になるべき人間ではなかったのだ。

「………これ以上、壊れた彼女を酷使しようって言うのか」

「マリアンヌの脆ぜい弱じやくな心が砕けるまで『伯爵』を量産させ、野に放はなちましょう」

「えぇ、あの光景を、もう一度。たくさんのたくさんの愉快な『残酷劇場グラン・ギニヨール』を」

　メイド達はくすくすと笑い合った。櫂人の視界は、怒りで真っ赤に染まった。

　同時に、彼の脳裏で蠢うごめく蜘く蛛もの姿が再生された。次々と、子供達が痛切な悲鳴をあげる。ノイエがちくしょうと吐き捨て、泣きながら笑った。彼の姿は後ろに引っ張られて消える。

　凄せい惨さんな悲鳴と、少年の首の骨が折られる音が聞こえた気がした。櫂人の幸福を初めて願ってくれた人物は、そうして無残に殺されたのだ。

　怒りと殺意が、櫂人の頭の中を塗り潰した。ガチンッと脳のどこかで異音が響く。櫂人はゆらりと顔をあげた。彼は異様なほどに大きく目を見開くと、凍った声で二人に尋ねた。

「やらせると思うのか？」

「その無謀でしかない勇気はご立派ですが」

「あなたのお相手は私達ではありませんよ」

　メイド達は再びスカートの片裾すそを摘つまみ、片膝ひざを曲げると優美なお辞儀をした。箱を捨てたメイドは、鎖に囚われたマリアンヌを示す。もう一人は時計を掲げた。

「さて、再開と参りましょうか」

「判断は数秒。素早く願います」




「「どうぞ、ゆめゆめ後悔のなきように」」




　瞬間、二人の姿は搔かき消えた。世界は色鮮やかなものに戻る。冷たい風が吹き、灰と砂さ塵じんが舞った。エリザベートは唇を嚙かみ締め、高々と腕を掲げる。

　同時に、櫂人は路面を蹴った。

　告げられた判断時間は数秒だ。彼女が指を鳴らすか鳴らさないかを、待つ余裕はなかった。もしも鳴らされなければ、止める暇もなく、おぞましい事態になる。

　あの二人が何をしろとほのめかしたのか、櫂かい人とには自然と理解ができてしまっていた。冷れい徹てつに澄み切った思考で、彼は今自分がやるべきことを理解し、即座に実行した。

　櫂人は路面に突き刺さったフランケンタールの斬首用剣を引き抜いた。魔術の補助か、意外にもその刀身は軽い。エリザベートが振り向いた。何をしていると問う紅あかい目を無視して、彼は流れるように前に出た。この行為の正当性はあえて無視する。

（俺がやってもやらなくても、マリアンヌは殺される。エリザベートに拷問で甚いた振ぶられて死ぬか、利用され尽くして廃人となって死ぬか、どちらかでしかない）

　それは両方とも地獄だ。その事実が罪悪感を緩和させ、唯一の解決策を簡単に取らせた。




「─────すまない」




　櫂人は剣で、マリアンヌを突き刺した。

　魔具を兼ねた刃はさしたる抵抗もなく、女の胸を貫く。




「……………えっ？」
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　驚きに目を見開き、マリアンヌはごぼりと血を吐いた。それを正面から浴びた瞬間、櫂かい人とは目が覚めたような気がした。生温かな血が頰ほおを伝い落ちる。自分が何をしたのか、一瞬わからなくなった。櫂人は込み上げてきた胃酸を飲み込むと、ゆっくりと剣の柄つかから掌てのひらを引き剝はがした。マリアンヌと視線が合う。彼は自分の殺した女を正面から見つめた。

　彼女は困惑した顔をしている。櫂人は唇の動きだけで、すまないと繰り返した。それを見た途端、彼女は何な故ぜか優しく唇を綻ほころばせた。

「あ、あぁ………礼、を………ほんとう、は………これ………で、」

　その言葉は途中で途切れた。彼女は穏やかな顔のまま、ガクリと首を落とす。櫂人は呆ぼう然ぜんとその最期の言葉を反はん芻すうした。同時に、彼はある可能性に気がついた。

「………もしかして、あなたは」

　本当は、マリアンヌはもうこれ以上、エリザベートの罪状を増やしたくなかったのではないか。だが、そのことについて深く考える暇もなく、櫂人は横に吹っ飛ばされた。

「ぐぁっ！」

　腹を蹴り飛ばされ、櫂人は勢いよく路面を滑った。彼は砂利と灰に塗まみれながら道を転がり、瓦が礫れきにぶつかってようやく止まった。内臓が一部潰つぶれたかと心配になるほどの激痛が、全身を走る。血を吐きながら、櫂人は顔をあげた。

　先程まで彼がいた位置には、エリザベートが立っていた。彼女は無表情にマリアンヌの死体を見つめている。決して短くはない時間が過ぎた。突然、エリザベートはマリアンヌに刺さった剣の柄を摑つかみ、勢いよく引き抜いた。大量の血が零こぼれ落ち、路面を黒く濡ぬらす。

　黒髪を靡なびかせ、彼女はゆらりと櫂人に顔を向けた。乾いた怒りを湛たたえた目が細められる。

「何故勝手をした、駄犬よ？　答え次第では、わかっておるな？」

　ヒールを鳴らし、エリザベートは歩き出した。彼女は櫂人の前で足を止める。

　白い掌が目の前に迫るのを、櫂人は呆然と見つめた。だが、その指先が届く寸前、彼の視界は横にブレた。櫂人を抱きあげたヒナが真横に跳んだのだ。彼女は右腕に櫂人を抱き、左腕に油断なく槍斧を構えたまま、路面を削って着地した。エリザベートは舌打ちする。

「ソレを置け、木で偶くが」

「お断りします。貴女あなたは私の主ではない」

　二人は鋭するどく睨にらみ合った。片手が塞ふさがった状態で戦える相手ではないと判断したのか、ヒナは櫂人を降ろし、盾になるように前に立った。エリザベートは唇を冷たく吊つり上げる。

　争いを止めようと、櫂人は口を開いた。だが、ヒューヒューと荒い息が漏れるばかりで、上う手まく喋しやべれない。彼は必死になって痛む腹に力を込めた。




「ふ、二人とも、止やめ」

　ようやく声を出せた瞬間、櫂人は再び周囲が凍りついていることに気がついた。




　激痛と腹部への衝撃で滲にじむ視界には、二人のメイドが立っている。一人は赤子の体液で汚れた靴を履き、もう一人は時計を掲げていた。二人は無表情で、傷だらけの紫色の瞳を櫂かい人とに向けている。次の瞬間、その美しい顔は信じられないほどの柔らかさで、歪ゆがんだ。

　メイド達は壊れ切ったおぞましい笑みを浮かべる。そのまま二人は再度優ゆう雅がな礼をした。




「合格です、罪なき魂よ」

「我らが主がお呼びです」




　上機嫌に鼻歌を歌いながら、メイド達は動けない櫂人の肩を摑つかんだ。彼は抵抗も虚むなしく、無理やり引きずられる。ズルズルと運ばれながら、櫂人は力なく後ろを振り返った。彼らが一定距離を離れると、蒼あおく凍りついた光景は急に動き出した。

「んっ？　………カイト？」

「えっ、カッ、カイト様？　そんな、カイト様、どちらへっ！」

　エリザベートとヒナは櫂人の消失に気がつき、辺りを見回した。それほど距離は開いていない。櫂人は気づいてくれと二人を見つめた。ヒナが櫂人の方を向く。その瞬間だった。

　ぐうるるるるるるる、うるるるるるるるるうっ、ぐうるるるるるるるるっ

　二人の視界を遮るように、全ての光を吞み込むような黒い闇やみが渦巻いた。唸うなり声をあげながら、闇はしなやかで美しい筋肉と、滑なめらかで上質な黒の毛皮を造り出していく。

　それは直すぐに、最上級の猟犬の形になった。地獄の業火がその目の中で紅あかく燃え上がる。




　周囲の空気を威圧で凍らせながら、『皇帝』が現れた。




　ぐひぇへへへへへへへへっ、ふゅへへへへへへへへへへっ、ぐひぇへへへへへへへへっ




　それは二人に向けて、人のものによく似た笑い声をあげた。

　その絶望的な光景を最後に、櫂人の意識は闇に溶けた。
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　返す返すも己の人生は最悪だったと、櫂かい人とは思う。




　罪なき魂と言われても、櫂人には微み塵じんもその実感などなかった。それどころか、この世界で遂ついに人殺しにまでなった始末だ。今までは人の殺害に間接的に手を貸したことや、死体処理の手伝いをしたことはあっても、刃で直接人を刺した経験などなかった。

　新たな人生は散々だった。想像を絶するようなおぞましい光景を目にし、理不尽な理由で拷問にも遭いかけた。自分で手首を切断する羽は目めにも陥り、腹には深い傷まで刻んだ。だが、同時に忘れ難がたい経験も幾つかすることができた。




　人に幸福を祈られた。あなたを守ると言われた。




　それは泥の中に手を突っ込み、金属片で肌を裂きながら、やっと得たような一言だった。

　本来、その温かさは日常で得られる些さ細さいな幸福の範はん疇ちゆうにすぎないのだろう。だが、櫂人には死ぬことでようやく、手にすることができたものだった。




　だからこそ、櫂人は実はあることを思い始めていた。

　自分は罪なき魂では決してなく、目にする光景も地獄に等しい。だが、それでも。




　不条理に押しつけられた第二の人生も、決して悪くないのではないかと。

　虫けらじみた自分が生き返った意味も、もしかしてあるのではないかと。




　今まで、誰にも話したことなどないが。





　　　　＊＊＊






　目を開くと、櫂人は豪ごう奢しやな椅い子すの上に座らされていた。視界は薄暗く、端に行くほど闇やみに溶けている。精せい緻ちな木工細工のなされた肘ひじ置おきを撫なで、彼は辺りを見回した。

（一体、ここは、どこだ？　俺は何な故ぜこんなところにいるんだ？）

　目の前には、真珠色をしたテーブルクロスが真まっ直すぐに伸びている。その上に置かれた銀のビュッフェ台には、蠟ろう細ざい工くにも似た色取りどりの料理が並べられていた。

　半透明の牡か蠣きのゼリー寄せ、鮮やかな橙だいだい色いろの鮭のマリネ、各種パテをはじめとした前菜。豪快に焼かれた黄金色の豚の丸焼き。野菜のキッシュと香り高い海え老びのスープ。蜜みつがけの果物。砕いたアーモンドを全体に塗まぶしたケーキ。ベリーを飾られた焦げ茶色のプディング。

　芳ほう香こうを放はなつあらゆる料理が卓上を埋め尽くしている。紅あかい燭しよく台だいで揺れる炎が偽物じみたその全貌を照らし出していた。だが、豪華な料理の数々に手をつける者は誰もいない。




　食卓には、主賓席にただ一人、黒い男が着いていた。




　彼はクラバットつきの絹製のシャツに、銀糸で模様の描かれたコートを羽織ったまま食事をしている。ビュッフェ台の料理は無視して、彼は純白の皿の上の品を食べていた。

　見れば陶器皿には、血の滴したたる赤黒い肉片が置かれている。味つけすらされていないように見える生の肝臓を、男は薄く切り取り、フォークで唇に運んだ。

　燭しよく台だいの火だけが照らす薄うす闇やみに、食器の微かすかに触れ合う音が響く。

　その紅あかい目と艶あでやかな黒髪、中性的な美び貌ぼうを誇る顔立ちに櫂かい人とはやはり見覚えがあった。




　この男、ヴラドは、エリザベートによく似ている。

（なん、でだ。なんでよりにもよって、俺はラスボスの前に連れてこられてるんだ？）




　混乱しながら、櫂人は自分の体を確認した。腹部の痛みは続いているが、手足は自由に動く。縛られてはいないし、魔術的な枷かせを嵌はめられているわけでもなさそうだ。

　櫂人はヴラドの隙を窺うかがった。彼は黙々と料理を食べ続けている。その様子は肉に没頭しているようにも、何も考えていないようにも見えた。隙があるのかないのかすら曖あい昧まいだ。続けて、櫂人は食卓から顔を背け、部屋の様子を確認した。だが、室内の全貌はわからない。燭台の灯あかりから遠ざかれば遠ざかるほど、広大な部屋は闇と一体化してしまっていた。

（入り口の位置すらわからない、ってのはまずいな）

　櫂人は焦りと苛いら立だちを吞み込み、息を整えた。何とか冷静になろうとする。だが、燭台から漂う、獣臭に似た匂いの煙に神経を搔かき乱された。それに誘われるように、櫂人は地獄の業火を目に宿した、黒犬のことを思い出した。




（そうだ、エリザベートは、ヒナは、二人は無事なのか？）

「えっ？　気になるのかい？」




　櫂人はビクッと顔をあげた。見れば、ヴラドは意外そうな顔で食事の手を止めていた。その口調も声も、思ったより年若い。どう返せばいいかわからず、櫂人は無言を選んだ。

「あぁ、そうか。突然の招待だものね。混乱しなければ噓うそというものだろう。失礼した」

　ヴラドは勝手に頷うなずき、指を鳴らした。櫂人の前に闇と蒼あおい花弁が渦巻き、水を湛たたえた銀器が出現する。鏡のようにピンッと張ったその水面に、別の光景が映し出された。

　中を覗のぞき込み、櫂人は目を見開いた。

「エリザベート………ヒナ」

　城に続く坂道を駆け上がりながら、エリザベートとヒナは巨大な黒犬と戦っていた。

　ヒナは槍斧を振るい、黒犬の足を薙なぐ。だが、厚い毛に覆われた筋肉には刃が通らない。黒い背に、エリザベートは無数の杭くいを穿うがつが、弾かれた。目の前に迫った顎あごに、彼女は召喚した鎖を巻きつける。だが、拘束はできても決定打がないらしい。

『おのれ、ここまで拷問器具が通じぬとはな。流石さすがは皇帝と言ったところか』

　エリザベートは路面に血を吐き捨てた。その鋭するどい殺意は折れていない。だが、紅あかい目の中には隠しようのない焦りの色が浮かんでいた。

　テーブルに両手をつき、櫂かい人とは思わず叫んだ。

「エリザベートッ！」

「ううん、やはり彼女はせっかちだと思わないかい？　私が思うに、エリザベートには火薬よりも発火点が低いという欠点があるのさ。『皇帝』相手に、力押しは愚の骨頂だよ。まぁ、そんなことを言い出したら、『彼』と戦う選択自体がそもそも間違いなんだがね」

　ワガママな幼子について語るような親密さで、ヴラドは肩を竦すくめた。彼は優ゆう雅がに、最後の肉片を口に運ぶ。血ち濡ぬれた唇を舐なめ、彼は櫂人の覗のぞく銀盆をフォークで指し示した。

「『皇帝』は私達の召喚した悪魔の中でも最高位、人に呼べる限界値だ。いかに名高き『拷ごう問もん姫ひめ』、エリザベートでも簡単に殺せはしないよ。容易たやすく殺されては、『皇帝』の名が廃る。『彼』にも最上級の猟犬としての誇りがあるだろうさ。十四の頂点は格が違う」

　エリザベート達は、今、そんな相手と戦っているのだ。櫂人は強く拳こぶしを握り締めた。だが、そこで彼はふとおかしなことに気がついた。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ。悪魔はあそこにいて、アンタはここにいる。つまり、アンタは『皇帝』と契約しながら、融合はしていないのか？」

「そうだよ。エリザベートに聞いているだろうが、私を媒介に『皇帝』はこの世に具現化している。ある意味、私達は二人で一つ。本来ならば身の安全のため、融合した方が合理的だろうさ。だが、人の身で得られる快楽を捨てるのも、異い貌ぼうの肉体に成り果てるのもごめんでね───だって、いささか、アレは笑えるほどに醜いだろう？」

　ヴラドはクスリと笑った。彼は冷酷ともいえる正直さで、同胞の悪魔達を嘲あざ笑わらう。櫂人は、以前、エリザベートが悪魔の従兵を指して、笑えと言っていたことを思い出した。

　櫂人は首を横に振り、更なる問いを続けた。

「つまり今のアンタは生身なんだな？　そして、アンタを殺せば『皇帝』も死ぬと」

「その通り！　だが、それを私自身に確認するのは愚の骨頂ではないかな？　意外と向こう見ずなようだから、忠告しておこうか────君に私は殺せないよ」

　淡々と、ヴラドは断言した。彼はナプキンで唇から血を拭ぬぐい取る。

「エリザベートにならば可能だろうが………私は彼女と同様にただの人間ではないからね」

　その指先に蒼あおい花弁と闇やみが集まった。ヴラドが手を放はなしたナプキンが糸状に分解されていく。それは空中で螺ら旋せんを描き、突然発火した。白い灰がひらひらと食卓に舞い落ちる。

　彼が闇と蒼い花弁を操る様を眺め、櫂かい人とは気がついた。つまり、この男は『エリザベートが悪魔と契約したら』という、クルーレスが危き惧ぐしていた事例に、最も近い人間なのだ。

「何な故ぜ、俺を連れてきたんだ？　人質にするためか？」

「………すまない。皮肉を言いたいわけではなく、本気で理解ができないんだが………まさか、君は自分に人質の価値があると信じているのかい？」

「ない、な。俺は戦力外だ。エリザベートが俺の生死なんかを気に留とめるはずがない」

「うんうん、そうだとも。私は君自身にある提案があって、ここに招待したのさ」

　再び、無邪気とすら言える正直さを発揮しながら、ヴラドは頷うなずいた。だが、彼は一転して真剣な表情で両手を組み合わせると、真まっ直すぐに櫂人を見つめた。




「私は君を養子に迎えたい。君を第二のエリザベートにしよう」

「断る」




　第二のエリザベートとは何か。その意味を理解する前に、櫂人は反射的に断った。

　混乱してはいたが、答えは迷わなかった。『皇帝』との契約者からの養子の申し出など、即座に断る以外の選択肢はない。だが、ヴラドは何故か意外そうな顔をして続けた。

「エリザベート、愛いとしい愛しい、私の最初の娘、『完成しすぎた最高傑作』。彼女は予想以上の成長を遂げたが、最後には私と袂たもとをわかった。その代わりが欲しいんだ。今まで私が得てきたものの、今後積み上げていくもののためにも後継は必要でね」

「だからって、何でよりにもよって俺なんだ。理解ができない」

「私は君に、彼女と同等以上の素質を見ている。クルーレスから報告を受けてはいたが、君は罰に見合う咎とがもなく、残ざん虐ぎやくに殺された魂だろう？　人の苦痛を知りながら傷口を睨にらむ冷静さもある。それでいて憎ぞう悪おに対する反応は苛か烈れつで、潔癖な一面も持ち合わせている」

「これだけは言えるな。実際の俺とアンタの評価の間には大きなズレがある」

「そうかな？　私にはそれほどズレているとは思えないがね───痛みを知りながらも、目標のために人を殺せる人間は、負の方面の成長に大いに期待ができるというものさ」

　ヴラドは指を鳴らした。彼の後方から、先程の金髪のメイドが現れる。二人は傷だらけの紫の目を瞬まばたかせ、優ゆう雅がな礼をした。櫂人はハッとして、彼女達を睨みつける。

　櫂人の敵意に満ちた視線に気づいているのかいないのか、ヴラドは歌うように続けた。

「何よりも、君は殺され、己の全てを奪われた。奪われた者は奪う側に回る権利がある。少なくとも、『奪う権利がある』という思考を身につける素地は整っている。人の苦痛を集めるのに最適で必須な渇望さ。生半可な欲求ごときでは、やがて欲自体に食われるからね。『資格』は必要だ────己を当然のごとく暴君たらしめる『資格』がね」

　ヴラドは詩人のように独演を続け、学者のように櫂かい人とを分析してみせた。

　櫂人は言葉に吞まれそうになるのを必死に耐えた。燭しよく台だいの灯あかりの下、不思議な呪じゆ文もんのように響く声を聴いていると、意識を持っていかれそうになる。己を見失ってはならなかった。櫂人はエリザベートになるのはごめんだし、なれるとも思っていない。

　目の前の男の口にする言葉は、所しよ詮せん狂人の戯たわ言ごとにすぎなかった。

「エリザベートも幼き頃より、理不尽な死の恐怖に晒さらされてきたのさ。その苦痛と恐怖が、彼女を至高の芸術作品にした。私は君を第二の作品に、私の後継にしたい。娘が失敗したから息子をというのは、我ながらやや安直な発想だけれどね。どうだろうか？」

「断る。べらべらよく回る口を閉じろよ。アンタは胸むな糞くそ悪い」

「元気でいい返事だ！　ただ、もう少し話を聞いてくれたまえ。損はさせないよ」

　ヴラドは動じなかった。彼はやんちゃな少年を見るように目を細める。あるいは、その目は子犬の品定め中に、いい吠ほえ声を聞いた育種家のものにも近い。

「私はクルーレスのように、君を下に見てはいないんだ。何の代価もなく、その未来をもらうつもりはないよ。それはあまりにも道理を外れるというものだからね………口にしておいてあれだけれど、私が道理を語るのもなんだかおかしな話だね？」

「何を条件にしようってんだ。エリザベートとヒナの身の安全か？」

「まさか！　私達、父娘のことを君ごときの選択に託すはずがないだろう？　愛まな娘むすめ、愛いとしく可愛かわいく、愚かで憎いエリザベートのことは、私と『皇帝』が決着をつける。それが愛だ。身の程を知れよ小僧────彼女は、この私の、ヴラド・レ・ファニュの愛娘だ」

　瞬間、ヴラドの紅あかい目に冷たい光が宿った。彼は立ち上がり、櫂人の横まで歩いてくると銀盆の水面を黒い爪つめでなぞった。エリザベートの姿が一瞬揺れる。

「私と彼女の関係に、お前なぞが関われると思うな」

　その様に粘つく視線を送った後、ヴラドはパッと再び明るい笑みを浮かべた。

「そう！　それに私の出す条件は、もっと素晴らしく、君にとって重要なものだと思うよ。私はエリザベートよりも魔術の腕が高く、異世界との繫つながりの確保も容易でね」

　ヴラドは自慢げに胸を張った。その楽しげな顔は、まるで友人を愉快な遊びに誘う子供だ。人を養子にしたいと語りながら、彼からは無邪気な幼児性が感じられた。だが、不意にヴラドは深く深く、邪悪な笑みを唇に刻んだ。その表情を見て、櫂人は否いや応おうなく悟った。




　融合こそしてはいないが、この男は間違いなく悪魔だ。

　悪魔は、人の心の間かん隙げきを突く。




「先日つまらないトラブルで海に沈められた君の父親を召喚し、君に玩具おもちやとして与えよう」

　その言葉を聞いた瞬間、櫂かい人との心臓は一瞬止まった。





　　　　＊＊＊






「………まさか、アイツが、アイツが死んだってのか？」




　気がつけば、櫂人は立ち上がっていた。派手な音を立てて、椅い子すが背後に倒れる。銀盆が揺れ、水面の光景がブレた。だが、それに意識を向ける余裕は、彼にはなかった。

　櫂人はハンマーで頭を殴られたようなショックを受けた。遅れて、奇妙な虚無感が追いかけてくる。胸の中が空っぽになり、心臓を握り潰つぶされたような気がした。

　それほど、ヴラドの言葉は、櫂人にとってあまりにも意外で衝撃的なものだった。

　死んだのだ、あの男が。何があろうと永遠に生き続けるだろうと思っていた、畜生が。

「あぁ、その通り。死んだんだよ、おめでとう！　因果応報と言ったところだね………ふむ、私自らが悪を体現したような存在でありながら、これも矛盾した言葉かな？　まぁ、矛盾ついでに続けようか！　気持ちのいい結末だとも！　さぁ、君はどうするのかな？」

「どうする、って、だって、………親父はもう死んで」

「さっきも言っただろう？　生き返らせ、君に玩具おもちやとして与えてもいいと！　もしも、君が殺された復ふく讐しゆうを果たしたいというのなら、頷うなずくことをお勧めするよ。何、恥じらう必要も隠す必要もないさ」

　理解と親愛を示すように、ヴラドは何度も頷いた。彼は無邪気な笑みを櫂人に向ける。

　残ざん酷こくな遊ゆう戯ぎに人を誘いざなうような表情で、彼は続けた。




「その男の腸をぶちまけ、肺を搔かきだし、首を絞めれば、きっと気持ちがいいよ？」




　ヴラドの甘言に耳を傾けてはならない。それは悪魔の言葉だ。そう理解しながらも、櫂人は罅ひび割われた胸の奥底から湧わき上がる、壮絶な感情の汚泥を否定することができなかった。

　あの男の内臓を引きずり出し、死にたくないと無様に懇こん願がんされながら容赦なくブチ殺す。その様を想像しただけで、胸がすいた。実行すれば、さぞかし爽快な気分になることだろう。




　そうすれば、今でも櫂人を縛る、枷かせに似た恐怖も憎ぞう悪おも全て消えるに違いない。

　それはきっと、これから先の人生全てを投げ出すに足る、価値のあることだった。




「少し──────────────────────────────考えさせてくれ」

　やがて血を吐くように、櫂人はそれだけを喉のどから絞り出した。極度の興奮と眩暈めまい、恐怖にも似た感情で、彼の全身は細かく震えている。ヴラドは鷹揚に頷うなずいた。

「いいとも、時間はたっぷりある。少なくとも君にはね」

　そう言われ、櫂かい人とは虚うつろな目を水面に向けた。鋭するどい銀光が、その視界を斜めに走る。

『─────チッ！』

　巨大な処刑鎌がまが犬の首に振り降ろされた。だが、それは黒犬の顎あごに止められ、嚙かみ砕かれる。槍斧を振るうメイドの服は、あちこちが無残に破れていた。

『───様、───様、───様、───様、どちらにっ！』

　傷つきながらも、彼女は自分の身を顧みることなく、必死に誰かの名を呼んでいる。

（あれは────俺、は）

　その様を見て、櫂人は何か感じなければならないことがある気がした。だが、その必要性は理解できるのに、一体何を思えばいいのかがわからない。ショック状態の脳は、目の前の光景を上う手まく咀そ嚼しやくすることすらできなかった。

　今、展開されている一部始終は、櫂人には異世界の出来事のように感じられた。まるで首を絞められ、殺された部屋に、魂だけが戻ってしまったかのようだ。

　どうすればいいのかわからず、櫂人は幼い子供のように水面に手を伸ばした。




　震える指先を、水はちゃぽりと飲み込んだ。

　鏡のような水面は大きく崩れ、何も映さなくなった。





　　　　＊＊＊






「こちらが、カイト様のお部屋になります。結論が出るまで、どうかごゆっくりお寛くつろぎを」




　二人組のメイドとはまた違うメイドが、ランタンを片手に頭を下げた。

　彼女が顔をあげると、中央のへこんだ歪いびつな真珠製の目が光った。大分造りが古いのか、その頰ほおは一部崩れている。櫂人が頷くと彼女は踵きびすを返し、扉から暗い廊下へ出て行った。緩んだ左足首の立てるカタカタという音が遠ざかっていく。

　一人残された櫂人は、薄汚れた室内を呆ぼう然ぜんと見回した。




「………ここって、あの部屋じゃないのか？」




　初めて訪れたはずだが、櫂人はこの場所に見覚えがあった。

　直方体に近い部屋の壁には、辛うじて花模様とわかる劣化した黄色の壁紙が貼はられている。窓辺では、愛らしい石せつ膏こう飾りが灰を被かぶっていた。元は白かった家具達も薄汚れてしまっている。だが、その金の取っ手は変わることなく鮮やかだ。簞たん笥すの上には、以前はぬいぐるみや人形が飾られていたはずだが、櫂かい人とが『男子』であることを意識してか、今は猟銃や木馬の模型が置かれている。蜘く蛛もの巣の張った四本の支柱に囲まれたベッドには、潰つぶれたマットが敷かれていた。その上には、幾枚もの毛布が波を描いている。

　毛羽立った表面には、乾いた血けつ痕こんが残されていた。その全てを確認し、櫂人は頷うなずいた。




「やっぱりな、ここはエリザベートの子供部屋だ」

　この場所は、『宝物庫』内で、櫂人が迷い込んだ幻影の部屋の実物だった。




『宝物庫』で櫂人の見つけた扉は、この部屋から持ち出された物達の記憶が、魔空間内で再現されたものだろう。あの時目撃した幻影よりも、実物の部屋は薄汚れていた。だが、その内装はほぼ同じだ。どうやら、ヴラドはエリザベートが持ち去った品を補充し、主を失った部屋をかつてに近い形に再現したらしい。そこからも、彼のエリザベートに対する異様な執着が見てとれた。それでいて、櫂人のことを配慮してか、若干男児向けに装飾を変えてあるのが、どこか滑こつ稽けいでもある。

「…………………フッ」

　突然、櫂人は何もかもがおかしくなった。強烈な笑いの発作が、腹を突きあげてくる。何もかもが、愉快で愉快で仕方がない。彼は大きく口を開くと、思いっきり笑い出した。

「ハハハハッ、ハハハハハッ、ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　腹筋が引き攣つり、涙が零こぼれた。笑うのが苦しくなっても、櫂人は爆笑を続ける。おかしくて、おかしくて仕方がない。父親の無様な死も今の状況も、何もかもがただ滑稽だった。




　そして、それは全部噓うそだった。

　──────────ゴンッ！




　突然、櫂人は笑うのを止やめ、壁を殴った。骨に罅ひびが入り、激痛が走る。それでも、彼は再び拳こぶしを振るった。壁に血の痕あとがつく。指が潰れていくが、それでも櫂人は殴ることを止めようとしない。狂ったように壁を殴打しながら、彼は叫んだ。

「死んだのか。死んだのかよアイツ。人をなぶり殺して好き勝手やって、結局自分も殺されたのかよ。ザマァねぇなぁ、おいっ。だけど、だけどなぁ。それで気が晴れるかよっ！　許せるわけがねぇだろっ！　俺はこの手で、てめぇをもう一度ぶっ殺してやりてぇよ！」

　一際強く、櫂人は壁を殴った。固めた拳の内側で、小指の折れる音が響く。憎ぞう悪おと怒りが頭を満たしても、一向に冷静さは取り戻せなかった。暴れる子供のように、泣きながら櫂人は激情に翻ほん弄ろうされる。彼は荒い息を吐くと、ゴンッと額ひたいを壁にぶつけ、虚うつろに呟つぶやいた。

「でも、死んだ人間を殺された人間が殺すとか、もう………わけがわかんねぇよ、なぁ」

　自嘲気味に言い放はなち、櫂かい人とは力なく笑った。やがて、血けつ痕こんで汚れた壁から、櫂人はそっと額ひたいを放した。誰かの助けを求めるように、彼は辺りを見回す。

　ふっと、櫂人はベッドの上で視線を留とめた。

「…………………えりざべーと」

　その疲れた目に、少女時代のエリザベートの幻影がぼんやりと映った。

　虚弱そうな美しい娘が、毛布の海に半ば埋もれるようにして座っている。彼女は生気のない虚うつろな目に、櫂人を映した。その美び貌ぼうだけが、今も昔も変わらない。

　櫂人は子供のように顔を歪ゆがめた。彼は幼いエリザベートに向けて問いかける。

「なぁっ、お前には一体何があったんだよ？　お前はどうしてあんな風になったんだ？」

　幻影は応こたえない。それでも、櫂人は必死に、悲鳴のように続けた。




「なぁ、エリザベートッ！　お前はなんで『拷ごう問もん姫ひめ』なんて選んだんだよっ！」

　それは今まで疑問に思いながらも、決してぶつけてこなかった問いだった。




　何な故ぜ、彼女は『拷問姫』になったのか。そこにはどんな理由が、どんな憎しみがあったのか。あるいは、何もなかったのか。だが、幻の少女は、当然のことながら何も応えない。

　所しよ詮せん、彼女は追い詰められた櫂人の精神が見せただけの幻にすぎないのだ。櫂人にもそんなことはわかっていた。それでも縋すがりたかった少女の姿は、やがて緩やかに溶け消えた。

「………フッ、ハハハハハッ、ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　再び櫂人は笑い出した。狂ったように笑って笑って笑い転げて、彼は再び壁を殴りつけた。血ち塗まみれの指を嫌な音を立てて壁面から引き剝はがし、櫂人は涙を拭ぬぐった。

　そこでやっと、唐突に混乱は収まった。目からはぴたりと何も流れなくなる。異常なほど急速に、彼の激情は消滅した。湖面のように澄み渡った頭で、櫂人は静かに結論を出す。




　どれだけ笑い続けたところで、この憎しみが晴れる時は永遠に来はしないだろう。




　櫂人は、無残に哀あわれに殺された。

　そして、それが全てだった。





　　　　＊＊＊






　歪んだ真珠の目をしたメイドは、子供部屋の外で待機していた。

「食堂でございます。ヴラド様が、あなた様をお待ちです」




　彼女の案内の下、櫂かい人とは再び食堂に戻った。ヴラドは薄うす闇やみの中、相変わらず一人で主賓席に着いている。エリザベートと違い、デザートはいらないのか、彼は早々に食事を終え、ワインを嗜たしなんでいた。静かにグラスを揺らす横顔に、櫂人は声をかける。

「決めた。親父をこの手で殺させてくれ。俺はアイツだけは死んでも許せない」

「いい決断だと思うよ。復ふく讐しゆうは、君に許された当然の権利だ。行使しない手はないさ」

　ヴラドはグラスを置き、櫂人の罪悪感を拭ぬぐうような温かな声を出した。その顔に驚いた様子はない。どうやら彼には答えが予想できていたようだ。それも当然だろう。櫂人を養子にと望んだ以上、その憎しみに囚とらわれた本質が、彼には理解できているはずだった。

　櫂人は痛む拳こぶしを緩く握り締めた。迷いながらも、彼は一つの懇こん願がんを続けた。

「その前に、一度だけでいい………アンタの娘に、エリザベートに会わせてくれとは言わない。せめて、ヒナに………ヒナに、別れを言わせてくれないか？」

「………ヒナ？　あぁ、あの私が起動させることなく置き去りにした木で偶くのことか。それほどに気に入るとは意外だね？　もしや『人形遊び』の趣味でも？　何なら彼女によく似た………いや、それよりも君好みに調節した人形をプレゼントしてもいいのだけれども」

「アイツは木偶じゃない。代わりもいない。ヒナは、ヒナだ」

　櫂人は一度目を閉じた。彼は自分を抱き締めてくれた温かな腕の感触を思い返した。銀髪に囲まれた、愛らしい笑顔が瞼まぶたの裏に蘇よみがえる。だが、櫂人は目を開き、それを打ち消した。

「短い間だが、アイツには世話になったんだ。もう一つ、俺がヒナに別れを告げる間、『皇帝』の攻撃は止めてくれ。エリザベート一人ではあまりに不利だ」

「人形に『世話になる』という感覚は理解し難がたいけれどね。それに裏切ると決めながら、随ずい分ぶんと都合のいい望みだ……まぁ、他でもない、後継となる君の最初で最後の我儘だ。特別に許そう」

　ヴラドは頷うなずくと、二人組の金髪のメイドに何かを命じた。彼女達は時計を抱え、しずしずと外に出て行く。並んで歩く背中を見送りながら、ヴラドは自慢げに言った。

「あの時計は魔道具でね。魔術抵抗のない者を空間と時の流れから隔絶することができる。あの時、君には周りの空間が停止したように見えただろう？　だが、実際は、君だけが正常な時間の流れから切り離されていたのさ。魔道具の使用者であるメイド達は、あの空間で君を好きに殺すことができたが、その外側のエリザベートには触れることすらできなかった。所しよ詮せん、雑ざ魚こ専門の代物だよ。だが、機械人形にはどうかな。通常ならば効かないが、先程の傷ついた様子ならば、あるいは。さて、待っている間に、ワインでもどうかな？」

「結構だ」

「つれないね。酒は覚えた方が楽しいと、私は思うよ？」

　ヴラドの勧めを断り、櫂人は乱暴に適当な席に着いた。目の前に並ぶ料理も無視して、彼は血ち塗まみれの指を組み合わせる。ヴラドは軽く肩を竦すくめ、再びグラスを傾けた。

　そのまま、永遠にも思えるような居心地の悪い時間が過ぎた。やがて、食堂の扉が開き、二つの足音と何かを引きずる音が近づいてきた。その方角を見て、櫂かい人とは目を見開いた。

「………ヒナッ！」

「わざわざ確保するまでもなく、瓦が礫れきの間に寝かされていました」

「どうやらエリザベートが戦闘の邪魔だと置いて行った模様です」

「エリザベートが。壊れるまで無理に戦わせないとは。相変わらず、優しい時は優しい子だ。君も人形に、エリザベートと二人で『皇帝』から逃げるよう告げられなくなったな」

　メイド達の報告に、ヴラドは櫂人を横目で嘲あざ笑わらった。櫂人は慌てて椅い子すから立ち上がる。

　ヒナはメイド達に両肩を支えられていた。その服は無残に破れ、人を模した肌も裂けている。どうやら歩くことすら辛つらい様子だ。それでも、彼女は腕に槍斧を抱えたままだった。

「………カイト、様………あぁ………カイト、様、どちら、に………」

　彼女はうわ言のように呟つぶやき、もつれた銀髪を揺らすと顔をあげた。虚うつろな翠みどり色の目が駆け寄る櫂人の姿を映す。瞬間、それは大きく見開かれた。濁っていた目に歓喜の光が宿る。

「………カイト様ッ！」

　ヒナはメイド達を振り払うと頑かたくなに握っていた槍斧も放ほうり出した。傷の痛みを忘れたかのように、彼女は両腕を前に差し伸べる。櫂人は足を止めた。ヒナに伝言を託し、エリザベートも救う目論見は外れたが裏切る決意は変わらない。抱き締められる資格はなかった。

「カイト様ッ！　あぁ、よくぞ、よくぞ御無事で」

「お別れだ、ヒナ。お前は一人で城へ帰ってくれ」

　櫂人の言葉に、ヒナも駆け寄りかけていた足を止めた。その顔に不意打ちで心臓に杭くいを打たれたかのような衝撃が走る。数秒後、ヒナは姿勢を正し、真まっ直すぐに櫂人を見つめた。

　彼女はそっと自身の腹に掌てのひらを押し当て、呼吸を整えると、口を開いた。

「カイト様、もしや、私に何か至らない点がございましたでしょうか？」

「ヒナ、何を言って」

「それでしたら、申し訳ありませんが、お教え頂けませんでしょうか？　全て直します。己の至らなさにすら気づくことのできぬ、この愚かな私めに、今一度失態を挽ばん回かいする機会を頂ければ、これ以上の幸いはございません。どうか、ご慈悲を」

「違う、そうじゃない。お前には至らない点なんて何もないんだ」

　ヒナの思わぬ言葉を、櫂人は慌てて否定した。彼女は困惑した顔をする。

「それでは………それでは、もしや、私のことがお嫌いになったのですか？　もう顔も見たくない。お傍そばには置きたくない、と？　それでしたら、この顔をエリザベート様にご助力頂き、カイト様の好みに可能な限り改造を」

「違うんだ、ヒナ。お前は何も悪くない。ただ、俺はコイツについて行くことにしたんだ」

「カイト様………その………ヴラド、に？」

　櫂かい人との指差した相手を見て、ヒナは困惑した顔をした。櫂人は躊躇ためらいながらも頷うなずく。

「本当は行きたくない。だが、俺には他の人間を苦しめる側に立っても、やりたいことがあるんだ。そして、その方法はコイツしか持っていない」

　櫂人はそう訴えた。彼はヒナの捨てられた子犬のような顔から視線を逸そらす。

　彼女には至らない点など一切なかった。だからこそ裏切る立場でありながら、櫂人はヒナにそんな顔をさせたくはなかった。それでも、彼女を傍そばに置き続ける選択肢はなかった。

　今のヒナは戦力外だ。彼女が櫂人を諦あきらめさえすれば、ヴラドもその逃亡を見逃すだろう。

　そもそも、櫂人が彼女を誤って起動させてしまったが故ゆえに始まってしまった縁だ。櫂人を忘れ、新しい主を見つけさえすれば、ヒナは何事もなく幸福な日々を送れるはずだった。

　少なくとも櫂人はそう信じたかった。

「設定された恋心なんて忘れて、帰還後は自由に生きてくれ。エリザベートか………ヴラドに、俺を忘れて、新しい設定を入力できるようにしてもら」

「馬鹿になさらないでください、カイト様」

「えっ？」

　櫂人の言葉は、冷たく、鋭するどい声に遮られた。ヒナは今まで一度たりとも、彼には向けたことのない怒りを露あらわにする。彼女は細く息を吸い、吐き、凛と姿勢を正した。

　そっと、ヒナは自身の豊かな胸に掌てのひらを押し当てた。目を閉じ、彼女は静かに語り出す。

「この心が設定された機械人形故のものだとしても、私の心は私だけのものです。私はカイト様を主と選び、あなた様にも選ばれた瞬間、この愛を全てあなた様ただお一人に捧げると決めました。私はカイト様のために生きたいから生き、壊れたいから壊れるのです。他の主になど仕えられません。あなた様という尊き主の命であろうとも───その否定だけは許されません」

「………ヒナ」

「あなた様は何な故ぜ、そのような男の下に」

「すまない。俺はコイツについて行く。そして、自分のこれからを全部ヴラドにくれてやってでも親父を殺すんだっ！」

　気がつけば、櫂人はそう叫んでいた。ぐらりと考えが揺らいだ反動か、怒りと殺意と、かつて感じた苦しみが再び胸を満たす。彼は歯を嚙かみ締め、獣のように荒い息を漏らした。

　辛つらそうな表情から一転して、ヒナはハッと何かに気づいたような顔をした。彼女は櫂人の過去を知らないはずだ。それなのに、ヒナは何かを察したように静かに問いかけてくる。

「それが………それこそが、御身の幸せなのですか？」

「えっ………あっ、幸、せ？」

「そうなのですか？」

「えっ、あぁ、多分」

　ヒナの真剣な声に押され、櫂かい人とは思わず頷うなずいた。だが、それが幸せかどうかなど、彼にはわからなかった。むしろ、殺人は幸福などという牧歌的な言葉から一番遠い行為だろう。だが、父親を殺しさえすれば、胸に渦巻く濁流のような憎ぞう悪おは消えてなくなるはずだった。

　彼の返事に、ヒナは温かく、優しい微笑ほほえみを浮かべた。

「よかった」

「えっ？」

　思わぬ返事に櫂人はまた驚いた。何な故ぜか、ヒナは安心したというように頷うなずいている。彼女は子供の幸せを知った母のような、満足げな表情でぎゅっと両の掌てのひらを重ね合わせた。

「城でも、カイト様は心より笑われたことがございませんでしたから………ヒナはずっと、心配しておりました。それこそがカイト様が幸福になるための選択だとおっしゃるのなら、ヒナはもう何も申しません。心からの喜びをもって、あなた様の道を応援いたします」

「ヒナ、お前、今までそんな心配を」

「カイト様の幸せこそが、このヒナの幸せ。ただ一つの至上の幸福………了解いたしました。これをもちまして、カイト様のお望み通り、私は自己の機能を停止させて頂きます」

「なっ！」

　思わぬ宣言に、今度こそ櫂人は目を剝むいた。櫂人はそんなことを微み塵じんも望んでなどいない。むしろこれから先、ヒナに生きていて欲しいがために、彼は別れの挨あい拶さつを望んだのだ。

　櫂人は強くヒナの肩を摑つかんだ。彼女は穏やかに櫂人を見つめ返す。

「ヒナ、馬鹿を言うんじゃないっ！　なんでお前が止まらなけりゃならないんだっ！」

「カイト様が私を必要となさらないとおっしゃったのに、何故、生きていかねばならないのでしょう。エリザベート様も逃争は望まず、私は足手纏まといです。ご安心くださいませ。カイト様がそれで幸せだとおっしゃるのなら、この身は喜んで木で偶くに戻りましょうとも」

「止やめてくれ、頼む。お願いだ。俺はお前に死んで欲しくない。どうか思い直してくれ」

「お優しい………本当にお優しく、慈悲深い御方ですね。勿もつ体たいないお言葉、ありがたく頂ちよう戴だいいたします。ですが、ヒナの一生はあなた様と共にあり、あなた様が私を必要としなくなった時点で終わりとなるのです。そのことに、あなた様は一切、罪悪感をお持ちになる必要などございません。どうか、ただ微笑んで、ご苦労だったとお見送りくださいませ」

　ヒナは静かに微笑んだ。彼女の声の中には、櫂人には理解の及ばない、揺るぎない誇りが含まれている。何を言ったとしても、その決意は覆くつがえらないだろう。そう悟った瞬間、櫂人の掌の力は自然と緩んだ。ヒナは一歩後ろに下がり、メイド服の裾すそを摘つまんだ。燭しよく台だいの灯あかりに輝く銀髪が、サラリと揺れる。傷ついた足を後ろに下げ、彼女は美しい礼を披露した。

「それでは、カイト様。これから数十分の間に、再び御身が私をお求めにならない限り、ヒナは永久の眠りにつかせて頂きます。重ね重ねお礼を申し上げます。お優しいあなた様と共にあれて………畏おそれ多くも恋人であれて、ヒナはこの上なく幸福でした」

　あんな短い時間を、ヒナは幸せだったと語る。その声には噓うそ偽りのない、感謝の気持ちが込められていた。深く頭を下げたまま、ヒナは続ける。




「心からの愛と感謝と共に、ヒナは死にましょう。──失礼します」




　彼女は礼を終え、槍斧を拾うと、自分の体を支えながら歩き出した。手を貸そうとするメイド達を振り払い、彼女は食堂から出て行く。毅き然ぜんとした背中は、直すぐに薄うす闇やみに紛れた。

　その場に立ちつくし、櫂かい人とは呆ぼう然ぜんとヒナの後ろ姿を見送った。

　同時に、マリアンヌとエリザベートの交わした言葉が、その耳に蘇よみがえった。




『私を殺せば、以降、この世に貴女あなた様を愛する者は、誰一人としていなくなるのでしょう』

『あぁ、そうであろうな。誰一人として、未来永えい劫ごういなくなるであろうよ』




　何か大事なものを、そうと気づかないまま失ってしまったような気がした。

　櫂人はただ立ち尽くす。だが、深い喪失感の正体を確かめる前に、ヴラドが後ろから声をかけてきた。

「一応、聞いておこうかな？　まさか、たかだか玩具おもちやの言葉で積年の殺意が消え、きれいさっぱりと気分が変わった、めでたしめでたし、………などという奇跡は、起きてはいないだろうね？」

「………いいから、アンタは親父を呼んでくれ」

　櫂人は低く吐き捨てた。ヴラドは頷うなずき、指を鳴らす。

　待ち兼ねていたかのように、金髪のメイド達がガラガラと料理を運ぶためのカートを転がしてきた。その上に伏せられた銀の蓋ふたを、彼女達は勢いよく開く。

　中には灰色の服を着せられた、髪も目も口もない人形が横たえられていた。

　生白い肌をした球体人形は、人の魂を入れるのだとは信じられないほど簡素な造りに見える。ヴラドは食卓からナイフを摑つかみ上げると、鷹たかの装飾のされた柄つかをくるくると回し、ぴたりと止めた。その銀の刃で、彼は勢いよく自身の手首を半ば以上切り裂いた。

　一撃で動脈が断ち切られ、大量の血がテーブルクロスを濡ぬらし、床まで滴したたった。それは生き物のように集まり、移動陣とはまた別の複雑な形を床に描き始める。

　同時に、ヴラドは僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。見れば、袖そでに隠された彼の腕には紅あかい神の文字が輝いていた。教会の枷かせは、確かにヴラドの体を焼いている。魔術を発動させたことで、それは更に肌を責め苛さいなんでいくようだ。だが、彼は最も早はや表情を変えようとはしなかった。

「『私の言葉に噓うそはない。私の言葉に虚偽はない。私の言葉に虚きよ妄もうはない。彼の魂は二つの世を渡り飛び。地にて切れ切れに声をあげ。天にて己が形を取り戻す』」

　ヴラドはぶつぶつと何かを低く呟つぶやき続ける。その声に合わせて床の召喚陣が紅く輝いた。

　光が強まるのに合わせ、部屋の空気も変化していく。

「『成れＬａ────、超えＬａ────、成れＬａ────、戻りＬａ────、成れＬａ────』」

　乾いた大気は、幾千というガラスの破片が舞っているような危うい鋭するどさを帯び始めた。櫂かい人とは鼻先を舞う、明確な実体はない輝きを目で追いかけた。視界の端を確かに横切るその表面には別世界の光景が映し出されている。

　道路、自動車、雑踏、広告看板、川、学校。全て櫂人が殺され、後にした世界の光景だ。

　それは虹にじ色に乱反射し、暗い室内を奇妙な光で満たしていく。

「ここから先は、目を閉じておいた方がいい。この光を長く見つめていると、常人は気が狂ってしまうからね。精神だけ、再びあちら側に持って行かれるのは嫌だろう？」

　ヴラドの言葉に、櫂人は慌てて瞼まぶたを閉じた。それでも虹色の光は強く網もう膜まくを焼いてくる。それをなるべく避け、暗がりを見つめていると今までにあったことが自然と思い浮かんだ。




　異様な光から逃れるように、櫂人は記憶の海の底に沈んでいく。




　黒髪を翻ひるがえし、世にも美しい女が、時には邪悪に、時には誇り高く語った。




『我が名は「拷ごう問もん姫ひめ」エリザベート・レ・ファニュ』

『誇り高き狼おおかみにして、卑いやしき牝めす豚ぶたである』

『余も、貴様も、天と地のあまねく全てから見捨てられて死ぬのだ』




　銀髪を揺らし、綺き麗れいな人形が、とても優しい、愛情に満ちた微笑ほほえみを浮かべた。




『大丈夫ですよ、カイト様。何があっても、私があなたをお守りしますから』

『心からの愛と感謝と共に、ヒナは死にましょう』




　赤毛の少年は泣きそうな顔で笑い、混乱しながらも震える声で応こたえた。




『アンタに、こっちの世界では幸せになって欲しいって思っちまったんだ』




　そういえば、ノイエの言葉は結局果たせていなかった。




　それに気づいた瞬間、櫂人の胸は激しくざわついた。心臓が痛み、息が苦しくなる。本当にこれでいいのか、後悔はないかと、別人のように冷静な自分までもが問いかけてきた。

（うるさいっ、うるさいっ、それでも………それでも、俺は親父を）

　櫂かい人とがそれに応こたえようとした時、ヴラドの声がした。




「─────終わったよ」

　そして、櫂人は目を開いた。





　　　　＊＊＊






「……………あ、れ？」

　櫂人の目の前には、確かに父親が立っていた。




　無精髭ひげを生やし、厳いかつい顔をした男がきょときょとと辺りを見回している。ぼさぼさの黒髪を搔かき毟むしり、彼はカメレオンにも似た目で辺りを睨にらみ回した。その鷲わし鼻ばなの目立つ顔には確かに見覚えがある。だが、櫂人は納得できないと激しく眉まゆ根ねを寄せた。

　目の前の男を、櫂人は上から下まで眺める。しばらくして、彼は小さく呟つぶやいた。

「………………あれ、こんなんだったっけ？」

「な、なんだぁ、ここは？　死後の世界ってやつにしちゃぁシケてんな。って、なぁんで、てめぇがここにいるんだぁ、櫂人？　あぁん。まさかっ、てめっ………まっ、さか、俺に復ふく讐しゆうしようってわけじゃねぇだろうな？　ざっけたこと考えてんじゃねぇぞコラァッ！」

　いきなり、父親はそう捲まくし立たててきた。死んでも尚なお、その沸点は変わることなく低いらしい。また、自分の危機に対しては被害妄想なみに勘が働く男でもあった。

　彼は唾つばを撒まき散らすが、その充血した目の中に、以前のような狂気の色はない。

　櫂人はそこでハッと気がついた。父親の狂気はほぼ薬物で作られた代物だった。今でも、その顔の内側には何一つとして変わらない残ざん虐ぎやく性と嗜し虐ぎやく性は垣かい間ま見える。筋肉のついた体も人を痛めつけることに慣れきった精神性も恐ろしいものだろう。だが、それだけだった。

　櫂人を怒鳴りつける父親の顔は、エリザベートの邪悪な表情とは全く違っていた。

　それどころか悪魔達の異い貌ぼうにも、高みから見降ろしてくるクルーレスの乾いた視線にも、マリアンヌの狂った泣き顔にも劣っている。ヴラドの楽しげな笑みからも遥はるかに遠い。




　櫂人は思わず、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「………………全っ然、怖くねぇ」




　心に満ちていた恐怖は、父親の極々普通の怒り顔を見た途端、するりと消えてしまった。怒りと殺意も、これが本当にその相手なのかと困惑ばかりを返してくる。ふっと全身を満たしていた極度の緊張が解けた。櫂かい人とは今までの冷静さを失い、ゴシゴシと目を擦こする。

（どういうことだよ、おい。コイツか？　本当にコイツなのか？）

「おい………櫂人よぉ。お前、なに黙ってんだ、なぁ？　返事しろや、ゴラアッ！」

　櫂人は目の前の男を、自分を殺した、絶対的に恐ろしく、憎いはずの相手だと認識することすらできなかった。コレに比べれば、『伯爵』の方がよっぽど脅威的な敵だろう。

（あぁ………………そうか）

　この世界で目撃したあらゆる出来事を思い返し、櫂人は静かに、その事実を悟った。

（俺はこっちで恐ろしいものを見すぎたんだな）

　彼は人智を超える邪悪と、それを相手に戦う女の傍そばにいすぎたのだ。かつての櫂人が恐れていたものは、今の彼にはもう恐怖の対象にすらなり得ないらしい。

　ようやく櫂人は気がついた。彼が圧政者のように、暴君のように憎んでいた『父親』など、どこにも存在しないのだ。ここにいるのはただの矮わい小しようでつまらない、キレやすい己を制御すらできないちっぽけな男だった。

　目の前で喚わめき続ける顔をまじまじと眺め、櫂人は失望と共に小さく吐き捨てた。




「………なんだ、こんなだったのかよ」




　次の瞬間、櫂人は思わず噴き出した。父親は啞あ然ぜんとした顔をする。それがまた滑こつ稽けいで、櫂人は更に笑った。腹を抱えて笑い転げながら、彼は今まで自分を拘束していた重い鎖が音を立てて断ち切られる幻聴を聞いた。今度こそ本当に心から何もかもが馬鹿らしかった。

　まさか自分が囚とらわれていたのが、こんな三下だったとは。

「いっらねぇ」

「あっ？　てめっ、さっきから急になんなんだ？　あぁっ、何俺を無視して馬鹿みてぇに、へらへら笑ってやがんだ？　頭湧わいたのか、なぁ、おい」

「いらねぇわ、こんなやつ。代償が重すぎるわ」

　胸倉を摑つかまれながらも、櫂人は肩を竦すくめ、後ろを振り返った。ヴラドは眉まゆを顰ひそめる。深く切ったはずのその左手首の傷口は、既に塞ふさがっていた。やはり化け物だなぁと考えながら、櫂人は親指で父親を指差した。彼は心の底から、晴れやかに言い切る。




「コイツは、俺のこれからをくれてやってまで、殺すような相手じゃない」




　意味がわからずとも、馬鹿にされたことはわかったらしく、父親は拳こぶしを振り上げた。だが、ヴラドが指を鳴らすとその腕はぴくりとも動かなくなった。彼は自分の腕をぎょっとした顔で見つめる。続けろと、顎あごを振ってきたヴラドに、櫂かい人とは頷うなずき、口を開いた。

「この世界に来てから、俺は地獄を見た」

　地獄を産み出す者を、それと戦う者を見た。弱者の食われる、おぞましい光景を目撃した。その中で、何とか生き延びようともがいた。自分の腹に移動陣を刻み、逃げるのを止やめてまで、悪魔を仕し留とめる手伝いもした。その全ては、ある女の身勝手から始まったのだ。




『拷ごう問もん姫ひめ』、エリザベート・レ・ファニュ。誇り高き狼おおかみであり、卑いやしき牝めす豚ぶたである女。

　今の櫂人は、誰よりも恐ろしく、美しい、最悪の罪人に仕えている。




　それなのに、今更この程度のやつに縛られてはいられなかった。




　殺された。だからなんだ。

　そんなことよりも、彼にはずっと大事な約束があった。




「その中でも、望まれたんだ。無理でも、幸せになるように努力しねぇといけないだろ」




　櫂人はそう言い切った。彼は迷いなく、ヴラドとの契約を破棄する。

　ヴラドは両腕を組み、ふむと考えた。まじまじと櫂人の顔を眺め、彼は深い深い溜ため息いきを吐いた。ヴラドは細い指で顔を覆い、芝居がかった仕草で、首を横に振った。

「どうやら、君を迎えに行ったのが、少しばかり遅かったようだね」

「あぁ、ちょっとばかし。いや、大分、遅かったな」

　ヴラドの悲しげな言葉に、櫂人は軽く答えた。確かにそのようだと、ヴラドは頷く。

　彼はこの事態を心の底から嘆なげくかのようによろよろと歩き出した。櫂人の父親に近寄り、ヴラドはその肩に手を置いた。同時に、櫂人の父親は口を開くと無む茶ちや苦く茶ちやに喚わめき出した。

「てめなんだ舐なめてんのかいい加減にしろよクソがふざけやがって殺すぶっ殺すぞおらっ」

　どうやらヴラドは彼の口も拘束していたらしい。どうりで静かなはずだった。ヴラドはうるさいと眉まゆを顰ひそめながら、父親の耳に唇を寄せた。肉食の獣に牙きばを寄せられたかのように、父親はびくりと黙る。ヴラドは甘い声で、殴り合いの後遺症で歪ゆがんだ耳たぶに囁ささやいた。




「目の前のソレを再び殺せば、君には第二の人生を謳おう歌かさせてやるが、どうだろうか？」




　父親は一瞬呆ぼう然ぜんとした後、舌なめずりをせんばかりの顔になった。流石さすが、吞み込みが早い。同時に、櫂人も踵きびすを返し、速攻で駆け出した。殺意に満ちた怒声が追いかけてくる。

「待ちやがれ、櫂人っ！　逃げるんじゃねぇ！」

「逃げるに決まってんだろうが、バーカッ！」

　脳が委い縮しゆく状じよう態たいになければ、まともな判断もできる。みすみす殺されてやる気はなかった。

　父親はわけのわからない声を発しながら、追いかけてくる。櫂かい人とは先程通った入り口を目指した。メイド達は動かない。エリザベートの下まで生きて辿たどり着けるとは思えないが、せめて死んでもヒナの停止は防がなくてはならなかった。今ならばまだ間に合うはずだ。

　その時、ヴラドがパチリと指を鳴らした。蒼あおい花弁と闇やみが渦巻き、櫂人の足を杭くいが貫く。

「がっ────ぎぃっ！」

　激痛に無様な声をあげ、櫂人は片膝ひざをついた。同時に後ろから追いついた父親に襟えり足を摑つかまれ、引きずり起こされた。父親は怒りに震えながら、櫂人の首を絞めあげてくる。

「舐なめてんじゃねぇぞこのクソクソクソクソクソガキ、舐めてんじゃねェ舐めてんじゃねぇよぉおおおおおおおおおお、あぁぁぁああああ、うっぜぇええええええええええええ！」

　抵抗しようとあげた掌てのひらも、杭に貫かれた。櫂人はだらりと血ち塗まみれの腕を下げる。

　視界が狭まり、意識が霞かすんだ。櫂人は気道を潰つぶされる、忌まわしい感覚を思い出す。それは彼の喉のどに再現されつつあった。人形の体は不死だが、この調子ではそのうち首の骨を折られ、動脈も抉えぐり取られかねない。そうなれば、流石さすがに終わりだ。

（また、殺されるのか、よ）

　啖たん呵かを切ったわりには、随ずい分ぶんと下らない終わり方だった。だが、あの時も、誰も助けてはくれなかったのだ。今、誰かを呼んでも無駄だろう。助けてくれる人間などいはしない。

　これで終わりだ。だが、その前にせめて彼女だけは止めたかった。

　櫂人は優しい微笑ほほえみと温かな腕を思い出した。何な故ぜ、自分は去りゆく背中を抱き留とめられなかったのか。そう心から後悔しながら、櫂人は一粒の涙と共に呟つぶやいた。




「…………………………………………………………………ごめんな、ヒナ」

　ドドドドドドドドドドドッという音が、どこからともなく聞こえてきた。




　ビクッと父親の手が緩んだ。櫂人は薄く目を開く。父親は音のする方を、あんぐりと口を開けて見つめていた。何事かと、櫂人は音のする方向に無理やり目を向けた。

　それを見て、彼も父親と同様に、あんぐりと口を開いた。




　槍斧を竜巻のごとくブン回し、ヒナが爆走していた。




　さっきまでの弱った様子は何だったのかとそう聞きたくなる勢いで、彼女は止めにかかるメイド達を次々と吹っ飛ばしていく。ヒナは頰ほおを赤く染め、瞳を輝かせて奇声を発した。

「呼びましたね？　呼ばれましたよね？　今、私のことをお呼びになりましたよね、あぁんっ、カイト様あああああああああああああああああ！　今お助けしまああああああああああああああああああっす！」
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「おいマジか」

　櫂かい人とは思わず呟つぶやいた。本能的に身の危険を察したのか、父親は彼を放ほうり出し、逃げようとした。櫂人は床に投げだされる。だが、衝撃は来なかった。気がつけば、櫂人はヒナに右腕で抱き締められていた。残りの左腕で、彼女は鋭するどく槍斧を一いつ閃せんする。

「へっ？」

「カイト様の首を絞めた罪、その身で償え」

　父親の上半身は呆あつ気けなく切断され、横にズレた。床に血と臓物がブチ撒まけられる。どうやら、活動限界を超える失血量に一瞬で達したらしい。父親はあっさりと動きを止めた。

　全くもって、微み塵じんの迷いも躊ちゆう躇ちよもない、勢いのよすぎる所業だった。

　ヒナの腕の中で、櫂人は愕がく然ぜんとした。ヒナは彼に衝撃を与えないようにか、その場にふわりと座ると槍斧を放り出し、櫂人をぎゅうっと両腕で抱き締めてきた。当然のごとく、その顔を自身の豊満な胸に埋もれさせながら、彼女は喜びに満ちた声をあげる。

「あぁっ、カイト様っ！　死の淵ふちにいた私を再び救い上げてくださった、優しく、愛いとしい御方っ！　その慈悲深き御声、このヒナにはちゃんと届きましたともっ！　私の愛するカイト様っ！　お望み頂いた限りは、このヒナっ、末永くお傍そばにおりますっ！　この命尽きるまで、あなた様を愛し、何者からもお守りしてさしあげますからっ！」

「はっ………………はははっ」

　櫂かい人とは思わず緩く笑い出した。全くもって無む茶ちや苦く茶ちやだ。だが、胸には徐々に喜びが湧わいてきた。誰も助けてはくれないと、櫂人は思っていた。だが、そんなことはなかったのだ。

　これからはもう、そんなことはないのだ。

　櫂人は血ち塗まみれの手をあげる。それを見て、ヒナはカイト様、傷がと叫んだ。それを無視して、彼はヒナの頰ほおに恐る恐る触れた。白い肌を汚したくなくて、指先でその温かさを確かめる。しばらくして、櫂人は安あん堵どの息を吐いた。

「カイト様？　どうなさいました？　傷が痛むのですか？」

「お前が、生きててくれて、よかった。本当に、よかった………ごめんな、ヒナ。ごめん」

「カッ、カイト様ああああああっ！　謝らないでくださいまし！　大丈夫ですよ？　ヒナは未来永えい劫ごう、末永く、病める時も健やかなる時もこの命ある限り、誠心誠意、あなた様にお仕え致しますからねっ！　ああっ、この愛！　この想い！　はっ、もしやこれは母性」

　ヒナは真剣な顔で、何かをブツブツと呟つぶやき出した。だが、一転して、彼女は鋭するどく顔を跳ねあげた。その翠みどり色の瞳に、獣じみた強烈な殺意が過よぎる。

「────そして、あなた様を傷つけた輩やからがもう一匹いるのですね？」

　櫂人が顔をあげると、ヴラドは何を思ったか、革靴の底でぐちゃぐちゃと父親の内臓を踏みにじっていた。凍りついた横顔を見て、櫂人は血の気が下がるのを覚えた。彼は怒っている。櫂人達を即座に叩たたき潰つぶす余裕がないほど、苛いら立だちがその頭を占めているのだ。

「死に腐れ、下郎」

「駄目だ、ヒナッ！」

　次の瞬間、ヒナの姿は搔かき消えた。彼女は傷ついた体で槍斧を拾い、瞳どう孔こうをかっ開ぴらくと、ヴラドに一撃を見舞った。振り向くことなく、ヴラドは指を鳴らす。

　闇やみと蒼あおい花弁が渦巻き、回かい転てん鋸のこぎりが空中に出現した。

　それはヒナではなく、真まっ直すぐに櫂人に向けて奔はしり出した。ヴラドの退屈そうな瞳が、試すようにヒナを映す。彼女は一秒たりとも迷わなかった。ヒナは即座に槍斧を手放はなし、無理な姿勢で体を捻ひねった。彼女は櫂人の上に覆い被かぶさろうとする。

　一瞬、その姿がノイエと重なって見えた。




「駄目だ、ヒナッ！」

　櫂人は咄とつ嗟さに、鋸の軌道上からヒナを突き飛ばした。




「───────えっ？　カイト、さま？」

　目を見開き、ヒナは両腕を前に伸ばした。櫂人はそれに微笑ほほえんでみせる。

　瞬間、灼熱が体を横断した。櫂かい人とはザンッと腹を切られる。回かい転てん鋸のこぎりは見た目の派手さとは異なり、切れ味はヒナの槍斧に劣っているようだ。櫂人は両断を免れたが幾つかの内臓は傷口から零こぼれ落ちた。彼はその場に声もなく崩れ落ちる。ヒナが狂ったように叫んだ。

「カイト、様？　カイト様、カイト様、いやああああああああああああああああああっ！」

「……………うっ……………がっ、はぁっ、……………ゲッ」

　櫂人は掌てのひらの上に、脈打つ自分の内臓の熱さを感じた。どくどくと響く心臓の鼓動がうるさい。彼は床の上で細かく震えながら、ぼんやりと考えた。

（ヒナは………これで、逃げて、くれ………っ………かな………いや、無理だろう、な）

　彼女の性質からして、櫂人を置いて行こうとはしないだろう。何とかして、逃げろと訴えなければならなかった。だが、もう声は形にならない。櫂人の視界はふっと消えた。

　真っ暗なはずの光景に光が走った。その感覚が一体何なのか。腹の移動陣に魔力を通した経験から櫂人には理解ができた。自分の血の中に混ざる、エリザベートの血液の魔力が蠢うごめいているのだ。死の危機に瀕ひんした櫂人の魂が、より強い魔力を持つ血液と同調している。




　自動的に、血の記憶が再生された。




　それは、話に聞いたことのある走馬灯のようで。

　それとは全く違う、邪悪なものだった。





　　　　＊＊＊






　無数の残ざん虐ぎやくに殺された死体。その上から飛び立つ幾百という鴉からす。殺せ殺せと口々に罵ののしる民衆達。拘束服に捕らえられ、宙ちゆう吊づりにされた娘。子供部屋の窓から外を見る虚弱な少女。




　そのネグリジェに包まれた骨のような肩に、たおやかな男の指が這はった。

　少女はもつれた黒髪を揺らし、びくりと体を震わせた。彼女は慌てて顔をあげる。視線の先で男は降参するように両手を挙げた。その顔を見て、少女はほっと安あん堵どの息を吐いた。

「もう、ヴラド伯父様ったら。驚かせないでくださいませ」

「やぁ、エリザベート。私の可愛かわいい娘は、いい子にしていたかな？　前みたいに、こっそり猫殺しなんてしていないだろうね？」

「していないわ。あんなことはもうしませんから」

「どうだかね。でも、いいよ。お前が何をしようとも、私は内緒にしてあげるからね」

　彼女とよく似た端正な顔を持つ伯父は再会を喜ぶように言った。彼はエリザベートのことを姪めいではなく、何な故ぜかいつも娘と呼んだ。

　エリザベートは応こたえようとして唇を押さえた。そこから乾いた咳せきと共に一筋の血が流れ落ちる。痛々しい様を見て、ヴラドは猫ねこ撫なで声を出した。

「生まれながらに不治の病に冒された、哀あわれなエリザベート。私と似た残忍な気質を持つ、可愛かわいいエリザベート。今日は『資格』を持つが死の淵ふちにある、お前の病気を治してあげに来たんだよ」

「本当に？　でも、伯父様、この病気はお医者様にも治せないと。それに、『資格』って」

「時が来ればいずれわかるさ。さぁ、これを受け取りなさい。でも、私がお前の『イタズラ』を黙ってあげているように、このことは誰にも言ってはいけないよ？」

　唇の前で人差し指を立てて、伯父は片目を瞑つむってみせた。エリザベートは無防備に頷うなずく。その頭をいい子だと撫なでて、ヴラドは鞄かばんの中からあるものを取りだした。




「これで、お前はきっと、世の誰よりも愉快な一生を送れるようになるからね」

　エリザベートは手を伸ばす。その掌てのひらに人の心臓に似た灰色の肉塊が置かれた。




　肉塊を食べたエリザベートは、無事、十六歳まで延命を果たした。




　エリザベートの生存を誰もが奇跡だと喜んだ。だが、その代償のように、彼女の両親は亡くなった。ある日の夜、彼らは馬車で崖から転落したのだ。その死因は不明だが、事故の直前、道の近くを通りかかった老人が、巨大な黒犬の姿を見かけたと証言した。

　誰もが悲しみに暮れる葬儀の夜、喪服を着たエリザベートはいつかのように、窓辺に座っていた。その肩に白い指が這はう。彼女は涙に濡ぬれた顔を跳ねあげた。

　その目の前には、各地を放浪していたはずの伯父が、黒衣を纏まとって立っていた。

「ヴラド伯父様」

「やぁ、エリザベートッ！　可愛いお前が、生きていてくれて何よりだよっ！」

　言葉の不自然さに気がつくことなく、エリザベートは大好きな伯父に抱きつこうとした。だが、不意に彼は両手を高らかに打ち鳴らした。エリザベートは足を止め、目を見開いた。彼女の両親が死んだというのに、伯父は楽しくて仕方がないと言うように拍手をしている。

「伯父、様？」

「お前の体には、無事、悪魔の肉が根を張ったじゃないか！」

　エリザベートには、ヴラドが何を言っているのかわからなかった。だが、月光に照らされたその顔を見て、彼女は悟った。伯父の顔は、歳としのわりにはあまりに若く、美しい。

　そして、邪悪だ。まるで悪い遊びに人を誘う子供のような口調で、彼は続けた。

「お前は最も早はや、人の病で死にはしないんだよ、エリザベート。だが、これから先、お前は人を傷つけて、その苦痛と魂の軋きしみを、己の体に捧げなければならない。そうしなければ、悪魔の肉が体内で朽ち、この世のものとは思えぬ激痛の中で死ぬことになるからね。何、怯おびえる必要なんてないんだよ？　安心したまえ、哀あわれで可愛いエリザベート」

　月光を受け、ヴラドはにこりと微笑ほほえんだ。唇を邪悪に歪ゆがめたまま、彼は言い放はなつ。

「お前の下には、父母から受け継いだ、貪むさぼれる多数の領民がいる。皿が空になるまで、満腹になるまで、食らえるだけ食らえばいいのさ」

　エリザベートは本能的に察した。伯父の口にしている言葉は戯たわ言ごとではない。彼女も薄々気づいていたのだ。あの時、彼女は決して口にしてはならない、禁断の食物を食べたのだ。

　エリザベートは両肩を抱き、ガタガタと震えだした。そんな彼女に伯父は笑顔で告げる。




「そうだよ、エリザベート・レ・ファニュ。お前は誰よりも貪どん欲よくな牝めす豚ぶたになれる」




　その数日後、全身を冒し始めた激痛に耐えかね、エリザベートは伯父、ヴラドの手を借り、初めて実物の拷問器具を使用し、人を殺害した。




　吐き、泣きながら、エリザベートは『腸はらわた巻き取り機』で生者の内臓を蹂じゆう躙りんし、『鉄の鳥とり籠かご』で娘を屠ほふった。彼女と共に、日ごと屍しかばねを積み上げながら、ヴラドは高らかに哂わらった。

「いいぞ、いいぞ、エリザベートッ！　もっと、もっとだエリザベートッ！　どうだい、エリザベート、私の愛いとしい娘、お前も楽しくなってきただろう？」

「………………えぇ、そう、ですね………………そう………………そうかもしれません」

　涙に濡ぬれた目に、エリザベートは自身に憎ぞう悪おと殺意と怨うらみを向けたまま、死に絶えた人々の亡なき骸がらを映した。彼女が泣き、謝るほど、人々の憎悪は深くなり、果てしなく増した。

　やがて、エリザベートは毒々しく開花した。

　十数回に及ぶ自殺未遂とヴラドの制止。彼の集めた悪魔の仲間達との顔合わせを経て、彼女は遂ついに迷うことを止やめたのだ。

「泣きながらであろうが、悦よろこびながらであろうが、結局は同じことよな」

　エリザベートは呪のろわしい自身の命を肯定した。彼女は自身の魔力で編んだドレスを纏まとい、溜ためた魔力で拷問器具を召喚し、城下街の人々の虐殺を行った。




　無む辜この民を蹂躙しながら、エリザベートは一人、玉座の上でワインを揺らした。




「豚を食らいながら、牛を貪むさぼりながら、謝る人間がどこにいる？　泣こうが、後悔しようが、やることは同じなのだ。故ゆえに、余は決めた。傲ごう慢まんに定めた」

「この世のあらゆる人間を、悦びをもって、余の贄にえにすると定めた」

「犠牲にすると決めながら、誰が泣くものか。謝りなどするものかっ！　余は哂いながら貴様らを屠ほふり、自身の皿の上に並べ、快楽と共に平らげ、満腹の腹を撫なでよう。だが、貴様らには余を殺す権利がある。余は貴様らをほんの情け容赦もなく食らい続けるが、やがて皿と食らう者が逆転した時には、火ひ炙あぶりとなって死んでやろう」




「呪のろうがいい。怨うらむがいい。地獄に堕おちろと罵ののしるがいいっ！」




「我は『拷ごう問もん姫ひめ』、エリザベート・レ・ファニュ！」




「この世の全てから見捨てられし、誇り高き狼おおかみにして、卑いやしき牝めす豚ぶたである！」




　その後、エリザベートは血ち塗ぬられた伝説を幾つも築きあげ、最高位の悪魔と並ぶ力を手に入れた。改めて、彼女はヴラドの後継にふさわしい存在となったのだ。だが、何を思ったのか、今や養父を名乗る彼に、エリザベートは突如反旗を翻ひるがえした。

　ヴラドの連れた従兵の軍勢を、幾千の鉄てつ杭くいで貫き、エリザベートは邪悪な顔で哂わらった。




「よーう、ヴラドォ。まさか、貴様、己自身が殺される日など、永遠に来ないと信じていたのではあるまいなぁ？　裁きの日よ。己と同じ、浅ましき豚に殺されて逝いくがいい」




　そして、彼女はヴラドとほぼ相討ちの末、双方共に教会に捕縛された。




　その神をも恐れぬ所業が、果たして、自分一人の生命維持のためだったのか。

　仲間と力を増やし、最も早はや、人には止められない『父』を討つためだったのか。







　今まで、彼女は一度も語ったことはない。








　　　　＊＊＊






「────────カッ、ハッ！」




　櫂かい人とは血を吐き、覚かく醒せいした。どうやら喉のど奥おくに流れ込んでいた血液が偶然逆流したらしい。その苦痛と衝撃で魂がショック状態から抜け出したようだ。エリザベートの記憶は溶け消えるように見えなくなる。体から血の失われつつある現実が帰ってきた。

　床はまるで毛布のように温かく、奇妙に柔らかい。どうやら感覚が狂い始めているようだ。体の下に広がる血が奇妙に心地よく感じられる。

　その上で目を閉じたまま、櫂かい人とは先程の記憶を反はん芻すうした。

（………確かに、最悪だな。お前の人生は、誰にも救えねぇよ）

　重い眠気を振り払い、櫂人はゆっくりと目を開いた。霞かすむ瞳に、薄うす闇やみに包まれた光景は上う手まく映らない。だが、ヒナが槍斧を振るい、襲い来る何かと戦っていることはわかった。

　彼女は必死に、櫂人を庇かばっている。その中で、櫂人は半ば朦もう朧ろうとしながら考え続けた。

（神様だって、お前からは目を背けるだろうさ。だが、そう承知の上で………それでも、お前は『拷ごう問もん姫ひめ』を選んだんだろうな。俺には、俺にはそれがわからねぇよ）

　櫂人は手を伸ばした。バシャリッと、彼は自身の粘つく血の海の中に掌てのひらを沈める。更に腕を伸ばし、彼は床の乾いた箇所を探り当てた。震える腕を、櫂人は必死に動かし始める。

（なんで、お前がそうやって、生きるためにか、戦うためにか………どっちにしろ、迷うことなく、堂々と選んじまったのか）

　無様に床を這はい回りながら、櫂人は更に指先を動かした。痛みと失血を無視して、彼は虫のように蠢うごめく。それを逃げようとしていると思ったのか、ヴラドは笑いながら囁ささやいた。

「主は戦うお前を捨てて逃亡を企くわだてているようだが？　それでも続けるのかね？」

「カイト様がお逃げに？　素晴らしいっ！　ならば、私がそのための時間を稼ぎますっ！」

　キンッと刃と刃がぶつかり合う音が響いた。櫂人はその間も、ズルズルと辺りを這い回り続けていく。血の痕あとを引き、線と線を繫つなげ合わせながら、櫂人は小さく笑った。

「でも、やっぱり………似てるところも、あった、な。似た者、同士って、やつだ」

　クルーレスの言葉通りだった。櫂人とエリザベートは、確かにある一点においてよく似ていたのだ。あと少しと櫂人は腕を伸ばす。自分の内臓を潰つぶしながら、彼は文字を書いた。

「俺はもう死んでるから………………生きてるうちに、殴れなかったけどよ。お前は…………………生きてるんだから、今のうちに………………思いっきり、父親を、殴れよ」

　櫂人は円の始まりと終わりを指で繫いだ。やり終わったと、彼は崩れ落ちる。血液が熱く魔力を帯びてくるのを、彼は感じた。ヴラドがやっと気づいたかのように、声をあげる。




「────それはっ」

　櫂人の前には、エリザベートの移動陣が完成していた。




　彼には生前の経験から、痛みで経験した情報は忘れないという特技がある。それを活いかして、彼は自身の肌の上に地下道の傷を刻み、迷わないように暗記したこともあった。

　そして、櫂人は以前合意の下、腹にエリザベートの手で移動陣を刻まれている。

　櫂人が記憶通りに描いた移動陣は、大きくうねり出した。エリザベートの魔力の含まれている血液が流動を始める。鮮やかな紅あか色が、溶かされた宝石のように輝き出した。

　魔法陣の輝きに助けられ、櫂人の目にもやっと部屋の光景が映り始めた。焦りを顔に浮かべてヴラドが放はなった攻撃を、ヒナが何とか食い止める。櫂人は血を吐きながら絶叫した。




「そして、テメェは全部に自分でカタをつけて、誓い通りに地獄に堕おちろッ！　エリザベエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエトッ！」




　櫂かい人との叫びと共に、闇やみが爆発した。紅い花弁が、部屋中に舞い狂う。




　闇と花の嵐を連れて長い飾り布が踊った。緋ひ色いろの内布が視界を翻ひるがえる。革ベルトに包まれた形のいい胸を反そらし、美しい女が現れた。艶あでやかな黒髪が靡なびく。紅い目が櫂人を映した。




　ボンデージ風のドレスを着た絶世の美少女は、櫂人の血と内臓の上に着地する。

　それはとても美しく、あまりにもイカれた光景だった。




　その白い手の中には、フランケンタールの斬首用剣が握られている。




「よ────────────────────────────────う、ヴラドォ」




　瞬時に状況を把握すると、エリザベートは凶悪に哂わらった。これ以上ないほど邪悪で壮絶な形に、その唇は歪ゆがむ。ヴラドはたじろぐように一歩後ろに下がった。

　血ち塗まみれのエリザベートに、今、教会からの枷かせはない。ヴラドには枷があり、『皇帝』もその傍そばにはいなかった。彼女は獲物を前にしたかのように、舌なめずりをする。

　エリザベートはフランケンタールの斬首用剣を高々と天に掲げた。紅い花弁と闇が、刀身の周りを螺ら旋せん状に回る。彼女は輝く刃を、そのまま処刑の合図のように振り降ろした。




「天と地とこの世のあまねく全てから見捨てられ────孤独に死ぬがいいッ！」




　鎖が爆発的に部屋中に渦巻いた。それは素早く伏せたヒナの頭上を通り、メイド達をガラクタに変え、ヴラドに蛇のように絡みついた。彼は暴れ、もがき、蒼あおい花弁と闇で鎖を切ろうとした。だが、次々と新たな鎖が彼の体を縛っていく。その骨が軋きしみ、肉が潰つぶれた。

「ッ………………ぐっ、あっ」

　いつかのエリザベートのように、彼は鎖で宙に吊つりあげられた。紅い花弁がその周りに厚く降り積もっていく。だが、死者を悼いたむような大量の紅い花弁は一瞬にして蕩とろけ、火刑台へと変へん貌ぼうした。鎖はそれにヴラドを無理やり縛りつける。エリザベートは再び剣を振るった。その軌跡に、紅い炎が奔はしる。紅い炎は、悪魔のものではなく、人間のものだ。




　民衆の手で裁かれるかのごとく、彼は人の炎に燃やされる。




「………こんな、もので。私が………ふざけるなよ、エリザベート」

　ヴラドの周りで黒い闇やみと蒼あおい花弁が渦巻いた。だが、鎖は断ち切れない。その豪ごう奢しやなコートの先に炎が移った。肌が徐々に炙あぶられ始める。ヴラドは信じられないと目を見開いた。

　紅あかい瞳がバッとエリザベートを映した。彼に対して、エリザベートはいっそ優しいとすら言える微笑ほほえみを返す。ヴラドはやっと自分の状況を把握したかのように辺りを見回した。

　その瞬間、ヴラドは初めて、自分が死に囚とらわれた事実に気づいたらしい。

　呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが、縋すがるような響きを伴って、その口から零こぼれ落ちた。

「エリザベート…………エリザベート……………エリザベート……………エリザベート」

「圧政者は殺され、暴君は吊つられ、虐殺者は惨殺される。それが世の定めだ。拷問の最後は自身の悲鳴で飾り、一片の救いもなく地獄に堕おちる。その時初めて拷問者の生涯は完結するのだ────先に逝いけ、最悪な男よ。余も逃れる気はない。直すぐに逝こう」

　ヴラドの長い髪が燃え始めた。彼は形なり振ふり構わず、全身を激しく揺らす。火刑台が僅わずかに軋きしんだ。その肌に火が点つく。ただの人のように燃やされる男に、エリザベートは告げた。
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「『火ひ炙あぶり』─────これこそ、貴様と余にふさわしき結末よ」

「エリザベエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエええええええええええええええええええええットッ！」




　憤怒と怨えん嗟さの悲鳴と共に、ヴラドは炎に包まれた。




　火は彼の顔を膨らませ、焦がし、肉を炭化させ、存在自体を消滅させていく。残された骨を、鎖は容赦なく打ち砕いた。彼は真っ白な灰になり、大気中に散る。それは風に溶け消えた。ヴラド・レ・ファニュはエリザベートを怨うらむ、人々の死し骸がいの一つに加わる。




『皇帝』を従え、『拷ごう問もん姫ひめ』を作った男は、こうしてあまりにも呆あつ気けない最期を迎えた。




　後には、いつも通り、ただ一人堂々と立つエリザベートが残される。

　炎の熱の残る部屋の中、彼女はゆっくりと目を閉じ、天を仰いだ。黒い髪が後ろに靡なびき、紅あかい花弁がひらひらと、その肌の上を何枚も滑り落ちていく。

　因縁の死の相手に、エリザベートは小さく息を吐き、吸い、目を開いた。







「弱いっ！」







　拳こぶしを天に突き上げ、彼女は実に満足げに叫んだ。







　よりにもよって、言うことがそれかよ。

　そう思いながら、櫂かい人とは意識を手放ばなした。

[image: ]














「うっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっまい！」




　両手にフォークとナイフを構え、エリザベートは上機嫌に叫んだ。

　その前には、牛舌のゼリー寄せ、砂肝のリエット、腎じん臓ぞうのパイ・ブルーチーズソース、トリッパのカツレツが並べられている。

「お褒めに与あずかり恐縮です、エリザベート様」

「お前本当、食べ物に関してのリアクション大きいよな」

　ヒナは微笑ほほえみを浮かべ、清せい楚そに頭を下げた。その隣で、櫂かい人とはワイン瓶を片手に立っている。エリザベートがグラスを空ける度、機械的に新しい酒を注ぐためだ。

　実に人間性が考慮されていない役目と言えた。櫂人は半分死んだ目で風味もクソもない注ぎ方をする。だが、飯さえ美う味まければ酒についてはそこそこ許せるらしく、エリザベートは上機嫌に杯を空けた。役目自体は楽だがと櫂人は自分の服を見降ろし、溜ため息いきを吐いた。

　いい加減、執事服よりも似合う衣装を用意して欲しい。

　そんな彼の不満を知ってか知らずか、今日も今日とてエリザベートは綺き麗れいに食事を平らげていく。だが、最後の一皿を終え、ワインを傾けたところで、彼女は不意に口を開いた。

「よいのか？」

「どれがだ？」

　櫂人は即座に尋ね返した。ワインボトルを手にしたまま、彼はその言葉の続きを待つ。




『皇帝』を下し、石造りの城に帰ってから早数日。

　エリザベートがそれらしい話題に触れるのは、実はこれが初めてのことだった。




　あの夜、城に運び込まれた櫂人は、エリザベートに一時ヴラドの誘いを受けようとした旨を告白した。だが、エリザベートは彼を無言で治療すると、寝台に蹴り込んだ。ヒナは昏睡状態にある櫂人の手を一晩中握り続け、エリザベートは教会への報告を終えた。

　翌日からは、いつも通りの歪ゆがんだ、愉快と言えなくもない日常が待っていたのだ。このまま、あの出来事について話す機会はないかと思っていたので、櫂人にとってエリザベートの問いかけは不意打ちだった。それに心当たりが多すぎることもあり、彼は首を傾かしげる。

　エリザベートは細い指を一本、すらりと立てた。

「まずは、教会の保護についてだ」

「あぁ、いいも何も、異界からの魂が珍しいのに変わりはないだろう？　あそこは色々ザルみたいだし、クルーレスみたいな人間がまた一人でもいたら終わりだ。こっちにはろくに抵抗する術すべもないってのに、実験動物にされない保証でもなけりゃ、駆け込む気には今のところならねぇよ」

「今のところ、か」

「まぁな。実際問題、お前が死んで、俺も死ぬって実感が持てたら、正直わからん。早めに教会に泣きついて、どうにかしてくれるように頼むかもしれん」

「まぁ、貴様はそうであろうなぁ」

「あぁ、地獄の道連れはごめんだ」

「うむ、余もいらぬ」

　エリザベートはあっけらかんと答え、空のグラスを振った。無言の欲求に応こたえ、櫂かい人とはなみなみとそこにワインを注いでやる。グラスをくるくると回し、彼女は問いを続けた。

「で、二つ目だ。よかったのか、アレは」

「あぁ………うん。アレな。いいんだよ、アレは、アレで」

「そうか。貴様が言うのなら、まぁ、そうなのであろうな」

　途中で、エリザベートに輸血をされた櫂人と違い、彼の父親は人形の体から血が完全に抜けたせいで、魂も消滅した。エリザベートの魔力で呼び戻すこともできたが、櫂人はそれを断った。彼は父親の入っていた人形を彼女に頼んで回収すると、城の裏に埋めた。




　埋葬には何の意味もない。それでも、何となくそうしたかったから、櫂人はそうした。

　それだけだった。




　櫂人には、父親の墓を訪れる気は一切なかった。そのうち、そこには雑草だか花だかが生え揃そろい、勝手に賑にぎやかになることだろう。そうなればいいと、櫂人は思った。




　そう思えるだけで、気持ちの整理にはもう十分だった。




　櫂人は改めて、目の前のエリザベートを眺めた。全ては彼女の身勝手から始まったのだ。このめちゃくちゃな状況に、自分を放ほうり込み、第二の生を強制的に与えてきた『拷ごう問もん姫ひめ』。

　肩を竦すくめて、櫂人は軽く彼女に告げた。

「まぁ、こうしてお前に召喚されて、生き返っちまったのも何かの縁だからな………お前が地獄への道を進み出すまで、俺だけはなるべく長く付き合ってやるよ」




　死ぬ時、エリザベートは一人きりだ。その傍そばには、悪魔だっていやしない。

　ただ、彼女が死を迎えるその時までは、傍にいる人間がいてもいいだろう。




　エリザベート・レ・ファニュの血ち濡ぬれた生涯には、常に一人の愚鈍な従者がいた。

　そういうのも悪くないと、櫂人は思うのだ。




　エリザベートは櫂かい人とを横目で見上げた。彼女はにいっと猫のように笑い、肩を竦すくめる。

「ハッ、だからどうした。貴様のような忠誠心に欠け、料理も満足に作れぬ従者に、最期まで付き従われても、余は嬉うれしくもなんともないわ」

「そっちこそ、内臓料理の一つも作れない異世界人しか呼べなかったくせに、多くを求めすぎなんじゃないですかねぇ？」

「残ざん虐ぎやくに殺すぞ、貴様。まぁ、よい。貴様の唯一の特技である、例のアレを出すがよい」

「ほいほい、久しぶりだな」

　櫂人は彼女の言葉に従い、ワインボトルをボウルに戻した。彼は氷の器の上で冷やしてあった土鍋を持ち上げる。ヒナも控えるのを止やめると、横からわくわくと覗のぞき込んできた。

　二人が首を伸ばしているのを見て、彼は一気に蓋ふたを開けた。

「まぁ、これがカイト様のお得意のプリンという食べ物なのですね！　何と素晴らしい！」

「うむ、このプルプルが愛いとしくてな。たまに食べたくなるのだ。よし」

　さっそくスプーンを構えるエリザベートと、興奮した様子のヒナを、櫂人は眺めた。そこで、彼はふとあることに気がついた。櫂人は恐る恐る、自分の顔を撫なでる。




　そこには確かに、自然な笑みが浮かべられていた。

（………………………あぁ、もしかして、こいつが）




　櫂人はノイエとの約束を思い返す。そして、穏やかな顔で、目の前の光景を眺めた。

　エリザベートがいて、ヒナがいる。できれば、そんな歪いびつで愉快な日々がなるべく長く続くよう。過熱する戦いの中、それが最後まで失われることのないように。そう、櫂人は生まれて初めて祈った。そして、彼はそのために、自分にできることを続けるつもりだった。







　ノイエとの約束を守り、今のエリザベートへの言葉を果たすために。







　異世界から彼を召喚した、『拷ごう問もん姫ひめ』、エリザベート・レ・ファニュ。

　彼女が全てに見捨てられ、孤独に死に、地獄に堕おちるまで。







　まだもう少しだけ、時間があった。





あとがき




　こんにちは、初めましての方は初めまして、綾あや里さとけいしです。




　この度は、「異世界拷問姫」をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。立ち読みだよ！　という方には、待って置いて行かないでと全力で縋すがりつきたい所存です。そのままレジに持っていくといいことがあるって、じっちゃんが言ってました。具体的には幸運が３アップするかもしれません。本当に効果があるかどうかについては当方口を濁します。




「異世界拷問姫」は、綾里がＭＦ文庫Ｊ様にて、初めて書かせて頂いた話になります。そのため、大分緊張しております。少しでも、お楽しみ頂けたことを願うばかりです。




「異世界拷問姫」については、「拷問姫」という、拷問器具を無数に操る邪悪で美しい姫君という存在を以前から書きたいと思っていたのですが、主人公が何な故ぜ彼女と一緒にいるのか、何故彼女に仕えることを選んでいるのかがわからないと、長く形にはなっていなかったネタでした。そこに、編集さんから「異世界ものとダークな要素を組み合わせた作品を作っては」とのご提案を頂き、なるほど、死んだ後に彼女に召喚され、強制的に仕える羽は目めになったのかと冒頭の展開が頭に浮かび、以降、櫂かい人ととエリザベートの物語がとんとん拍子で完成しました。




　最後に自ら火ひ炙あぶりになることを待つ大罪人と、もう一度人生をやり直すことになった少年がこれから先どうなるのか、よろしければ、またお目にかける機会があれば大変嬉うれしく思います。ちなみに、二人と、主人公を全力で愛する嫁系メイドことヒナ、おまけに『肉屋』も入れたこの先の日常については、ちょこっとアニメイト限定版の小冊子にて書きましたので、読まなくても続きに差し障りはありませんが、気になった方はよろしくお願いします（ここぞと宣伝をぶっこむスタイル）。できれば、鵜う飼かい沙さ樹き先生の美麗な描き下ろしカバーだけでも、ご覧頂ければ幸いです。何よりも、無事に続きを出せた際には、お気にかけて頂ければ嬉しいなぁと、心から思う次第です。




　なにとぞ。なにとぞ。




　では、後書きも残り少なくなってきましたので、お礼コーナーに移りたいと思います。

　美麗なキャラデザ、イラストの数々をお描きくださいました、鵜飼沙樹先生、本当にありがとうございました。特にエリザベートのデザインは拝見した瞬間、息を吞みました。デザイナー様、出版関係者様、多くのご助言を頂きました、編集のＯ様、重ね重ねお礼を申し上げます。

　そして、何よりも読者の皆様に、ありったけのお礼を。こうして話を読んで頂けることは、作者にとってこれ以上ない喜びです。よろしければ、楽しんで頂けるよう全力を尽くしますので、また続きの話もお待ち頂ければ心から幸せに思います。




　それでは、また、お会いできることを願って。
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